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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　再会と変化






　統一神界の神殿内部にある、見渡す限り真っ白で広大な空間──『勇者召喚の間』で、私は弾む息もそのままに床に魔法陣を描いていた。

　大女神イシスター様に勇者リストを頂いた直後、私は息急き切って此処ここまで駆けてきたのだ。

　前回の異世界ゲアブランデ攻略の際、女神の規律を破った罰として、私は難度ＳＳダブルエス世界・イクスフォリアの担当を言い渡された。ゲアブランデを上回る、魔界と化したとんでもない世界──それがイクスフォリアである。

　それでも私に悲壮感はなかった。召喚の為の呪文を詠唱しながら、リストに書かれている勇者のステータスを感慨深く眺める。どうにか泣きやんだ筈はずなのに、目頭が再び熱くなった。

　──ステータス初期化と同時に、きっと聖哉は私との冒険の記憶を全て無くしている……。でも、いいの。また会える。それだけで充分よ……。

　私は召喚する勇者の名前を読み上げる。やがて魔法陣から光が溢あふれ、地上世界から一人の勇者が召喚された。

　スラリとした高身長。爽さわやかな黒髪。凜り々りしいマスク。竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉やは、初めて召喚した時のようにＴシャツにジーンズというラフな格好ながら、男神の如き力強いオーラを発散させていた。

　もはや二度と会えないと思っていた慎重すぎる勇者と私は、こうしてまた再会出来たのだ。

　──聖哉……！

　無意識に伸ばしかけた手を必死で抑えた。

　ダメ！　ダメよ、リスタルテ！　しっかりしなさい！　聖哉は私のことなんて、もう何も覚えてないんだから！

　自分に言い聞かせつつ、精一杯の笑みを顔に湛たたえ、背筋を伸ばした。どうにか女神らしい体裁を整えた後、改めて聖哉を見詰める。

　もう一度、最初から始めましょ。ゆっくりと時間を掛けて。ね……聖哉。

　そして。私は以前、聖哉を召喚した時と同じ台詞で語りかける。

「初めまして。私はリスタルテ。この統一神界に住む女神です。故あってアナタを地上から、この次元へと召喚しました。竜宮院聖哉。アナタこそ異世界『イクスフォリア』を魔王の魔の手から救う勇者なのです」

　……訪れたのは当然の沈黙。突然、神界に呼び出された聖哉は、あの時のように訝いぶかしげに私を見詰めていた。私にとってはデジャヴのような懐かしい感覚だ。

　聖哉が遂に口を開く。

「リスタ。お前は何を言っている？」

「……え？」

　あ、あれっ？　ちょっと？　えっ？　今、リスタって言った？　は？　どうして？

「同じような台詞を以前も聞いたが。それとも今のは勇者召喚の際、絶対に言わなければならない決まり文句なのか？」
















　な……な、な、な、な、な……!!

　私は酸欠の金魚のように口をパクパクさせてしまう。

「わ、私のこと……覚えてる……の？　勇者召喚されれば、前の世界の記憶は消える筈なのに……　どうして……？」

「知らん。とにかく覚えている」

　不意に、頭の中で先程のイシスター様との会話が蘇よみがえる。イシスター様は確かこう言っていた。

『今回は特例です』

　つまり……つまり……イシスター様が聖哉の記憶をそのままにしてくれた!?　そ、それしか考えられないわ!!　何て素敵な、お計らいなの!!

　感動のあまり、プルプル震えていると、

「というか、ステータスが元に戻っているではないか。あんなに苦労したのにバカバカしい。どうにかならんのか、このシステムは」

　聖哉は不満をタラタラとこぼしていたが、それがまた聖哉らしくて……そんな相変わらずの勇者を見て、堪えていた衝動が堰せきを切ったように溢れ出した。

「うわああああああん!!　聖哉ああああああ!!　会いたかったよおおおおおお!!」

　先程までの女神然とした態度をかなぐり捨てて、私は聖哉に飛び付くと、胸に顔を埋うずめ、泣きじゃくった。

「あの時、魂まで破壊されちゃったかと思ったんだ!!　もう二度と会えないかと思ってたんだ!!　みんなの前で強がってても、ホントは辛くて辛くて仕方なかったんだよ!!」

　散々泣き喚いた後、胸から顔を離す。すると、

「あ……！」

　聖哉の服に私の涙の跡がいっぱい付いていた。いや涙だけならまだしも、鼻から出たやつとか、口から出たやつとか、とにかく色々と付着している。

　げええええっ!?　や、ヤバっ!!　つい我を忘れてやっちゃったわ!!　コレもう絶対、殴られるううううう!!

　私は咄とつ嗟さに自分の頭を手でかばうが、聖哉は私を殴ったりはしなかった。

「あれ？　お、怒らないの？　服に、すっごいシミ付いてるけど？」

「別にそのくらい構わん」

「えっ？　いいの？　な、何で？」

「……リスタ」

　そして聖哉は真剣な顔で私を見詰めてきた。

「お前が必死になって俺を助けようとしてくれたことも覚えている。それにヴァルハラ・ゲート天獄門の代償で死ぬ間際、前世のお前が俺にとって大切な存在だったことも思い出したのだ」

「た、たいせつ？」

「そうだ」

「私って……聖せい哉やにとって……大切な存在なの？」

「そうだ。何度も言わすな。そもそも今回はお前の為にやって来たのだ。頭の中にイシスターの声が響き、お前が俺を救った罰としてゲアブランデよりも困難な世界の担当になったと言うからな」

「そ、そう……。えーと、あの、うん……ちょっとだけ待っててくれるかな……」

　私は聖哉から見えないように顔を背けて、うずくまった。

　ウッヒ────────ッ!?　な、な、な、何よ!?　何なの、この展開はあああああああああああ!?

　地獄から天国！　絶望から絶頂！　言いようのない幸福感が私を襲う！　だが……それでも私は首を横に振った。

　い、いや待って!!　あんなこと言って、ホントはバカにしてるのかも!!　そうよ、この男のことだから、油断させておいて突然、蹴けってくるかも知れないわ!!　試してみるのよ!!

　ドキドキしながらも私は聖哉に近寄り、

「し、失礼します……！」

　さりげなく聖哉の腕に自分の腕を絡めてみる。聖哉の表情に変化はなく、無言だったが、特に攻撃されることはなかった。

　こんなバカな!!　嫌がらない!?　こ、これはもう確実に……いや、まだよ!!　さらに検証してみましょう!!

　腕を組んだまま、私は上目遣いで聖哉を見上げた。

「ねえ、聖哉。時間が取れたら、マッシュとエルルちゃんにも会いに行ってあげようよ？　ホラ、二人とも温泉に行きたがってたよ？」

　今までなら「知らん」などと言いそうなところだが、聖哉は即答する。

「そうだな」

　はい、『そうだな』頂きました!!

「あの二人にも迷惑をかけた。会えるのならば、今すぐにでも会いに行きたい気分だ」

　も、もう間違いない!!　つ、遂に……遂に……

　私の心の中で打ち上げ花火がゴージャスな大輪を咲かせていた。

　遂にツンデレがデレやがったああああああああ!!　待っててね、マッシュ、エルルちゃん!!　ラブラブになった私達を見せてあげるわっ!!

「だが、それは今回の目的を果たした後だ。今度の世界はゲアブランデより難度が高いのだろう？　より入念な準備が必要だ」

　途端、聖哉の目が鋭くなった。

「早速、修行を開始する」

「えええええっ!?　いきなり!?」

「ああ。前と同じように、まずは此処で基礎トレーニングから始める」

　聖哉は私に視線を送ってくる。言われなくとも分かる。私に召喚の間から出て行って欲しいのだ。

「そ、そう。分かったわ」

　やっぱりストイックなところは全然、変わってないなあ。ちぇっ。もっとラブラブしたかったのに……。

　以前のように女神の創造の力で、簡易トイレやベッドなどを作った後、聖哉にブザーを手渡した。

「じゃあ、準備が出来たら知らせてね」

　少し寂しい顔で出て行こうとした時、聖哉が私を呼んだ。

「リスタ。後で、飯を頼む」

「……うんっ!!」




「ねえねえねえねえ、聞いてよ、アリア!!　聖哉ってば、すっっっごく優しくなったのよ!!　もう殴ったり蹴ったり、乳を潰つぶしてきたりしないの!!」

「よ、よかったわね。っていうか今までそんなことされてたの……」

　私は先輩女神アリアドアの部屋で興奮しつつ、まくし立てていた。赤毛のアリアは私より背も高く、そして胸も大きいベテラン女神で、姉のような存在だ。

　私の話を聞いて、アリアはクスリと微笑む。

「聖哉に記憶が残っているのはイシスター様のお陰ね。きっとリスタのことを考えて、最さい奥おう神界の神々に取り合ってくださったのよ。私も先程の失礼な物言いをお詫わびしなきゃ。リスタも後できちんとお礼を言っておきなさい」

　そこまで言って、アリアは急に眉み間けんにシワを寄せた。

「ちょっと……リスタ？　聞いてる？」

「うん、うん！　聞いてる、聞いてる！　イシスター様にお礼でしょ？　分かってるわよー！」

「ね、ねえ、リスタ。あまり本気になっちゃあダメよ？　昔は恋仲でも、聖哉は人間。アナタはもう女神なんだから」

「あははは！　ヤダなあ！　そんなの分かってるってば！」

「そう？　ホントに分かってる？」

　アリアは何故か深い溜ため息いきを吐いた。

「心配だわ。本当は私も一緒に付いて行きたいのだけど。イクスフォリアはアナタにとって辛い思い出がある世界。今は忘れていても現地に行けば、きっと魂が反応して……」

　アリアの心配を余所よそに、私は軽口を叩たたいてしまう。

「平気、平気！　だって私にはラブラブで前前前世なダーリンがいるから！　……あっ、ヤダっ！　もうこんな時間！　聖哉にご飯作ってあげなくちゃ！　またね、アリア！」

「り、リスタ!?　イシスター様にお礼は!?」

「ごめん！　それ明日にする！」

　私はアリアの部屋を出て、神界の厨ちゆう房ぼうへと急いだのだった。




　翌日。聖哉の朝食のおにぎりを作り、召喚の間へ向かっていると、剣神セルセウスと軍神アデネラ様が廊下に佇たたずんでいるのが見えた。セルセウスは見かけこそマッチョで強そうだが、ケーキ作りが趣味の気弱な男神。アデネラ様はいつも不健康そうな顔で少し不気味だが、セルセウスの百倍は強い女神だ。

「おはよう、セルセウス！　今日もいい筋肉ね！　アデネラ様も目の下のクマがとっても素敵よ！」

　快活に挨あい拶さつするとアデネラ様が呆あきれたような顔を見せた。

「す、すごい変わり様だな。ま、まぁ聖哉が生きていて、う、嬉うれしいのは分かるけど……」

　だが、私のこのテンションはそれだけではない。実は昨日、夕食にシチューを作り、持って行った時、私はまたも聖哉の変化を検証してみたのだ。猛獣に餌をやるが如く、緊張しながら聖哉の口元にシチューの入ったスプーンを向けた。

『せ、聖哉！　あ、あーん！　あーん、してみて？　ほら、あーん！』

　……ものすごい緊張感だった。今にも正拳が飛来し、私の頭にめり込むのではないか。そんなマイナス思考が頭をかすめた。だが……聖哉はスプーンをパクリ。無言でシチューをモグモグと咀そ嚼しやくした。

『お、おいしい？』

『うむ。うまい』

　……そんなことがあったのだ。そして、今日も今からおにぎりを『あーん』させて食べさせるつもりだ。だからテンションが上がり、放っておけばひとりでに顔がニヤけてしまうのも仕方ない。

　そんな幸せな私とは真逆に、セルセウスは肩を落としていた。

「あの勇者が戻ってきたのか。もしや、また修行の相手などさせられるのでは……はぁ……」

「大丈夫よ、セルセウス！　聖哉、前より優しくなってるから！」

「えっ！　そ、そーなのか!?」

「そうよ！　ゲアブランデで色々あって、聖哉だって成長したのよ！」

「そ、そうか……！　うん？　しかも、待てよ……！　よくよく考えれば、奴のステータスは初期化されて、今は俺よりも弱い筈はず！　そうだ！　怯おびえる必要などまるでなかったのだ！　クククク……ハーッハッハッハッハッ!!」

　バカ笑いするセルセウスの背後に、

「上機嫌だな。セルセウス」

　聖哉が腕組みをして立っていた。

「ハッハ……ハヒィィィィッ!?」

「おい、セルセウス。現在、俺がお前より弱いからと言って調子に乗らないことだ。すぐに追いついて二度とケーキを作れない体にしてやるぞ」

「な、な、何言ってんすか、ヤダなあ、もうっ！　調子になんか乗るわけないっすよ！　それよりお帰りなさい、聖哉さん！　本日もお勤めご苦労様です！」

　さっきの勢いはどこへやら。セルセウスは揉もみ手でで聖哉の機嫌を取っていた。

「ってことは、聖哉。ひょっとして今からセルセウスに修行して貰もらうの？」

「うむ。今回、基礎トレーニングは早々に切り上げた。それよりさっさと神界の神相手に修行した方が効率的だと思ってな」

「あ、あの、俺、ケーキ作りがあるから修行とか、そういうのはちょっと……それに少し熱があるんだ……下痢もしてるし、体も節々が痛い……もう死ぬかも知れん……」

　あからさまな噓を吐いて逃げようとするセルセウスの肩を聖哉がポンと叩く。

「安心しろ、セルセウス。休息はちゃんと与える。空いた時間を趣味のケーキ作りに当てればいい」

「え……!!　ほ、本当か!?　ケーキを作る時間なんてあるのか!?」

「無論だ。今回からは修行より、お前の自由を第一に尊重する」

　私はセルセウスに耳打ちする。

「ねっ！　聖哉ってば優しくなったでしょ！」

「あ、ああ！　そうだな！　うん！」

　だが聖哉はセルセウスにキッパリと言う。

「休憩は五時間につき一分。睡眠時間は三日に一度、三時間だ。いいな？」

「!?　いい訳ないだろ!!　何、その『ブラック修行』!?　条件が劣悪すぎる!!　ケーキなんてどのタイミングで作るの!?　一分じゃ卵もとけないけど!?」

　セルセウスは半泣きで私の肩を揺さぶってくる。

「ってか、全然優しくなってないぞ!!　むしろ横暴さに拍車が掛かってる!!」

　あ、あれ？　おかしいわね。優しくなったと思ったんだけど……。

　そんなセルセウスを突き飛ばして、アデネラ様が聖哉に話しかける。

「せ、せ、聖哉。せ、セルセウスなんかより、わ、私と、しゅ、修行しよう？」

　アデネラ様を見て、私はギョッとする。頰を染めて、恋する女子の瞳ひとみではないか！

　ええっ!!　アデネラ様、聖哉と私の前世のこと、知ってる筈なのに!?　まさか久し振りに聖哉を見て、恋心が再燃しちゃったの!?

　私はハラハラして様子を窺うかがうが、聖哉はつまらないものを見るような目をアデネラ様に向けていた。

「うむ。アデネラは相変わらず不気味だな。見れば見る程、気持ちが悪い」

「う、うん……！　す、好き……！」

　!?　またすごく酷いことを言われてるのに、アデネラ様が満更でもない顔をしている!!　で、でもどういうこと!?　聖哉ったら、アデネラ様にも今まで通り厳しいわ……!!

　すると聖哉は私の方を振り向き、冷淡な顔を少しだけ緩めた。

「そうだ、リスタ。いいことを考えたぞ。セルセウスとアデネラ、二人と同時に修行を行う。これなら更に時間も短縮出来る」

　セルセウスが「ヒィッ」と叫んだが、私は笑顔で頷うなずく。

「そ、そうね！　それはいいアイデアだわ！」

　そして聖哉は踵きびすを返したが、再度、私を振り返る。

「リスタ。飯が出来たら呼んでくれ。今日はお前の部屋で一緒に食べよう。いいか？」

「い、いいよ!!　全然いいよ!!」

　嫌がるセルセウスを引き摺ずるようにして、聖せい哉やとアデネラ様が召喚の間に向かっても、私は呆ぼう然ぜんと一人、その場に立ち尽くしていた。

　そっか、聖哉……私にだけ優しいんだ……!!　ウフフフフッ!!　何よ、この優越感は……!!　いや、でも……そらそうよ!!　だって聖哉と私は前世からの赤い糸で結ばれてるんだもの!!　しかも二人で力を合わせてゲアブランデの魔王を倒して……そんなの、もうラブラブになるに決まってるじゃない!!　そらそうよ!!




　そして数時間後。聖哉が本当に私の部屋にやって来た。

　私は愛情込めて作った料理を振る舞う。

「おにぎり、おいしい？」

「うむ。うまい」

「サラダは？」

「うむ。うまい」

　ヤバい……!!　幸せすぎる……!!　何を食べても「うむ。うまい」としか言わないけど……とにかく幸せ……!!

　もくもくと手料理を頰張る横顔を眺めているうちに、私の鼓動は速まってくる。

　い、今ならキスしてもたいして嫌がらないんじゃ？　や、やるか!?　あの時、出来なかったし、やったるか!?　ホッペにブチュッといったるか、おい!?　はぁはぁはぁはぁはぁはぁっ!!

　しかし突如、ノックもなく扉が開き、アデネラ様が入ってきた。

「せ、聖哉！　せ、セルセウスが、ま、また逃げた！」

「そうか。今行く。見つけてお仕置きせねばならんな。たっぷりと」

　パパッと料理を平らげると、聖哉はアデネラ様と出て行ってしまった。

　あーあ、キス出来なかったかー。でも……ま、いいか！　そんな焦る必要ないじゃんね！　修行が終わればイクスフォリアじゃ、ず────っと二人きりなんだし！　チャンスはいっぱいあるわよね！　うーん！　こうなったら早くイクスフォリアに行きたいなー！　難度ＳＳダブルエスでもＳＳＳトリプルエスでも余裕だって！　だって相思相愛で大好きな聖哉と一緒なんだもんっ！




　……そう。今から振り返ると、その時の私は、まさに幸せの絶頂状態でした。だけど、そんな状態は長くは続かなかったのです。それどころか私の思いはこの後、完膚無きまでにズタズタに引き裂かれ、ボロボロに崩れ去ることになるのでした。








第一章　侵入






　聖哉がアデネラ様達と修行を開始した翌日、ふとイシスター様にお礼を言ってなかったことを思い出した私は、急いでイシスター様の部屋へと足を向けた。

　ノックをして、扉を開けると同時に頭を下げる。

「すみません、イシスター様！　お礼を言うのが大変遅れまして……」

「いえいえ。いいのですよ」

　予想通り、イシスター様は私を咎とがめたりはしなかった。木の椅子に腰掛け、編み物をしながら、優しい顔でニコニコと微笑んでいる。

「記憶を残したままの勇者召喚──これが私に出来るせめてもの応援です。後はリスタ。アナタと竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉やに託します」

「本当にありがとうございます!!」

　心の底から感謝の意を伝えると、イシスター様は編み物を止め、私の顔を見詰めた。

「本当はもっとアナタ達の力になってあげたいのですが……イクスフォリアのことを考えると、頭の中に靄もやが掛かったような感覚になり、近未来が見通せないのです。ゲアブランデの魔王も私の予知の力を阻む魔力を持っていましたが、今回はそれ以上です」

　そしてイシスター様は少し顔を引き締める。

「勇者を倒し、世界を滅ぼした魔王は邪悪なる次元からの恩恵を受けます。魔王のみならず、イクスフォリアに住む魔物達も他の異世界のモンスターと比べようもない程に力を増しているでしょう。加えて、この度のイクスフォリア攻略にアナタの治癒の力は使えません。非常に厳しい戦いになることは容易に想像がつきます。ですが、」

「聖哉がいるから大丈夫です!!」

　言葉の途中、笑顔で宣言すると、大女神は「ホッ、ホッ」と声を上げて笑った。

「そうですね。過去の後悔を経て、竜宮院聖哉は肉体的な強さだけでなく精神的な強さも併せ持つ、稀まれに見る逸材となりました。ただあの子にも弱点はあります。速すぎる成長スピードは、長所でもあり、また短所でもある。ゲアブランデの時のように、いずれまた能力値に限界が来るでしょう。それでも、あの子ならそれを乗り越え、イクスフォリアを救ってくれる……アナタと同じように、私もそう信じていますよ」

　イシスター様は慈愛に満ちた微笑を見せた。

「リスタ。今回は難度ＳＳ世界。出発の準備が完全に整うまで、竜宮院聖哉には統一神界にて修行をして頂いて構いません」

　大女神のご厚意に再び頭を深く下げた後、私は部屋を出たのであった。




　イシスター様と話したことで、私は気持ちを新たにすることが出来た。聖哉が優しくなったからといって、いつまでも惚ほうけている訳にはいかない。今回、私の能力である治癒は使えない。ならばそれに代わる何かを身に付けておきたかった。愛する聖哉の役に立ちたい、と痛烈に思い始めたのだ。

　とりあえず、聖哉が修行している間、私はアリアにイクスフォリアのことを尋ね、リサーチすることにした。私にとっては記憶の無くなった世界だが、アリアには鮮明に刻印されている筈。失敗した世界のことを聞くのは気が引けるが、攻略の為には避けては通れない道だった。

　最初、語るのを戸惑っていたアリアは、ゆっくりと言葉を紡ぎ始める。

「リスタ。私は今でも、時々イクスフォリアのことが気になって、水晶玉で見てしまうのよ……」

　アリアの水晶玉に映る光景は凄せい惨さんなものだという。現在、イクスフォリアは完全に魔王の支配下にあり、その大陸のほぼ全てが魔王の配下によって統治されている。そして人間達は、奴隷、家畜……あまつさえ玩がん具ぐや食料にされているとのことだった。

「今回、イシスター様が魔王の魔力の隙を突き、どうにか出発地点として選んでくださったのが『ガルバノ』という町よ。この町は基本的に従順な奴隷を作り、輩出する町。だからそこに住む人間達は比較的、まともに生活しているわ。と言っても食料や玩具にされない程度だけれど……」

「今回はそこからスタートするって訳ね」

　私は頷きながらメモを取っていた。気付くと、アリアが相好を崩している。

「とても熱心ね。最初はどうなることかと思っていたけど、その様子なら安心だわ」

「ん。私も聖哉の役に立ちたいからさ」

　しばらくアゴに指を当て、考え事をしていたアリアは、何か閃ひらめいたようにポンと手を打った。

「そうだ、リスタ！　『鑑定』のスキルを教えてあげる！　道具や装備なんかの状態を把握する力よ！」

「鑑定？　い、いるかなぁ、そのスキル……？」

「イクスフォリアは魔王に支配されている世界。普通の異世界のように、人間がやっている武器屋や道具屋なんか滅多に存在しないわ。武器や道具は自分達でどうにか工面するしかないの。鑑定スキルは絶対に役に立つ筈はずよ」




　覚えられるかと不安だったが、コツを摑つかめば習得は、さほど難しくはなかった。ステータスを能力透視する感覚で対象となる物体を見ればいいのだ。二日かけて、私は鑑定スキルをマスターした。

　試しにアリアの部屋にあった花瓶を鑑定してみる。

『花瓶──花を挿す容器。この花瓶は神界の珍しい陶器で出来ているようだ。売れば高価で取引されるだろう』

　そんな文言が私の脳裏に浮かんできた。

　うん！　聖哉の世界の人達が遊ぶゲームみたいで、ちょっと面白いかも！

「文体なんかの細部は調節出来るの。カスタマイズしてアナタ好みの鑑定能力にするといいわよ……」




　──ふふっ!!　聖哉、誉めてくれるかな!?

　アリアの部屋を出た後、スキップして召喚の間へ向かう。扉を大きく開くと、へばって倒れたセルセウスの隣で、聖哉は滝のような汗を流しながら、アデネラ様と木刀を打ち鳴らしていた。

「リスタか」

　私を一いち瞥べつすると、聖哉は稽けい古こを止めた。

「あっ、ごめん！　練習の邪魔だったよね？」

「いや。リスタなら別に構わん」

　ああ……相変わらず優しい……！

「あのね！　アリアに鑑定のスキルを教えて貰もらったの！　有効な道具や武器を見極めることが出来るんだ！」

「それは助かる。頑張ったな」

　誉められて、頭がほわんとした。頑張って覚えて本当によかった！

　そして不意に、あることを思い付いた。

　──こ、このスキルで、聖哉を鑑定したら一体どうなるのかしら？

　私はこっそり聖哉に対して鑑定スキルを発動した。『私の一番知りたい聖哉の鑑定情報を映したまえ』……そう念じながら。

　すると私の視界に以下のような情報が提示された。





　☆リスタのドキドキ恋鑑定☆

　◎彼とアナタの愛情度は？　『90点』

　◎彼にとってアナタは？　『大切な存在』

　◎一言アドバイス！　『このまま行けばきっと近々ゴールインよ!!　頑張って!!』






　うおおおおおおっ!!　鑑定スキルすっげええええええ!!　90点とか、もう相思相愛じゃん!!　しかも、このまま行けばゴールイン!?　つーか、一言アドバイスって、私の潜在意識が私自身にアドバイスしてんの!?　よ、よく分かんないけど……とにかく鑑定スキル、ＳＵＧＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ!!

　私の視線に気付いた聖哉が首を捻ひねる。

「うん？　どうした？」

「い、いえ、別に！　オホホホホッ！」

「ひょっとして俺のステータスが見たいのか？」

「あ、うん。それはすごく見たいけど……」

　情報漏ろう洩えいを恐れ、前回、聖哉はステータスを私に見られるのを極度に嫌がっていた。厚い偽装フエイクのスキルで執しつ拗ように能力値を隠していたのだが、

「いいだろう。見せてやろう」

　イエスッ!!　ゴールイン間近の私達には、もうそんなことは関係ないのだ!!

　私は能力透視を発動させ、偽装のスキルを解いた聖せい哉やのスキルを垣間見た……。





竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉や

Ｌｖ：51

ＨＰ：１４５６８３　ＭＰ：２５６２２　攻撃力：７２８８８　防御力：６７６９３　素早さ：６５００７　魔力：２８７６５　成長度：６６９

耐性：火・風・水・雷・氷・土・光・闇・毒・麻ま痺ひ・眠り・呪い・即死・状態異常

特殊スキル：火炎魔法（Ｌｖ：ＭＡＸ）　爆炎魔法（Ｌｖ：８）　魔法剣（Ｌｖ：９）　獲得経験値増加（Ｌｖ：15）　能力透視（Ｌｖ：18）　偽装（Ｌｖ：20）　合成（Ｌｖ：７）


特技：ヘルズ・ファイア地獄の業火

　　　マキシマム・インフェルノ爆殺紅蓮獄

　　　フェニックス・ドライブ鳳凰炎舞斬

　　　フェニックス・スラスト鳳凰貫通撃

　　　エターナル・ソード連撃剣



性格：ありえないくらい慎重






「も、もうこんなに……!!」

　攻撃力は七万超え、ＨＰも十五万近い。難度Ｃ程度の異世界ならこのままで充分、クリア出来るステータスである。いくら難度ＳＳだろうと、もうそろそろ出掛けて全然良いと思うのだが、それでも聖哉は首を横に振る。

「まだだ。せめて前回、竜りゆう王おう母ぼを倒したレベルまで上げたい」

「そ、それってＭＡＸまでレベルを上げるってこと!?」

「うむ。だが問題はその後だ。どうにかして限界を超えなければ、前回同様、イクスフォリア攻略は手詰まりになるだろう」

　イシスター様が懸念していたことを、やはり聖哉も悩んでいた。限界を超える為にも、とにかく上限まで上げなければ話にならない。なので聖哉は早くレベルをＭＡＸまで上げたいのだろうと私は推測した。

「ちなみに飛ひ翔しようのスキルや、アトミック・スプリットスラッシュ原子分裂斬、ウインド・ブレイド裂空斬等の特技が付与されていないが？　以前はもっと低いレベルで身に付いていたと思うのだが、これは一体どういうことだ？」

「救う世界の基準に合わせて、スキルや技が変化するの。イクスフォリアは飛翔のスキルが習得出来ない世界のようね。それに魔法体系もゲアブランデより細分化されているようだわ。今回、聖哉は火炎系の魔法しか使えないみたい」

「それは厄介だな」

「うん。こういうところも難度ＳＳたる所以ゆえんね。でも逆にゲアブランデには無くて、イクスフォリアで新しく手に入るスキルや技もある筈だから」




　話し終わった後、聖哉はアデネラ様と稽古を再開した。セルセウスと違い、アデネラ様はタフらしく、疲れた様子を見せず、聖哉と激しく剣を交わしている。

　そんな光景を目の当たりにして、またしても私はウズウズとし始めた。鑑定スキルだけでなく、もっともっと聖哉の為に何かしてやりたい。

　──そうだ！

　突如、アイデアが舞い降りた。聖哉を絶好のポジションから開始させる為、門の調整をしようと思ったのだ。

　初めて行く世界ということもあって、実際に門を出して見なければ、下位女神である私には微細な出現位置の調整が出来ない。私は聖哉達から離れた場所で呪文を唱え、異世界イクスフォリアへの門を出現させる。

　ふと聖哉が私の方に視線を向けていた。

「おい。リスタ。何をしている？　まだ準備は整っていないが？」

「ああ、コレ？　調整よ！　始まりの町の中でも、より安全な位置に門を出したくて！」

「その気持ちは嬉うれしいが……まさか扉からいきなりモンスターが出て来たりはするまいな？」

「心配しないで！　強力な結界を張ってるの！　絶対に大丈夫よ！」

　しかし、

『ぎぎぎぎぎ……』

　門が勝手に音を立てて開かれる。

　──え。

　驚くより何より、ただ茫ぼう然ぜん自じ失しつとして私は自動的に開かれた門を見詰めていた。

　そこには狼の顔をした獣人が立っていた。筋骨隆々の体たい軀くは銀色の体毛で覆われている。同居人が気兼ねなく部屋に入って来るような、あまりにも当然で自然な光景だった。

「初めまして。別次元の女神様。そして、さようなら」

　発された低い声の人語を聞き、ようやく生命の危機を感じた時には、ウェアウルフ狼男の鋭い爪が私の首筋に突き立てられようとしていた。








第二章　違和感






　この場には剣神と軍神、二柱の武芸の神がいた。だが、突如として起こった予測不能の状況に私同様、思考が停止。ただ呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。

　狼男の攻撃を喰らう寸前、私は本能的に目を瞑つむった。暗闇に閉ざされた視界の中で、鈍い音がする。同時に激しい衝撃。私は床に倒れてしまう。だが妙だ。衝撃は狙われた首ではなく、肩と背中に、だった。

　おそるおそる目を開くと、聖哉が私に覆い被さっている。そう……聖哉だけが唯一、この状況に反応していた。凶刃が私の首に到達するよりも早く、私を守ってくれたのだ。

「聖哉!!」

　だが聖哉は私にもたれかかったまま、ぐったりとして動かない。

　──ま、まさか、アイツの爪を私の代わりに受けた!?

　一見したところ出血はない。もっとしっかり安否を確認したいところだが、頭上から冷淡な声が響く。

「コレがイクスフォリアへ召喚される勇者か？」

　狼男の目が怪しく光り輝いている。標的を私から聖哉に代え、腕を振り上げる狼男の鋭い爪から発するのは漆黒のオーラ。私の本能がその存在を拒絶する。それは戦帝にゴッドイーター神殺しの剣を向けられた時と同じ感覚。忘れようもない、この感覚は……

　──チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊……!!

「……死ね」

　冷たく低い声と共に狼男の爪が聖哉に向かう！

　──だ、ダメ……っ!!

　今度は逆に私が身を挺ていし、聖哉の背中に被さった。私達が狼男に襲われるのを目の当たりにしたセルセウスが、

「ひいっ!!」

　と声を上げて叫ぶのが聞こえた。

　魂が破壊される永えい劫ごうの死を覚悟する……しかし、金属と金属がぶつかるような音が耳じ朶だを震わせた。

　狼男の爪は、私にも聖哉にも届かなかった。見上げるとアデネラ様が腰の真剣を抜き、剣を盾にして狼男の爪を受け止めている。アデネラ様は目を大きく見開き、狼男を睨にらみ付ける。

「ぞ、賊が……！」

　狼男は剣を払うと、距離を取って自らの爪を舌で舐なめた。

「お前も神か。ならば、すなわち我らの敵だ」

　言うや、狼男の両手の爪が長く伸長する。短剣ほどの長さとなった爪を、私と聖哉の前に立ちふさがるアデネラ様に向けて攻撃の構えを取る。

「……スラッシュ・ディスオーダ乱律穿爪」

　対してアデネラ様の方からは『ごきり、ごきり』と、関節を外すような骨の音が鳴る。

「し、真・連撃剣……！」

　剣先を狼男に向けるアデネラ様に私は叫ぶ。

「アデネラ様！　気を付けて！　ソイツの爪はチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を宿している！　致命傷を受ければ私達の魂が破壊されるわ！」

　アデネラ様ではなく、セルセウスが反応した。

「えええええっ!?　つまりそれでやられると俺達、死んじゃう訳!?　ま、まさかそんなことはないよね!?　だって神様は死なないもんね!?」

「だから!!　神でも何でも死んじゃうのよ!!」

「どへええええええっ!!　噓だろ!?　俺、まだ死にたくない!!」

　見かけ倒しで情けない剣神とは対照的に、軍神アデネラ様は不気味に笑う。

「ひひひひひひ……！　い、命のやり取りほど……お、面白いものは、ない……！」

　まるで躊ちゆう躇ちよなく、肉食動物が獲物の懐に俊敏に飛び込むようにして敵の間合いに突入するや、真・連撃剣を繰り出す！　本家本元の連撃剣は片手ながらも、聖哉の二刀流連撃剣と相違ない速度で幾つもの残像を空間に描いた！

　だが……信じられないことに狼男は長く変形した左右の手の爪でそれらをことごとく打ち払っている！　ゲアブランデで繰り広げられた聖哉と戦帝の激しい剣けん戟げきのように、両者の攻撃は拮きつ抗こうし、火花を散らしていた。
















　……やがて肉を切り裂く鈍い音。見ると、後ずさったアデネラ様が片手で腹部を押さえている。そして、その指の間からは鮮血が滴り落ちていた。

「アデネラ様!?」

「う、噓だろ!!　軍神の真・連撃剣が打ち負けたぞ!?　何なんだ、あの怪物は!?」

　アデネラ様は狼男の次の攻撃に注意しつつ、私達に言う。

「し、心配ない……か、かすり傷だ……」

　対して、狼男もアデネラ様の一撃を受けたのだろう。頰に付いた傷から僅わずかに黒い血を滲にじませていた。しかし、傍目にも明らかにアデネラ様の方が重傷だ。

　たまらなくなって、私はセルセウスの体を揺する。

「せ、セルセウス！　ヴァルキュレ様よ！　ヴァルキュレ様を呼んできて！」

「お、おう！　わかった！」

　駆け出そうとしたセルセウスだったが、

「そ、その必要はない」

　アデネラ様がぼそりと呟つぶやく。

「し、死神の時とは、ち、違う。こ、コイツには、ぶ、物理攻撃が効く。な、なら、も、問題は何もない」

　そしてアデネラ様は、滑舌の悪い声を大きく張り上げる。

「お、お、オーダー神界特別措置法施行……！」

　途端、『バギバギバギ』と！　アデネラ様の右腕が音を立てると同時に捻ねじれて曲がり、変形していく！

「うおっ!?　う、腕が!!　何だアレ!?　怖いし、キモい!!　怖キモいっ!!」

　セルセウスが、ササッと私の後ろに隠れた。私がセルセウスにジト目を向けている間に、アデネラ様の腕は腕でなくなっていた。二の腕から先が、光を受けて銀色に輝く刀身と化している。

　アデネラ様が両の口角を大きく上げた。

「ひひひひひ……！　し、神剣……『滑かつ空くう鶻はやぶさ』……！』

　私はごくりと生なま唾つばを飲み込む。

「み、自らの腕を、剣に変えた……？」

　アデネラ様は猫背のまま、剣になった手をブラブラと揺らしながら、狼男へ無防備に近付いていく。

　そして……ぼそり。

「き、極きよく・連撃剣……！」

　途端、狼男に向けて嵐のような残像が走る！　ノーモーションからの斬撃に、

「ぐっ……」

　余裕だった狼男の顔が歪ゆがむ！

　通常の連撃剣は斬り落とし、斬り返し、なぎ払い、刺突等をミックスした高速の剣技である。速度が劇的に増す真・連撃剣もその例外ではない。しかし、極・連撃剣は刺突にのみ特化した剣技だった。そしてオーダー神界特別措置法施行によって変化した右腕の神剣『滑かつ空くう鶻はやぶさ』は、先端に近付く程、レイピアのように細く尖とがっており、まさに連撃剣の突きのラッシュに適しているように思えた。

　盾すら無く、無数の刺突を防ぎきるのは、真・連撃剣を凌しのいだ狼男にも不可能だった。かわし損ねた連撃によって生じた傷跡が体中に刻まれていく。

　たまらず、狼男が体勢を変えようと横飛びした瞬間、それを待っていたように、『滑かつ空くう鶻はやぶさ』がムチのようにしなった。狼男の右腕にまとわりつくように触れた刹せつ那な、それを体から切り離す！

「ぐおおおおおっ！」

　鮮やかな切断面から黒い血液を垂れ流し、狼男が叫んだ。

「し、刺突以外の斬撃でも、充分な威力を、は、発揮する。それが、し、神剣『滑かつ空くう鶻はやぶさ』だ」

　──凄すごい……！　これがアデネラ様の全力……！

　形勢は逆転。片腕を失った狼男はじりじりとアデネラ様から、後ずさる。

「ち……！」

　舌打ちすると、狼男は出てきた門へと向かい、踵きびすを返した。

「アイツ、逃げるぞ!!」

　セルセウスが叫ぶと、狼男は振り向き、ニヤリと笑う。

「まぁ、いい。既に爪つめ痕あとは残した……」

　──つ、爪痕？　どういう意味よ？

「に、に、逃がすものか……」

　アデネラ様が狼男に向かい、突進する。凄すさまじい速度で間を詰めながら、左腕にも変化が！　耳障りな音を上げつつ、左腕は滑かつ空くう鶻はやぶさより長い日本刀のような剣と化す！

「し、神剣……『回かい帰き燕えん』……！」

　そしてアデネラ様は鬼女のように嗤わらう。

「ひひひひひひひひひひひひひひひひひ！　そ、双そう極きよく・連撃剣……！」

　両腕を剣に変え、逃げようとする狼男の背後から跳躍し、飛びかかる。宙を舞い、迫る軍神に狼男の顔が引きつった。

「し、し、し、し、死ね……！」

「ま、待って、アデネラ様!!　ソイツからはイクスフォリアの情報を、」

　だが私の言葉は全く届いていない！　左手の長剣で背中を切り裂くや、右手で超高速の刺突を開始する！

「ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ」

　召喚の間におびただしい黒い血液を撒まき散ちらしながら、串くし刺ざしにされつつ、切り刻まれる狼男！

　──『双極・連撃剣』……！　オーダー神界特別措置法施行により自らの両腕を神剣に変化させることで為し得る、誰にも真似出来ないアデネラ様最大の絶技……！

　体から噴出する血液が辺りに飛散。ずいぶんと離れた場所にいたセルセウスの頰にも黒い血ち糊のりがべったりと付いた。

「うっわああああああ!?　もう嫌だ!!　部屋に戻って温かいカモミールティーが飲みたい!!」

　セルセウスは哀れに絶叫したが、そんな気持ちも分からなくはない程、直視するのも憚はばかられる一方的な虐殺だった。僅かものの数秒で狼男は手足のない肉塊と化していた。

「ひひ……ひひひひひひひひひ……！」

　返り血を浴び、半ば放心状態のまま、私とセルセウスの怯おびえる顔を振り返ったアデネラ様は、

「……あ」

　ふと我に返ったような表情を見せると、自らが屠ほふった狼男の死体を見て、

「や、やっちゃった……」

　気まずそうに呟いた。同時に両手が変形。剣から元の腕に戻っていく。そして、その指で私の膝ひざ元もとを指した。

「えぇと……そ、その……せ、聖せい哉やは、ぶ、無事か？」

「は、はい……見た感じ傷はないですけど……」

　体の何処も狼男の爪に切り裂かれてはいない。しかし、ならばどうして、




『既に爪痕は残した』




　あの時、狼男は気になる台詞を吐いたのか？

　まさか──！

　ぎくりとして私は聖哉を揺さぶる。

「聖哉!!　聖哉、起きて!!」

　だが私の心配は杞き憂ゆうだった。

「うう……」

　頭に手を当て、唸うなりつつも、聖哉は上半身を起こした。

「よかった!!　大丈夫!?」

「うむ。平気だ。少し頭が、ぼうっとするが……」

「そ、そう！　なら無理しないで！　しばらく横になっていて良いから！」

「いや、それより、あの狼男はどうした？」

「あ……そ、それは、えーと……アデネラ様がやっつけちゃった……」

「……何だと？」

　聖哉は物言わぬ肉塊となった狼男に視線を向けると眉み間けんにシワを寄せた。一方、先程までの激情が噓のように去ったアデネラ様は、花瓶を割った小さな女の子のようにしょんぼりと頭を下げていた。アデネラ様も聖哉の性格を知っている。情報も得ずに敵を惨殺してしまい、慎重な勇者に叱責されるのを理解しているようだった。

「ご、ごめん……」

　聖哉は謝るアデネラ様に近寄ると、予想外に優しく語りかけた。

「いや、よくやってくれた。倒さねば、こちらがやられていた。礼を言う」

「せ、聖哉……！　す、好き……！　好きすぎる……！」

　途端、アデネラ様の目の下にあったクマが消え、少女マンガのように目をキラキラと輝かせた。

　アデネラ様が乙女モードになったので、また面倒くさいことになると踏んだ私は、

「と、とにかくイシスター様に、このことを報告しましょう!!　最初に遭遇した敵がいきなりチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を持ってるなんて、ただごとじゃないわ!!」

　そう声を張り上げた。セルセウスが無言でコクコクと頷うなずく。

　聖哉はそんなセルセウスをちらりと見ると、

「それはお前に頼んでもいいだろうか？　俺にはやるべきことがある」

　──ああ……きっと狼男の死体をヘルズ・ファイア地獄の業火で確実に燃やし尽くすのね……。

　いつもの後片付けの儀式が始まるのだと思った。しかし、聖哉は私の腕を取ると、ぐいと引いてきた。

　えええっ!?　な、何!?　ま、まさか私のこと、怒ってるんじゃ!?　いや、そうに違いない!!　だって私が門なんか出したから、あの狼男が出てきちゃって、こんなことになった訳だし!!　や、ヤバい!!　せっかく芽生えた二人の愛情に亀裂があっ!!

　だがそれもまた杞憂だった。聖哉は私に対しても怒ることはなかった。ただ、強く腕を引いて、私を急かしてくる。

「さぁ、こうしてはおれん。イクスフォリアに出発だ」

「ええっ!?　後片付けは!?　それに修行も、まだ途中だったんじゃ!?」

「もう充分だ」

「ちょ、ちょっと、聖哉!?」

　私を引きずるようにして、聖哉はイクスフォリアへ通じる門へと向かう。

　セルセウスもアデネラ様も聖哉の性急な行動に目を丸くしていた。

　──で、でも慎重な聖哉がそう言うなら……それに、レベルだって５０を超えてるし、問題はない……のよね？

　門の扉に手を掛け、聖哉は言う。

「とにかく行くぞ。女神様」

「め、女神様!?　それって私のこと!?」

「すぐに世界を救わねば。こうしている間にも貴い人命が失われているのだ」

　らしからぬ台詞に違和感を感じつつ、門を潜る勇者の横顔を眺めた。

「せ、聖哉!?　ホントに大丈夫なんだよね!?　レディ・パーフェクトリーなんだよね!?」

「ああ。無論……」

　勇者は私の方を見ず、ただ前のみを見据え、こう呟く。




「ガナビー・オーケー何とかなる」








第三章　向こう見ず






　門を抜けると、そこは薄暗い室内だった。木の板を張り合わせただけの壁と床、ガラスのない小窓がある。四、五人はくつろげる広さだが、床には所々、穴が開いており、テーブルや椅子など置かれてある家具もボロボロ。捨て去られた廃屋といった様相だ。

　本来なら、もっとよく観察したいところだが、その前にどうしても気になることがあった。

　私はＴシャツとジーンズ姿のままの勇者に尋ねる。

「ねえ、聖哉！　さっき私のこと、『女神様』って呼んだわよね？　それに『レディ・パーフェクトリー』じゃなく、『ガナビー・オーケー』って言ったよね？」

　それは過去の聖哉の口癖だった。心の中で不安が徐々に渦巻いていく。

「まさかとは思うけど……私のこと、覚えてるよね？」

「アンタは俺の担当の女神様。そして俺はこの世界イクスフォリアを救う為に召喚された勇者──そうだろう？」

「そ、そうだけど……名前！　私の名前は？　言える？」

「確か……『味み噌そタルト』だったな？」

「!?　リスタルテだよ!!　何だ、味噌タルトって!!　それじゃあゲアブランデのことは!?」

「ゲアブランデ？　それは全く聞いたことがない」

　も、目的は忘れていない！　私のことも女神と認識している！　だけど……これは……！

　本人に聞いても分かりそうにないので、私は能力透視を発動。聖哉のステータスを見る。





竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉や

Ｌｖ：51

ＨＰ：９０８５４／１４５６８３……






　──体力がずいぶん減ってる！　やっぱり狼男の攻撃が効いてたんだ！

　しかし、私が目を見張ったのは体力の下にあった見慣れない文章だった。





　《状態：大混乱》






　だ、だ、だ、『大混乱』!?　そうか!!　だから記憶喪失に加えて、意識が混濁してるんだ!!

　決定的だったのは、ステータス最後の『性格』だった。今まで『ありえないくらい慎重』と記されていた例の箇所は、





　性格：とっても向こう見ず






　……に変化していた。

　くらりと目眩めまいがした。無論、思い当たるのは狼男の捨て台詞。奴は『爪痕を残した』と言っていた。つまりあれはこういうことだったのだ。勇者を状態異常に持ち込み、その戦力を削いだ──っていうか、こんな状態異常、初めて見たけど!?　もし治癒の力を使えたとしても治せるかどうかわからない!!　ああ、もう一体どうしたら!?　せっかくイシスター様が記憶をそのままにしてくれて、聖哉とラブラブ状態だったのに……!!

　不意に聖哉の愛情度が気になって、私は恋の鑑定スキルも発動してみる。





　☆リスタのドキドキ恋鑑定☆

　◎彼とアナタの愛情度は？　『40点』

　◎彼にとってアナタは？　『可もなく不可もなし』

　◎一言アドバイス！　『うーん。今はアナタのことは眼中にないみたい。記憶が戻ればいいのだけれど……』






「!?　愛情度が暴落してる!!　そして、可もなく不可もないっ!!」

　叫ぶと聖哉が訝いぶかしげに私を見た。

「おい。アンタは何を言っている？」

「い、いえ……こっちの話よ。気にしなくて大丈夫……」

　そ、そう、そう！　大丈夫、大丈夫！　こんなの混乱が治まれば元に戻るって！　何てことないわ！　とにかくこうなったら一いつ旦たん、退却よ！　神界に戻ってイシスター様に回復方法を聞くことにしましょう！

　私は聖哉の手を握る。

「聖哉!!　一度、統一神界に戻るわよ!!」

「何故だ？　今、来たばかりだろう」

「いいから、ホラ!!」

「意味が分からん」

　来た時とは反対に、私は渋る聖哉の手をグイグイと引く。そして神界への門を再度開き、足を踏み入れた、その刹せつ那な、

『ガンッ!!』

　おでこに強烈な衝撃!!

「痛ったあああああいっ!?」

　頭を押さえて叫んだ私の目前にはコンクリートで出来たような白い壁があった。

「な、何よ、コレ!?　どうして門の中に壁があるの!?」

　何かの間違いだろうと、もう一度、門を消した後、出現させるも、やはりそこには壁があった。

「これじゃあ帰れないじゃない!!　来られたのに戻れないなんて、そんなバカなことってある!?」

　意味不明な状態！　だ、だけど、こんな時こそ鑑定スキルよ！

　白い壁を凝視すると、視界に文面が現れる。

『次元を妨げる壁──邪悪なる者の魔力が発動しているわ。魔力を発している術者を倒すか、これを発生させている魔導具を破壊しない限り、壁は消えないようね』

　カスタマイズしたので、口語口調で鑑定スキルは私にそう語りかけていた。事実を知って、私は凍りついてしまう。

「と、統一神界に戻れないの!?　ってことは、こんな状態でイクスフォリア攻略を進めなきゃならないの!?」

　魂が抜けたように立ち尽くす私とは裏腹に、聖せい哉やは窓際で元気に手招きしていた。

「おい、女神様。こっちに来て、アレを見てみろ」

　愕がく然ぜんとしつつも、言われるままに軋きしむ床を惰性的に歩き、ぽっかり開いた窓の外を見た。

　視界に入ったのは紫色の空、倒壊した建物。鼻び腔こうをつくのは淀よどんだ空気。ガルバノは冒険の始まりの町とは思えぬ荒廃した状態だった。そして──私は大きく息を吞のむ。やや離れた場所で、町を闊かつ歩ぽするのは二体の獣人！　一体は犬のような顔をしており、またもう片方は猫の顔をしている！　更に彼らの手に握られた鎖の先には、四つんばいで歩く裸の人間が！

「な、何なのよ、アレは……！」

　それは普通の世界とは逆の光景！　獣が鎖で人間を繫つなぎ、ペットのように引き連れている！

　とにもかくにも、此処ここに来て初めて出会ったイクスフォリアのモンスターである。私は二体の獣人に見つからないよう気を付けながら、能力透視を発動してみた。





　獣人（犬型）

　Ｌｖ：35

　ＨＰ：５６２７４　ＭＰ：０

　攻撃力：２８７５４　防御力：２７８９５……




　獣人（猫型）

　Ｌｖ：37

　ＨＰ：５８８８７　ＭＰ：０

　攻撃力：３０００８　防御力：２９５７４……






「──え！」

　う、噓でしょ!?　序盤から、こんな能力値を持つ敵が現れるなんて!?　あ……そっか!!　コイツらってゲアブランデの四天王クラスなのね!?　いきなりサブボス的な奴らを見つけちゃったんだわ!!

　しかし、

「よお。今日も小汚いペット、連れてんな」

「うるせえにゃ。テメーの家で飼ってる、みすぼらしいのよりはマシにゃ」

「つーか、お前らどっちも餌、ちゃんとやってんのかよ。ガリガリじゃねーか。死んじまうぜ」

　他にも鳥のような顔、猪のような顔、人語を解する獣人が続々と路上に集まってくる！　更に、この一団から離れた場所にもグループを作り、話している獣人達が！　そして、そのどれもがハイレベル！　ＨＰ五万前後、攻撃力三万以上が、わらわらと存在している!!

「違う……!!　この世界じゃ、ザコ敵でこのステータスなんだ……!!」

　しかも、その数！　気付かれないように辺りを窺うかがっただけでも、数十人！　きっと町全体では何百人もの獣人が住んでいるに違いない！

「な、何て恐ろしい世界なの……!!」

　体が震え出し、すがるように勇者に視線を向ける……が、そこに聖哉はいない。

「……は？」

　聖哉は小屋の扉に手を掛けていた。ビックリ仰天して私は叫ぶ。

「いやちょっとアンタ、何やってんのォ!?」

　平然と聖哉は私に言う。

「無論、戦いに行くのだ。人間が鎖で繫がれ、ペット扱いされるのを黙って見ていられるか。あの化物共、一網打尽にしてくれる」

「だってアンタ今、素手で普段着だよ!?」

「素手で普段着の何が悪い？」

「悪いよ!!　友達の家に遊びに行くんじゃないんだよ!?　難度ＳＳなんだよ!?　装備も無くて、あんなハイスペックな大群と戦える訳ないじゃんか!!」

　扉から引っぺがすようにして聖哉を部屋の中央に戻す。

「とにかく落ち着いて!!　今、アナタは重傷なの!!　混乱が収まるまでは、じっとしていて!!」

「俺は元気だ。混乱などしていない」

「私の名前も覚えてなかったじゃないの!!」

「もう覚えた。『お酢タルテさん』だろう？」

「リスタルテだよ!!　全然、覚えてねえじゃねーかよ!!」

　言葉を荒らげると同時に酷い頭痛がした。側頭部を押さえながら、首を横に振る。

「……いい、聖哉？　狼男にやられて、今、アナタは万全じゃないの。記憶障害に加え、十四万あった体力も九万まで落ちてるわ。治してあげたいけど、私の治癒能力は今回使えない。だから、ね？　此処でしばらく休息しましょう？」

「体力がこれだけあれば充分だと思うが……やれやれ。随分と慎重な女神様だな」

　ぐっ!?　な、何だか聖哉に言われるとムカつくわね!!　いつもだったら体力がほんのちょっとでも減れば、すぐに回復するくせに!!

　それでも、とりあえずは出て行くのを諦あきらめてくれたようだ。その後も聖哉は忙しない様子で窓から外を眺めていた。

「ね、ねえ。様子を窺うなら、もうちょっとコッソリ見て欲しいんだけど。あんまり身を乗り出すと見つかっちゃうかも知れないじゃない……」

　向こう見ずな勇者にハラハラしていると、やがて何かを見つけたようで聖哉は顔色を変える。

「む。新たな獣人が現れたぞ」

「ええっ？」

　私も窓に近付き、そろりと様子を窺う。

　聖哉の言う通り、先程、裸の人間をペットのように連れていた集団の前に、巨大な獣人が腕を組んで仁王立ちしていた。

　他の奴の二倍はあるだろう、でっぷりとした体たい軀く。醜悪な豚の顔。巨大なオークは無装備の獣人達と違い、鋼はがねの胸当てを身に付けていた。体が動く度、背中に斧おののような武器を背負っているのも窺える。

　明らかに他の獣人とは違う威容のオークが、犬顔、猫顔の獣人を睨ねめ付つける。

「何してんだあ、お前ら。奴隷を大切にせんかあ。可哀想に、見ろ。ガリガリに瘦やせ細ほそってるじゃあないかあ。餌、ちゃんとやってんのかあ？」

　オークの間延びした声に、犬、猫の獣人は顔を見合わせた後、頭を下げた。

「す、すみません、ブノゲオス様」

「どのくらいの頻度で餌やってんだあ？」

「お、俺のは一日、一食だけ……」

「私も夜に一回だけにゃ……」

「バカか、お前らはあ。餌は一日三回きっちりやるんだあ。それにたまには風ふ呂ろにも入れてやれえ。良い奴隷を作るのが魔王様に召し使われた我らの勤めなんだからなあ」

　見かけによらず、他の獣人よりも人間を気に掛けているようだ。周りの獣人達の敬うような態度から、モンスターとしての位は高そうだが、それでも、たかだかオーク。きっと他の獣人に毛が生えた程度の能力値だろう──そんな風に何気に能力透視を発動した私は言葉を失ってしまう。





獣魔ブノゲオス

Ｌｖ：67

ＨＰ：３３８５４７　ＭＰ：０

攻撃力：３０００１９　防御力：２５８３４４　素早さ：７７７７７　魔力：７９４　成長度：６７４

耐性：火・風・水・雷・氷・土・光・闇・毒・麻ま痺ひ・眠り・即死・状態異常

特殊スキル：邪神の加護（Ｌｖ：ＭＡＸ）　全属性魔法軽減（Ｌｖ：ＭＡＸ）


特技：ゴッド・チョッパー神裂戦斧

　　　バキューム・シュレッダ吸引嚙砕



性格：短気






　……こ、こ、こんなことって!!　聖哉が何とか勝った魔人化した戦帝と同程度のステータス!?　それに加えて『全属性魔法軽減』!?　これじゃあ魔法によるダメージも期待出来ない!!　あ、ありえないわ!!　この世界はゲアブランデの比じゃあない!!　何もかもが異常すぎる!!

　犬、猫獣人に連れられていた裸の人間は成年と思しき男女で、アバラが出て、薄汚れ、貧相極まりない体つきだった。二人共、よほど酷い待遇を受けていたのだろう。目の前に現れた優しい獣人に対し、女は涙を流し、そして男はすがりついた。

「ああ、ブノゲオス様！　ありがとうございます、ありがとうございます！」

　豚の獣人ブノゲオスの足に触れ、感謝を述べる裸の男。途端、ブノゲオスの顔が曇った。

「……触ったなあ」

「え？」

「……お前……触ったなあ」

　途端、ブノゲオスは牙きばを剝むいて、大声を出す！

「汚い人間があああああ!!　糞くその付いたような手で、このブノゲオス様の高貴なる体に触れたなああああああ!!」

「ひいっ！」と叫び、手を離すが、既にブノゲオスは背中にあった大斧を抜いて上段に構えている！　そして、禍まが々まがしい大斧より発しているのは漆黒のオーラ！

「あ、あれは、チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊!!　アイツも私と聖哉の魂を破壊する武器を持っているというの!?」

　おののく私！　そして窓の外では哀れに懇願する奴隷！

「お許しを！　お許しを！」

　だが激怒の為、顔を紅潮させたブノゲオスの耳には全く届いていない！　無慈悲に斧を振り落とすと、男の全身は鮮血を撒まき散ちらし、真っ二つに分離した！

　奴隷の女が、

「きゃああああああああああああ!!」

　大きく叫び、主人である猫顔の獣人の足下に隠れる。

　女の叫び声で正気に戻ったのか、ブノゲオスは、ばつの悪い顔をした。

「あーあ。また殺しちまったなあ。まぁ、いいや。他にも奴隷は腐る程いるんだからなあ」




　……今、私の隣では、窓の外で起こった恐るべき状況に体を震わせ、怒りを露わにしている者がいた。

「何て奴だ。絶対に許せん」

　聖哉である。普段、平淡な顔を怒りに歪ゆがめ、聖哉は扉に向かおうとしていた。

「せ、聖哉!?　落ち着いて!!　アナタらしくもない!!」

「人が目の前で殺された。これがじっとしていられるか」

「だからって!!　今、行っても無駄死によ!!　アイツのステータスはアナタを軽く上回っているのよ!?」

「大丈夫。いける」

「一体、何を根拠に!?　ステータスを見てよ!!　きっと得意の火炎魔法も、たいして効かないわ!!」

「ステータスは見た。その上で、いけると踏んだのだ」

「……えっ」

「女神様。奴のステータスを見て、何か気付いたことはないか？」

「気付いたこと？」

　聖せい哉やはいつものようにフンと鼻を鳴らす。

「いいか。注目すべきは奴の素早さだ」

「た、確かに攻撃力や防御力に比べれば、素早さが低い。そこに目を付けたのは悪くないわ。けど、それでもアナタの素早さは６５０００。奴には何もかも劣っているのよ？」

「違う。俺が言っているのは、そういうことではない」

　聖哉の目が鋭く尖とがった。私は静かに息を吞のむ。

　そ、そうよ！　聖哉はいつも私の考えの斜め上をいく戦略で強敵を倒してきた！　向こう見ずになったからといって、それは健在なのかも知れないわ！

「教えて、聖哉!!　一体どんな戦略があるの!?」

　聖哉は自信ありげに口を開く。

「奴の素早さは７７７７７。つまり７のゾロ目。そして、７は幸運を表す数字」

「……は？」

「これで分かったろう。……いける！」

「!?　いや何だ、そのくっだらねえ理由!?　そんなんで勝てたら誰も苦労しねえわ!!」

『ラッキーナンバーだから勝てるんだ！』──小学校低学年のような理由付けに私は呆あきれるを通り越して、泣きそうになった。それでも向こう見ず勇者は扉へと向かう。

「とにかくあの豚は許せん。行って倒してくる」

「無理だって!!　絶対、死んじゃうってば!!　いい!?　アイツは、私やアナタの魂をも破壊する武器を持っているの!!　通常、勇者は死んでも元いた世界に戻るだけ!!　でもアイツに殺されたら、もう元の世界に帰れないのよ!!　それでもいいの!?」

「それがどうした。死など全く恐れるものか。人は生まれた以上、必ず死ぬ。ならば俺は前を向いて死のう。よし、決めた。此処ここが俺の死に場所だ」

　──こ、これぞ蛮勇!!　無謀なる勇気!!　い、一体どうやって止めたらいいの!?

　ブノゲオスに奴隷を殺され、聖哉はヒートアップしていた。私が止めるのも聞かず、扉に向かおうとする。

「やめてってばあああああああ!!」

　どうにか腰にすがりつくが、全く止まらない。

　ああああああああ!?　何よコレ、もう最悪すぎる!!　今となっては、あのありえないくらいの慎重さが懐かしいわ!!

「もうホント、やめてえええええ!!　お願いだよおおおおおおおお!!」

　にっちもさっちもいかない切羽詰まった状態で叫ぶと、目から涙が零れた。聖哉はそんな私を見て、少し心配そうな顔をした。

「どうした、女神様？　何故、泣いている？」

「だ、だって……ぐすっ……聖哉が全然言うこと……ひっく……聞いてくれないから……！」

　すると聖哉は頭を搔かいた。

「すまない。困らせてしまったな。少し慌てすぎたようだ」

　え……？　せ、聖哉が……謝った？

　そして聖哉は冷静に戻った表情で、床に腰を下ろした。

　そ、そっか。向こう見ず聖哉は慎重聖哉と違って、デフォルト状態でも優しいところがあるんだ……。

　涙を手で拭ぬぐっていると、聖哉は私に頭を下げた。

「悪かった。ここはアンタの言う通りにしよう」

「ん。分かってくれたなら、いいの。ありがとう……」

「許してくれ。トトカルチョさん」

「!?　だからさっきからリスタルテだって言ってんだろ!!　アンタそれ、わざと言ってんの!?　ねえっ!?」

　泣いたり怒ったりして情緒が乱れた、まさにその時。『ガタガタガタ！』と、急に床から音が聞こえて、私は大きく体を震わせる！

「な、な、な、何事!?」

　見ると、部屋隅の床が押し上げられ、薄汚れたボロをまとった何者かが這はい出してくる！

「て、敵!?」

　聖哉が身構え、私はその背後に隠れる。しかし、ボロをまとった者は私達を見て、頭に被っていたフードを取った。そこには白髪の老人の顔があった。

「早く。こちらです」

　そして老人は今出てきたばかりの床下を指さした。

「この中には恐ろしい獣人はいません。さぁ……早く」

　急かす老人。だが私は躊ちゆう躇ちよする。いきなり部屋の床から這い出して来た人物を、簡単に信用出来る筈はずがない。

　しかし聖哉はツカツカと部屋隅へと向かう。

「何と良い人だろう。すぐ行こう」

「ちょ、ちょっと聖哉!?」

　私は聖哉に耳打ちする。

「いくら何でも怪しくない!?　あの人、床の下から出て来たんだよ!?　少しは疑ったら!?」

「床の下から這い出そうが、天井から飛び出そうが関係あるまい。人が人を信じなくてどうする？」

「いや、でも此処は難度ＳＳ世界だし、」

「大丈夫だ。見ろ、あの老人を。とても澄んだ目をしている」

　言われて、まじまじと老人を眺めれば、確かに邪悪な気配は全く感じない。いやむしろこれは……。

　躊躇う私に、老人はボロの胸元から十字架のペンダントを出した。

「心配ご無用。私はルーク。ガルバノの神父です。いや、神父だった、と言った方がよいでしょうな。町は今やご覧の有様ですから」

　そして神父は少し、口元を緩めた。

「数日前、微かな天啓を感じたのです。この荒廃した世界を救う者が現れるという、神のお言葉を……。そして事実、アナタ達は私達の地下住処へと通ずるこの廃屋に現れた……」

　こ、この廃屋の地下に秘密の場所が!?　そんな都合良く……って、そうか！　イシスター様がこの廃屋に辿たどり着つくように既に門を調整してくれてたんだ！　そしてこの神父に啓示を与えていたんだわ！

　ルーク神父は、にこりと微笑み、手招きする。

「さぁ行きましょう。獣人の手を逃れた我らの地下集落──『希望の灯火リトルライト』へ」








第四章　希望の灯火






　ルーク神父に続いて床の下に入ると、土を固めて作られたような階段があった。地下へ向かい、数歩進むと上の方で音がして、開いていた床が自動的に閉まっていく。更に、私達が歩いた後の階段が消えていく。

「これは、ひょっとして……魔法？」

「はい。アイヒ様の土魔法です。地下への出入口はこの廃屋以外にも町中に数カ所あるのですが、仮に入口を見つけられたとしても、このように獣人達が入って来られない仕組みになっております」

　そのアイヒという魔法使いは土魔法を応用し、地下深くに人間達の住む集落を作っているのだろう。土魔法は高度に熟達すれば広大な地下空間を作り出すことも出来る魔法である。しかしそれには万に一人というような類い希なる才能が必要だ。

　口に出さずとも私の顔を見て察したのだろう。ルーク神父が笑った。

「アイヒ様は伝説の魔法使いコルト様の妹ですから」

　コルト──確か以前のイクスフォリア攻略の際、聖哉と一緒に魔王討伐に加わっていた魔術師だ。そして彼もまた前世の私と共に、魔王の餌食となった……。

　階段の横の壁は一定の間隔をおいて、光が灯っていた。ランプやたいまつとは違い、土の中に埋め込まれた石が発光しているようだ。光を発する魔力を込めた『魔光石』なのだろうと私は推測した。

　長い階段を下りながら、聖哉が神父に尋ねる。

「しかし、どうしてこうまでして地下に籠こもる？　その土魔法とやらを上手く使えば、町から出ることも出来るのではないか？」

「いいえ。私達はガルバノから出ることは出来ません。『呪縛の玉』──この魔導具をブノゲオスが持っている限り、町の外に出た人間は灰になってしまうのです。もっとも、この町から出られたところでイクスフォリアには人間が安心して暮らせる場所などありませんが……」

「あっ!!　ひょっとして私達が統一神界へ戻れないのも、その魔導具のせいなんじゃ!?」

　神界への門内部に現れた壁の話をすると、ルーク神父は、「おそらく」と頷うなずいた。

「呪縛の玉を持つ獣魔ブノゲオスは、魔王が世界を我がものにし、邪神の恩恵を得た後で新たに生み出された怪物で、私達が住むこのラドラル大陸を支配する獣じゆう皇こうグランドレオンの配下なのです」

　神父が言った言葉に私は喫きつ驚きようする。

「ちょ、ちょっと待って！　ブノゲオスってのが、この大陸のボスなんじゃないの？」

「ブノゲオスはこの町を治めているだけ。大陸を支配しているのはグランドレオン。ブノゲオスを軽く凌しのぐと言われる怪物です」

　ブノゲオスのステータスですら、ゲアブランデの四天王を上回る、とんでもない能力値!!　なのに更にその上がいるっていうの!?

　私の気も知らず、聖哉が拳こぶしでドンと胸を叩たたく。

「うむ。相手にとって不足はない」

「おお！　流石は選ばれし勇者殿！　なんと頼もしい！」

　神父は嬉うれしそうだが……いや、あの、ごめんなさい。この勇者、口だけなんです。今のままじゃ、ブノゲオスにも余裕で負けます、はい、間違いなく……。

「……さぁ、着きましたぞ」

　ようやく長い地下階段が終わった。目の前には大きな観音開きの扉が見える。

　秘密の合図のようなものだろうか、神父が金具の取手を五回、不規則なリズムで打ち付けると扉は音を立てて開かれた。

「うわあ……！」

　扉の中を見た私は感嘆の声を漏らす。

　そこは地下とは思えぬ広大さ。高い天井に備え付けられた無数の魔光石に照らされて、民家が軒を連ねている。遠くには青々とした作物の育つ畑も見える。

　聖哉も感心し、頷いていた。

「ほう。すごいな。地下にもう一つ町があるようだ」

「畑を作り、慎ましいながらも自給自足して生活しております。魔光石の光しかないので、あまり健康な作物は育ちませんが……」

　神父が私達を連れてやって来ることを、前もって聞いていたのだろう。目の前には老若男女、数十人が横一列に並んでいた。

　私は住人達に笑顔で手を振ってみるが、反応はない。

「あ、あれっ？」

　ゲアブランデでは民衆は女神と勇者に対し、尊敬の念を持っていた。しかし、此処にいる者達は皆、睨にらみ付けるような眼差しを私達に向けている。

　少し居心地の悪さを感じた時、群衆の中から鋼の鎧よろいをまとった若者が私達に向かって歩いてきた。短髪で鋭い目の男だった。

「こちらが私達の集落『希望の灯火リトルライト』のリーダー、ブラット様で、」

　神父が紹介しているのに、ブラットは立ち止まらず、聖せい哉やの前までズカズカと歩み寄ると、いきなり胸ぐらを摑つかんだ。ドスの効いた声を出す。

「その顔……やはり間違いねえ!!　テメー、まだ生きてやがったのか!!」

「な、何なのよ、いきなりアンタは!?」

　私だけでなく、ルーク神父も慌てて叫ぶ。

「一体どうしたのです、ブラット様!?」

　ブラットは聖哉を睨み付けたまま、神父に対し、声を荒らげた。

「神父!!　アンタ、知らねえのか!?　コイツは一年前、魔王討伐に失敗した勇者だ!!」

「な……!?」

　絶句するルーク神父。ブラットは憎々しげに話し続ける。

「コルト様もターマイン王国のティアナ姫も魔王に殺されたと聞く！　だがコイツだけは逃げ出して、何処かに隠れていた!!　そして今更、のこのこ現れたって訳だ!!」

　そう……私はティアナ姫から生まれ変わって女神になり、時の流れの遅い神界で百年を過ごした。だから水晶玉で見たティアナ姫とは外見が全く違う。でも聖哉にとっては、たった一年前の出来事。顔や容姿は殆ほとんど変わっていない。つまり以前、聖哉に会った人からしてみれば、一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだ。

　ブラットは聖哉を激しく突き飛ばす。

「聖哉!?」

　倒された聖哉に駆け寄るが、背後で様子を窺うかがっていた民衆が口々に声を荒らげ始めた。

「ほ、本当だ！　俺も一年前に見たことがあるぞ！　そいつは前勇者だ！」

「そうよ！　『俺に任せろ』などと大きな口を叩いていたわ！　だけど結局、魔王に破れ、イクスフォリアは滅ぼされた！」

「お前のせいだ！　お前のせいで俺の家族は皆、死んだんだ！」

　集落にいた、ほぼ全ての民が聖哉に対し、罵ば詈り雑ぞう言ごんをぶつけ始めた。ふと気付けば私達は棍こん棒ぼうや農具を持った民衆に囲まれている。

　──こ、こんな!?　異常なステータスの魔物だけでなく、イクスフォリアに住む人間も私達に敵意を持っているの!?　こ、これが難度ＳＳ!!　どうするの、聖哉!?

　しかし聖哉は落ち着き払った様子で私を振り返る。

「おい、女神様。此処ここにいる人達の言っていることは事実なのか？　俺はかつて、この世界に来たことがあるのか？」

　隠したところで仕方がない。私は真実を告げる。

「ええ……アナタがイクスフォリアに来たのは二度目。そして前回のアナタはこの世界を救うことに失敗したの……」

「そうか……」

　途端、聖哉は地面にひれ伏した。

　──ええええええええっ!?

　それは私にとって思いもよらない光景！　傍若無人な聖哉が何と、民衆に土下座をしている！　さらには苦渋に満ちた声を出す！

「すまなかった。許してくれ」

　い、イヤだ！　何だか、すごくイヤだよ！　聖哉が土下座なんて!!　やってることは立派かも知れない……けど……だけど……こんな聖哉見たくない!!

　突然の謝罪に聖哉を囲っていた人々は一瞬、沈黙したが、やがて一人の男がわなわなと震え出した。

「ふ、ふざけんな!!　頭一つ下げて済む問題じゃあねえんだよ!!」

「コルト様やティアナ姫はお前に殺されたようなもんだ!!」

「そうだ、そうだ!!」

　誰かが聖哉に石を投げた。石はかわそうともしない聖哉の頭に当たる。それを皮切りに、希望の灯火の人々は聖哉に殴りかかった。

「ちょ、ちょっと!?　やめて!!　やめてよ!!」

「うるせえ!!」

　私は暴挙を止めようとしたが、誰かに押されて地面に倒れる。

「やめてったら!!　聖哉に酷いことしないで!!」

　叫ぶが暴力は止まらない。年配の女達がオロオロする私に冷ややかな目を向けていた。

「ふん。何が女神よ。私達人間とたいして変わらないじゃない」

「前回いた赤毛の女神もクズだったわ。何でも魔王に食べられたとか。情けないったら、ありゃあしない」

「アリアのこと悪く言わないでよっ!!」

　睨むと、更に凄すごい形相で睨み返される。

「アンタらが、だらしないせいで、この世界は滅んだんじゃないのさ……！」

　そして彼女達は私にじりじりと迫った。

　──う、うわっ!!　私も殴られるの!?

　怖じ気づく私の前に、どうにか身を起こした聖哉が立ちふさがった。

「やめてくれ。悪いのは俺だ」

「せ、聖哉……!!」

「ゲシュタルト崩壊さんは悪くない」

　!!　いや誰だ、それ!?　もうリスタルテが見えないくらいの距離まで遠ざかってっけど!?　ゲシュタルト崩壊してるのはお前だよ!!

　しかし、そんなことより、私をかばったことが更に民衆の怒りを買ったらしく、聖哉はまたも殴打され始めた。聖哉のレベルは５０。防御力が高いのでそこまでのダメージはない筈はず……それでも私は居たたまれない。

　──何で!?　どうして世界を救いに来たのに、こんな目に遭わなきゃならないの!?

　涙が出そうになった、その時。

「やめてください」

　高く、凜りんとした声が響き、民衆の手がピタリと止まる。

　皆の視線の先には、年端もいかない少女が佇たたずんでいた。他の人々同様、貧しい身なりだが細い腕には装飾品が付けられている。

「アイヒ様……！」

　誰かがぼそりとそう呟つぶやく。

「皆さん。やめてください。コルト兄様はそんなことを望んではおりません」

　土魔法でこの集落を作ったという魔法使いアイヒは、私の想像よりも遥はるかに若かった。見た感じ、六、七歳だろうか。エルルよりも更に小さな女の子の声ひとつで、集落で起きた暴動は治まっていく。

「あ、ありがとう……」

　私はアイヒに礼を言うが、少女の目もまた冷ややかだった。

「女神様に勇者様。来てくださったことに感謝は致します。ですが期待はしておりません。魔王アルテマイオスを倒せる者など、いる筈がないのですから」

　──魔王……アルテマイオス……！

　イクスフォリアの魔王の名を聞いた時、何とも言えない嫌な感覚が全身を駆け抜けた。前世、魔王に殺された私の魂が反応したのかも知れない。

「もはやこの世界を救うことなど、不可能なのです」

　暴動を治めるとアイヒは踵きびすを返し、私達の元を去った。民衆も唾つばを吐いたり、舌打ちしたりしつつ、立ち去っていく。

　残されたのはボロボロの聖哉と私、そしてルーク神父とブラットだった。

　ブラットが私を睨んでいる。

「おい、女神。名前は確か……『ゲシュタルト崩壊』と言ったな？」

「いえ、リスタルテです……」

「何でもいい。アンタは本当に魔王を倒し、この世界を救うつもりなのか？」

「そのつもり……ですけど……」

「ならアンタは何が出来る？」

「治癒」と言いたいところだが、その力は今は封印されている。

「……鑑定なら」

　するとブラットは呆あきれ顔がおを見せた。

「そんなの俺でも出来るぜ。他には何も出来ねえのか？」

「つ、翼があるわ。空を飛べるの」

　リスタ・ウイングならイシスター様に許可を頂ければ発現出来る……！

「オーダー神界特別措置法施行!!」

　私は声を張り上げたが、何も起こらない。

　……はい。やっぱりダメでした。イシスター様とも音信不通でした。帰れないくらいだから最初からダメだと思ってました。

「全く使えねえじゃねえかよ」

　ブラットの視線が突き刺さり、私は語調を強めた。

「し、死なない！　女神は死なないわ！」

「不死身だと？　本当か？」

　ブラットは私にではなく、隣のルーク神父に尋ねる。神父はこくりと頷うなずいた。

「伝承では女神は死なないと言われております。このお方の言われることは本当でしょう」

　へんっ！　どうよ？　ちょっとは見直した？　あっ……で、でも、よく考えたら、敵がチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を持っていたら殺されちゃうし……それにイクスフォリアじゃあ狼男もブノゲオスも、持っている訳だし……

　私は正直に言っておくことにした。

「やっぱり、たまに死にます」

「!!　たまに死ぬってどういうこと!?　それじゃ不死身じゃないだろ!?」

　ブラットは叫んだが、やがて溜ため息いきの後、頭をボリボリと搔かく。

「たまに死ぬ女神に、前回失敗した勇者か。こりゃあ、お笑いぐさだ。天はやはりイクスフォリアを救う気などないらしい」

　そしてブラットは私達に冷たい視線を向けてくる。

「だが、来た以上はそれなりの役には立って貰もらうぜ。仮にも魔王を倒そうっていうんだ。部下のブノゲオスくらいは倒せるよな？」

「そ、それは……」

　ゲアブランデで魔人と化した戦帝を倒した時の聖哉のレベルはＭＡＸだった。同程度のステータスを誇るブノゲオスを倒すには、現状のレベル５０では絶対に不可能。だが、

「わかった。倒してくる」

　今まで黙って話を聞いていたのだろう。痛めつけられた体を起こし、聖哉はハッキリとそう言った。

「ブノゲオスは町の外れに人間を売り買い出来る市場を作り、そこで奴隷を育てている。ブノゲオスを倒し、そいつらを解放してこい」

　本当にブノゲオスと戦うかどうかは別として、とにかく、この場所からは早めに出た方がよさそうだ。だが、地上は地上でステータス値の高い敵の巣そう窟くつである。

「せめて準備くらいさせてよ！」

　私はブラットに訴えた。希望の灯火を出るにしても、武器や防具は身に付けておきたい。

　ブラットは鼻を鳴らすと、ルーク神父の肩を叩たたき、そのまま何処かへ歩き去った。残されたルーク神父は優しい顔付きで、少し離れたところでゴザの上に座っている男を指さす。

「あそこが道具屋です」

　ゲアブランデの時のように、前もってイシスター様はイクスフォリアの通貨を私に渡してくれていた。私は懐からお金の入った小袋を取り出して、道具屋に向かう……が、ゴザの上に並べられている道具は、光を発する魔光石や農具が大半。他には日常生活に必要なものしか陳列されていない。聖せい哉やの混乱を治せるようなアイテムを期待したが、薬草や毒消し草すらない有様だった。

　とりあえずゴザの上にあった麻の服を購入し、Ｔシャツとジーンズ姿の聖哉を着替えさせる。これ以上、人目につくのを避ける為だ。

「ねえ、ルーク神父。道具屋の他に、武器屋や防具屋はないの？」

「残念ながらありません。此処では充分な物資が手に入らないのです」

　アリアの言った通りだった。征服されたイクスフォリアではまともな装備が揃そろいそうにない。

　肩を落とす私の横で、しゃがれた声がした。

「おい、アンタ。職は変えないのかい？　変えたければ、俺が変えてやるぜ？」

　前歯のほとんどない老年の男性だった。ルーク神父が紹介してくれる。

「こちらはエンゾ。希望の灯火の『洗礼者』です。洗礼者に頼めば、今の職から転職することが出来ます」

　聖哉が腑ふに落おちない顔をしていた。

「俺の職業は勇者ではないのか？」

　エンゾが首を横に振る。

「この世界じゃあ勇者という職業はねえよ。……どれどれ。えぇと、アンタの職は『魔法戦士』。それも『火炎系の魔法戦士』だな」

　ゲアブランデの時の聖哉は色々な系統の魔法を覚えていたが、やはりベースとなるのは炎の魔法らしい。今回もフェニックス・ドライブ鳳凰炎舞斬やフェニックス・スラスト鳳凰貫通撃など前回同様、強力な火炎系魔法剣を既に習得している。

　エンゾがにやりと笑った。

「魔法使いと戦士、二つの職が合わさった上級職──『魔法戦士』か。流石、勇者ってだけはある。だが、もし仮に魔法戦士をやめれば、代わりに違うタイプの職を二つ選べるが……どうするね？」

　私としては他にどんな職があるのか尋ねたかったが、

「いや、職はこのままで構わない」

　聖哉は即答する。慎重な時の聖哉なら事細かく聞いて、吟味したかも知れないが……まぁ私としても現況、職を変えないことに賛成である。魔法戦士は上級職。それに代わる職などそうそうある筈もないし、それに急に職を変えれば、慣れるのに時間が掛かるかも知れない。今の私達にそんな余裕はない。

「よし。それでは出発しよう」

　逸る気持ちの聖哉は、希望の灯火の出口まで我先にと歩く。扉に近付いた時、ルーク神父が何か思い出したように「少し、お待ちを」と言って、小走りした。その後しばらくして、鞘さやを抱えて戻って来る。

「この剣をお持ちください。サビていますが、無いよりはマシでしょう」

「あ、ありがとうございます！」

　私は礼を言って、神父に手を振った。

　ふと、隣を見ると、聖哉が顔を輝かせ、サビた剣を大きく掲げている。

「うむ。これで１００％勝てる」

「いやそんな『エクスカリバー、手に入れた！』みたいな自信持たないでよ。その剣、サビてるよ？」

「ガナビー・オーケー何とかなる」

「それじゃなくて、レディ・パーフェクトリーが聞きたいんだけど……」

「何だ、それは？」

「ハァ……」

　押おし潰つぶされそうな巨大な不安を背負いつつ、私は希望の灯火を後にしたのだった。








第五章　力の差






　長い階段を上りきると木の板が頭上に見えた。それを手で押し上げて、私と聖哉は地下より這はい出る。

　床から出て見渡せば、汚れた壁、おんぼろの家具……またしても人ひと気けのない廃屋だった。だが、ルーク神父に希望の灯火に案内される前にいた屋内とは感じが違う。

　おそるおそる窓に近寄り、辺りを窺うかがう。外の景色も前回とは異なっていた。同じような長さの階段を上ったのだが、アイヒの土魔法で違う廃屋に繫つながったらしい。

　遠くの方で獣人達が集まり、何やらガヤガヤと騒いでいた。更にその先に目を凝らすと、首輪や手錠を掛けられた人間が一列に並べられている。どうやらブラットが言っていた奴隷市場の近くのようだ。

「ねぇ、聖哉。ブラットに言われたことを真に受ける必要はないわよ。今のアナタのレベルじゃ絶対ブノゲオスには勝てない。一番いいのは、どうにかして市場にいる奴隷達を解放することね。そうすれば希望の灯火の人達も私達を見直してくれる筈よ。だからとりあえず、」

　窓の外の様子を窺いながら、聖哉に話しかけていた私は、とんでもないものを発見した。

　……サビた剣を持った聖哉が、悠々と外を歩いているではないか！

「はああああああああああああああ!?」

　大声で叫び、すぐさま廃屋を出て後を追う。

「オィィィィィィィ!?　お前、一体何考えてんだあああああああ!?」

　とっつかまえて、肩をグイグイ揺さぶるが聖哉はきょとんとした表情だった。

「ブノゲオスを倒しに行くのだろう？　外に出なくてどうする？」

「だから倒すんじゃなくて、奴隷達を解放……って、え……」

　大通りで騒ぐ私と聖哉を、十数名の獣人達が訝いぶかしげに見詰めていた。

「おい……この人間共、首輪が付いてねえぞ？」

「もしかして、はぐれの人間か？」

　うわああああああああああ!!　もうダメだあああああああああ!!

　心臓がバクバクと音を立てる。だが聖哉は全く取り乱していない。

「どうせ戦うことになるのだ。手間が省けてよかったではないか」

　そしてサビた剣を肩にのせ、獣人達に向かい歩き出す。

「うっ……？　な、何だ、この人間は……！」

　物怖じしない態度の聖哉に不気味なものを感じたのか、獣人達は襲いかかってこなかった。神が海を真っ二つに切り開く伝承のように、獣人達が勇者に道を譲る。私はその後を、そそくさと付いていく。

　──あ、あれっ？　ひょっとして、このままあっさり奴隷解放できちゃったり……？

　だが、数メートル先にいた狐顔の獣人が気付いたように叫ぶ。

「おいおい!!　お前ら、ボサッとしてんじゃねえよ!!　誰かコイツを止めろ!!」

「お、おう!!」

　狐男の一喝で、近くにいた獣人が私達を囲む。

　──そ、そりゃそうよね……そんな上手くいく筈はずないわ……。

　目の前でゴツゴツとした皮膚を持つサイのような獣人が舌なめずりをしている。

「コイツら、誰にも管理されてないってことは……」

　狐の獣人が相づちを打つ。

「そうさ。殺しちまっても食っちまっても、お咎とがめはねえってこったよ……」

　物騒な会話を聞きつつ、私は覚悟を決める。

　も、もう戦うしかないわ……！

　そして能力透視を発動！　サイ、狐など私達を取り囲む五体の獣人のステータス値を見る！　個々の攻撃力はやはり三万以上！　強敵揃ぞろいだ！

　だが、獣人達はまだ私達の出で方かたを窺っているようだった。その隙を突いて、私は自慢の髪の毛をむんずと摑つかむと、思い切って引き抜く。痛いがそんなことを言っている暇はない。

「聖哉、ホラ！　これあげる！　使い方、分かるよね？」

「無論だ」

　聖哉は頷くと、私の金髪を自分の前髪に付けた。艶つやのある黒髪に金髪が映えて、なかなか良い感じのメッシュとなったが……私は叫ぶ。

「違うわあああああ!!　何でエクステ付け毛した!?　合成だよ!!」

「む？　合成？」

「特殊スキルにあるでしょ!!　その剣はサビてるけど、元は鋼の剣!!　私の髪の毛と鋼の剣でプラチナソードが出来る筈よ!!」

　言いながら無理矢理、聖哉の手を取り、剣と毛を合わせる……すると、眩まばゆい光が発生し、サビていた剣は瞬く間に神々しく輝くプラチナソードとなった。聖哉の顔もプラチナソード同様にパァァァと明るくなる。

「何と素晴らしい剣だ……！　これさえあれば魔王にも勝てる……！」

　いや、勝てないと思う。というか、この窮地すら乗り越えられるかどうか疑わしい。

　そんな中、遂に狐男が痺しびれを切らせて大声で叫ぶ。

「いくぜ!!　俺が一番乗りだ!!」

　突然、飛びかかってきた狐の獣人に、

「ひいっ!?」

　私は身を屈めたが、そんな私の前に聖哉が躍り出る。瞬間、『ごきり、ごきり』……プラチナソードを握る手から、関節を外すような音がする。

「エターナル・ソード連撃剣……！」

　刹せつ那な、宙に描かれた幾つものプラチナソードの残像が狐男を迎撃する！　残像が消えた時、狐男の体はバラバラに分離！　血液をブチ撒まけ、十数個の肉片と化して、地に落ちた！

「こ、こ、この野郎!!」

　仲間をやられ、一斉に飛びかかる四体の獣人！　流石にこの数は連撃剣では仕留められない！

　だが、

「マキシマム・インフェルノ爆殺紅蓮獄……！」

　剣を握っていないもう片方の腕が、既に業火に包まれている！　獣人達が聖せい哉やに到達するより早く、腕より派生して鎖のように広がった業火が獣人達を紅蓮の炎で包んだ！

「ぎゃあああああああ!!」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの叫びと共に、火だるまとなった獣人達は、マキシマム・インフェルノ爆殺紅蓮獄の超高熱で、あっと言う間に黒こげとなり、その場にくずおれた。

　聖哉は、未だ燃え盛る手を前方に掲げる。

「……消し炭になりたくなければ、道を開け」

　聖哉の言葉に、周りで様子を見守っていた獣人達が恐れおののき後ずさる。そして聖哉はそのままツカツカと前方に向かう。

　──よ、四体もの獣人を一瞬で!?　ゲアブランデの時は、後片付けや目め眩くらましにばかり使ってたから気付かなかったけど……マキシマム・インフェルノ爆殺紅蓮獄って、こんな凄すごい上位火炎魔法だったんだ!!

　だが、感嘆しつつも私は気付く。体を煤すすだらけにしつつも、硬い皮膚でどうにか業火を耐えたサイの獣人が、聖哉の背後から襲いかかろうとしている！

「聖哉、後ろ!!　ソイツ、まだ生きてるわ!!」

　叫ぶが、聖哉は振り向きもしない！　それでいて、炎に包まれたプラチナソードは聖哉の脇を通り抜け、既にサイの獣人の眉み間けんを貫いている！

「フェニックス・スラスト鳳凰貫通撃……！」

　呟つぶやくと同時に、崩れ落ちたサイの獣人を目の当たりにして、

「な、何だ、この人間は!?」

「ムチャクチャ強ぇぞ!!」

　辺りの獣人達は完全に戦意を喪失したようだった。私もゴクリと生なま唾つばを飲む。

　──性格は向こう見ずになった……だけど、類い希なる戦闘センスは健在！　慎重でも向こう見ずでも、竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉やは逸材に違いないんだわ！

　高ぶる私の眼前、開けた視界の先には、鎖に繫がれた奴隷達が十数人！

「聖哉！　とにかくあそこにいる奴隷達を解放しましょ！　そして一いつ旦たん、希望の灯火へ戻るのよ！」

　聖哉と共に私は奴隷達に駆け寄り、

「もう大丈夫よ！」

　聖哉が辺りに睨にらみを利かせてくれている間に、怯おびえる奴隷達の手て枷かせ、足あし枷かせを解いた。

　しかし、最後の一人の枷かせを解いた、その時。急に辺りがざわざわと騒がしくなった。

「うおおおおい。これは一体何の騒ぎだあ？」

　聞き覚えのある野太く間延びした声に背筋が凍る。獣人の群れを搔かき分わけて、巨大な体たい軀くが姿を現した。

「う、噓でしょ……？　このタイミングで……！」

　オークの獣人かつ、この町の支配者──獣魔ブノゲオスが、のそりのそりと近付いてくるではないか！

　私と聖哉を見ると、ボリボリと首筋を搔きながら、吞気のんきに言う。

「ああ、ひょっとして、お前らが勇者に女神かあ。まだら髪の悪魔が言った通りだあ。『近々、神の使いが奴隷を解放しに来るだろう』って言ってたもんなあ」

　──『まだら髪の悪魔』？　その魔物が私達の動きを感知しているの？　統一神界に侵入してきた狼男も、ソイツに導かれた……？

　ブノゲオスが現れて安心したのか、私と聖哉の周りに獣人達が再度、集結してくる！　その数、およそ数十体！　だが、ブノゲオスは太い手を獣人達に向けてぶらぶらと揺らす。

「お前達は下がっていて、いいよお。此処ここは俺に任せろよお」

　不意に訪れた僥ぎよう倖こう！　私はこっそり聖哉に耳打ちする！

「聖哉！　チャンスよ！　マキシマム・インフェルノ爆殺紅蓮獄でブノゲオスの目を眩ませて、奴隷を連れて逃げましょう！」

「目の前にボスがいるというのにか？」

「だからアイツを倒すのは無理だって!!　それより今は奴隷の命が優先!!　でしょ!?」

「まぁ……そうだな」

　何とか聖哉を言いくるめる。しかし、私達の行動を見越すように、ブノゲオスが「ぶへへへ」と下卑た声で笑った。

「逃げるんじゃないぞお。もし逃げたら、この奴隷の首を引き千切るぞお」

　いつの間にかブノゲオスはボロをまとった女性を片腕に抱えていた。首に力を込められて、女性が苦しそうに呻うめく。

　鋭く尖とがった勇者の目がブノゲオスに固定される。

「女神様。あの人質を捨てては行けない。この場を去るのは、ブノゲオスを倒し、奴隷を全て解放してからだ」

　ううっ！　言ってることは勇者として正しい！　け、けど、ブノゲオスに勝てる訳が……！

　ブノゲオスは聖哉の戦意を知るや、奴隷の女を自分の背後に突き飛ばし、背中の斧おのに手を伸ばす。

「チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊……だっけかなあ。コレで叩たたき斬れば、女神も勇者も復活出来ないんだよなあ」

「な、何でアンタがそんなの持ってるのよ!!　それも『まだら髪の悪魔』ってのから貰もらった訳!?」

「お前に教えてやる必要はねえなあ」

　……と、私がブノゲオスの注意を逸らしている間に聖哉の剣が炎を帯びる！　ブノゲオスが斧を手に取る前に、
















「喰らえ……！　フェニックス・ドライブ鳳凰炎舞斬……！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共にブノゲオスに斬りかかる！　だが余裕の表情のブノゲオスは深呼吸するように大きく息を吸い込んだ！　途端、私の髪やドレスが乱れる！　周りの物全て吸い込むような吸引力！　そして向かってくる聖哉に対し、吸った空気を口から噴出する！

「ぐっ……！」

　生じた凄すさまじい突風に聖哉の動きが止まる！　同時に、まるでロウソクに息を吹きかけたように、聖哉の剣を覆っていた業火が消え失せてしまった！

「ブヘヘヘへ。火は燃え移るから消さなきゃなあ」

　魔法剣をゴリ押しの力技で封じたブノゲオスだが、聖哉はそのままブノゲオスの懐に飛び込んでいる。

「ならば……エターナル・ソード連撃剣……！」

　フェニックス・ドライブ鳳凰炎舞斬を封じ、油断したブノゲオスにアデネラ様の絶技を叩き込こむ！　咄とつ嗟さの判断力に私は心の中で喝かつ采さいを送ったが、

「んん？　今、何かしたかあ？」

　聖哉が放った連撃を全て受け、それでもブノゲオスに全くダメージは見られなかった。

　諦あきらめずに連撃剣を繰り出す聖哉だが、その腕の動きが止まる。見ると、何とブノゲオスがプラチナソードの刀身を握って止めている。

「たいして痛かねえけど……お前……鬱うつ陶とうしいんだよおおおおおお!!」

　そして、もう片方の太い腕で聖哉の腹に拳こぶしを見舞う！　鈍い音と共に聖哉の足が地面から浮いた。

「がは……っ!!」

「聖哉!!」

　たった一撃で聖哉は地面に沈む。ブノゲオスが呆あきれたような顔を見せる。

「なんだあ？　もう終わりかあ？　斧なんていらないじゃねえかあ。勇者ってこんなに弱いのかあ。いや……俺が強すぎるのかあ？」

　ま、まるで赤子同然！　やっぱり、てんで話にならないわ！

　それも分かっていたことだ。今の聖哉の攻撃力では、ブノゲオスにかすり傷さえ与えられない。元々のステータスが違いすぎるのだ。

　──もう奴隷を救うどころじゃないわ！　とにかく、この場から逃げ出さなきゃ……！

　本能的に聖哉に向けて駆け出した私の前には、しかし、犬の獣人が！　同時に首筋に激しい衝撃！

「うっ……！」

　獣人の手刀を喰らい、私も聖哉と同じく地に倒れ伏した。

　薄れゆく意識の中、ブノゲオスが背後に背負う斧が視界に入る。

　──ああ……これから、あの斧で魂を破壊されて……私達の冒険は終わるのね……。




「う、うぅん……」

　一体どのくらいの時間が過ぎたのだろうか。打たれた首を手で押さえつつ、起き上がる。

　辺りは薄暗がりで、目の前には太い鉄格子が見える。どうやら牢ろう屋やのような場所にいるらしい。そして私の隣にも同じような鉄格子の牢ろうがあり、そこには、

「聖哉!?」

　剣を取られて丸腰の聖哉が、体をくの字にして横たわっていた。

「ねえ、大丈夫!?　しっかりして!!」

「う、うむ……」

　私の呼びかけに気付いたのか、聖哉はどうにか上半身を起こす。殴られた腹を押さえ、辛そうにしているが、命に別状はなさそうだ。

「よかった！　無事で！」

　そう言った刹那、

「……本当によかったのか、どうか」

　私のすぐ背後から声がした。振り向いて、牢の隅にいる女性を見て、ホッとする。先程、ブノゲオスに人質に取られていた女性だ。

「アナタも無事だったのね！　他の奴隷達は？」

「知らないわ。まぁこの地ち下か牢ろうにいないってことは、ブノゲオスが呪縛の玉の効力を一時的に解除した後で、町の外に売られちゃったんじゃないかしら」

「そ、そんな……！」

「あら。彼らは幸せよ。まだ生きているもの。問題なのは私達……」

　女性は他愛もない話をするように言う。

「私とアナタはね、これからブノゲオスの腹の中に収まるのよ」

「は、はぁっ!?　それって食べられちゃうってこと!?　この町は奴隷を作る町じゃないの!?　ブノゲオスも、そう言って、」

「表向きはね。だけど奴は若い女をこっそり食べているの。おっと……噂をすれば。そろそろ年貢の納め時かしらね」

　のしのしと巨大なオークが姿を現す。まずは聖哉がいる牢を見て、にたりと笑った。

「勇者は生け捕りにしてグランドレオン様に差し出すんだあ。ぶへへへへ。グランドレオン様、誉めてくださるぞお」

　満足げに腹をさすりながら、次に私と女性がいる牢の前まで来て、鉄格子の向こうから吟味するように私達を凝視した。

「勇者を捕まえて、手柄を立てたんだあ。ご褒美があっても、いいよなあ」

　ヨダレを垂らす醜悪な顔が私を捉とらえた。

「それじゃあ、まずは女神から頂こうかなあ」








第六章　終わった世界






　いくら女神は不死身とはいえ、丸まる吞のみにされるなどして体が完全に消失すれば、神界まで強制送還されてしまう！

「じょ、冗談でしょ……？」

　だがブノゲオスは私のいる牢の鍵かぎを開け、ズカズカと中に入ってくる！

「や、やめろ、ブノゲオス……！」

　隣の牢から聖哉が苦しげに声を出す。だが、ブノゲオスは構うことなく私の腕を取って、無理矢理立たせると、顔を胸元へ近付けた。興奮した荒い息が私の胸にかかる。

「い、いや……！　やめて……！」

　恐怖に震える私をブノゲオスは品性の欠片かけらもない顔で見詰めていたが……不意にその表情が曇る。

「あれ、あれ、あれえ？　この女神……何だか、すっぱい臭いがするなあ？」

「……え!?」

「ダメだあ、コレ。腐ってるぞお。食うのはやめておこう」

「ちょ、ちょっと!?　噓でしょ!?」

　ブノゲオスが手を離し、私はその場にくずおれる。隣から聖哉の弾んだ声が聞こえる。

「女神様！　腐っていてよかったな！」

　まるで聖せい哉やに相づちを打つようにブノゲオスが言う。

「俺は美食家だからなあ。腐った変なものは食いたくねえんだあ」

　先程まで恐怖に怯おびえていた筈はずの私は、今、別の理由でプルプルと震えていた。

「誰が『腐った変なもの』だ、てめええええええええ!!　わたしゃ、女神やぞ!!　訂正しろ、コラァァァァァァァ!!」

「何と言われても、臭いものは臭いんだあ」

「臭かねえわ!!　食えよ!!　試しにちょっと食ってみろや、オラァァァァァ!!」

　食べられた方がマシな程の屈辱に怒髪天を衝くが、そんな私をスルーして、ブノゲオスは後ろにいる女性に歩み寄る。

「やっぱりこっちにしておこう」

「なっ!?　アンタ、食べるのは私が先でしょうが!?」

　憤り、間に立つ私をドンと突き飛ばして、ブノゲオスは女を連れて牢から出ると、鍵を閉めた。そして私と聖哉の前で見せびらかすように、女性のアゴを太い指でしゃくり上げる。

「白くて、おいしそうな肌をしてるだろお？　奴隷にするのはもったいねえもんなあ」

　アゴを触っていたブノゲオスの手が止まり、黒い爪のある人差し指を女の頰に突き刺した。

「……っ！」

　小さく叫んだ女性の頰から、赤い血が滴したたった。指に付いた血を舐なめると、ブノゲオスはにやりと口元を歪ゆがませる。

「うめえ。やっぱり、うめえなあ。こりゃあ上玉だあ。本当はゆっくり食べたいけど、他の獣人に見つかると、示しがつかないからなあ。仕方ない。此処ここで食べるとするかあ」

　バカにされ怒り心頭だった私だが、目の前で人間が食べられるという状況に流石に青ざめる。そして、それは隣の牢にいる聖哉も同じだった。

「よせ、ブノゲオス……！　その女性に手を出すんじゃない……！」

　鉄格子をガシャガシャと揺らす聖哉を見て、ブノゲオスは楽しそうに笑った。

「ダメだよお。コイツは今から食べるんだあ。お前らはそこでこの女が食べられるのを見ていればいいんだあ」

「や、やめなさい、ブノゲオス！」

　私も鉄格子を揺らすが、聖哉にさえ壊せない鉄格子を私がどうこう出来る訳はない。ブノゲオスは私達の抵抗する様子を楽しげに見ていた。

「無駄だあ。その鉄格子は俺ですら破るのに一苦労なんだあ。お前達に壊せる筈はねえよう」

「くっ……！」

　私が拳を鉄格子に打ち付けると、ブノゲオスが「なんだあ？」と興味深そうな視線を送ってきた。

「何で……何でこんなことに……!!　いつもの聖哉だったら……慎重な聖哉だったら……こんなことに、なっていないのに……!!」

　恨み節が、つい口をついて出てしまった。

「……女神様」

　気付けば隣で聖哉が私を眺めている。

「ご、ごめん。アナタは悪くない。悪いのは私よ。元はと言えば、私のせいでアナタは記憶を失い、こんな状況になったんだから……」

「俺は記憶を無くしているらしいが……記憶の戻った俺なら、この女性を救えるのか？」

　正直、性格が変わっただけでこの窮地を乗り越えられるとは思わない。にも拘わらず、別の次元の期待感はある。

　ありえないくらい慎重かつ冷静沈着、先見性に富んだあの勇者なら、どんな状況からでも引っ繰り返してくれるんじゃないかという期待感が……！

「ええ。その可能性はあるわ。前回のイクスフォリアでの失敗を糧にして、それ程までにアナタは精神的に強くなるの」

「……そうか」

　途端、隣の牢から、先程よりもっと激しく鉄格子を打つ音が！

「えっ……!?」

　見ると、聖哉が鉄格子に頭をぶつけている！

「せ、聖哉っ!?」

　ブノゲオスも聖哉の奇行に面食らっていた。

「ああん？　何やってんだあ、お前？」

　何度も何回も鉄格子に叩たたき付けた額からは、激しく流血している。それでも聖哉は頭突きを止めない。

「この女性が救えるなら……俺の身など、どうなろうと構わん」

「だ、だからってそんな方法で！　無茶だってば！」

「大丈夫だ。元の世界にいた時、映らなくなったテレビをこうして直したことがある」

「!?　聖哉はテレビじゃないじゃんか!!」

　ホントにムチャクチャ……だけど、この聖哉はこの聖哉なりに必死だった。それがヒシヒシと伝わってきて、私は胸が痛くなる。

　……一体、何度、頭を叩き付けたろうか。聖哉の行動を楽しそうに眺めていたブノゲオスだったが、やがて退屈そうに欠伸あくびをした。

「じゃあ、そろそろ頂くとするかなあ」

　そして奴隷の女性を見て、舌なめずりする。

　絶望が大挙して押し寄せる最中。

「……いいの」

　不意に声がした。

「私のことは……別にいいのよ」

　それはブノゲオスに捕らえられている女性の声だった。

「食べられるのは怖い。けど、その痛みに耐えれば、私はようやくこの地獄から抜け出せるの……」

「あ、アナタ、何を言って？」

　今から食われて殺されるというのに、それでも女性は私に優しい微笑みをくれる。

「だって……この世界は、もうとっくに終わってるんだから……」

　諦てい観かんした声が辺りに響き渡った、その時。

『バギバギバギ』!!

　隣の牢から、何かが粉砕されるような音がした。

「な、なんだあ？」

　ブノゲオス同様、私も聖哉のいた牢を見て……驚きよう愕がくする！　何と、強固な鉄格子が崩れ落ちている！　そして頭部を血ち塗まみれにした聖哉がそこから、ゆらりと這はい出てくる！

「一体……何度繰り返す……？　あの時、悟った筈だ。これでは世界は救えない……と」

　先程よりもトーンが下がった低い声に心臓がトクンと一つ、鼓動した。

　──ま、まさか……!?　うぅん、間違いないわ!!　だって、同じ人物なのに周りの空気がピンと張り詰めたよう……!!

　聖哉は血に濡ぬれた髪をかき上げ、「ふぅ」と小さく息を吐くと、ブノゲオスの目前まで歩み寄る。

「なんだあ、お前？　どうやってあの鉄格子を壊したんだあ？」

　至近距離でブノゲオスと対たい峙じする聖哉に、私は能力透視を発動。ステータスを確かめた。





　《状態：正常》






　よっし!!　やっぱり混乱が治ったんだ!!　慎重勇者の復活よっ!!　け、けど、性格が変わったからといって、能力値まで変わる訳じゃあない!!　今の聖哉の状態でブノゲオスを倒すのは不可能!!　どうするの、聖哉!?

　聖哉はブノゲオスの太ももに、スッと自分の血の付いた手を当てる。途端、ブノゲオスの顔色が変わった。

「て、てめええええ!?　小汚い手でこのブノゲオス様の体に触れやがったなあああああ!?」

「触れるだけではない。破壊する」

「……あ？」

　突然、『ゴシャッ』！　果実を地面に叩き落おとしたような音と共に、ブノゲオスの太ももが裂け、そこから黒い血液が溢あふれ出る！

「あ……ああ……？　あああああああああああああ!!」

　最初、何事が起こったのか認識出来なかったブノゲオスの顔が苦痛に歪んでいく！　叫び、片かた膝ひざを突いたブノゲオスの頭上から、聖哉の冷淡な声が響く！

「破壊術式・其の一フアースト・ヴアルキユリエ……シャタード・ブレイク掌握圧壊……！」

　──ヴァルキュレ様の破壊術式……!!　お、思い出したんだ!?　そして……そうか!!　これは防御力無視の破壊技!!　だからレベルの高いブノゲオスにも作用し、強固な鉄格子ですら破壊出来たんだわ!!

　ブノゲオスがうずくまっている間に、聖哉は私の牢ろうの鉄格子も破壊する。私が牢から抜け出し、近寄ろうとすると、

「リスタ。来るな。下がっていろ」

　聖哉が手で私に合図した。ようやく、ちゃんと名前で呼ばれ、私のテンションは密かに上がるが、

「よ、よ、よ、よくも……!!」

　負傷した足を押さえ、ブノゲオスが立ち上がる。

「たかが人間の分際でええええええええええええええええええええ!!」

　ブノゲオスがその本性を現す。目を充血させ、牙きばを剝むき出だし、獰どう猛もうな顔で聖哉を睨にらむ。だが聖哉は全く動じていない。

「たかが人間、だと？　先程までと同じとは思わないことだな」

　言うや、聖哉の体から発生した炎が、私と奴隷の女性を守るように渦巻いた。

「今よりお前に見せてやろう。天上の破壊神から教わった究極の絶技を」

「面白れえ……面白れえよ、この糞野郎があああああああ!!　こいよ!!　返り討ちにしてやるよおおおおおおおおお!!」




　……今、私と聖哉、そして聖哉に手を引かれた奴隷の女性は息を弾ませ、一目散に階段を駆け上がっていた。

「階段が終われば……確か、右。そうすれば、この地ち下か牢ろうから逃げられるわ……」

　奴隷の女性にナビされながら、走る聖哉に尋ねる。

「に、逃げるんだ……？　あれだけ啖たん呵か、切っておいて……？」

「うむ。実際、破壊術式はあの技しか思い出せていない。先程はかなり危ういところだった」

「そうだったんだ……」

「まさかあの流れで逃げるとは思うまい。仮にすぐに気付いて追ってこようとしたところで、奴の足にはダメージを与えてある。他の獣人達さえ振り切れば、問題なく逃げ切れるだろう」

「あっ！　でも聖哉！　この場から逃げたところで統一神界には帰れないの！　魔導具の力で神界への門が出せないのよ！」

「向こう見ずだった時の記憶も合わさっている。故に現況は把握済みだ。神界に帰れないのならば、地下集落『希望の灯火』に戻り、そこで準備を行う」

「じゅ、準備？　それって一体？」

「無論、奴を倒す為の準備だ」

　──し、神界での修行なしで、あのブノゲオスを倒す!?　で、でも……!!

　研ぎ澄まされた凜り々りしい横顔を見て、私は思う。

　何よ、何なの、この安心感は!!　そうよ!!　やっぱり竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉やはこうでなくっちゃ!!　これでこそ、私の最愛のダーリンよ!!

　感極まって、片方の聖哉の腕に自分の腕を絡めようとした。だが、聖哉は私の手を『バシッ』と振り払う。

「おい。馴なれ馴れしく俺に触るんじゃない」

「えっ……？」

　あ、あれっ……？　記憶は戻った筈はずなのに……？　て、照れてるのかな？　そうだよね、きっと……？








第七章　げんこつと約束






　途中、数体の獣人と遭遇するも聖せい哉やの火炎魔法で事なきを得て、私達は廃屋の床下から希望の灯火へと通ずる階段を下りていた。

　ブノゲオスから逃れられたのは良いが、希望の灯火での暴動を回想すると、気分が塞ふさいだ。ブノゲオスも倒せず、解放した奴隷は私の後ろを歩く女性ただ一人……手ぶらよりはマシだろうが、またしてもブラットや民衆の逆上が予想された。

　階段が終わり、現れた扉の金具を鳴らす。扉が開かれると、魔光石に照らされた広大な空間の下、希望の灯火の人々が一斉に私達に目をやった。ブラットとその仲間らしき若者達が歩み寄ってくる。

　ブラットは私達の眼前までくると、聖哉を睨み付けた。

「それで……ブノゲオスは倒したのか？」

「いや。倒せなかった」

　聖哉の即答に、ギリッと歯は嚙がみする音。その後、ブラットは奴隷の女性を一いち瞥べつした。

「他の奴隷達は？」

「残りは町の外に売られてしまった。解放出来たのはこの女だけだ」

「ああ……そうかい……」

　途端、聖哉の胸元をブラットが摑つかみ、顔を近付け、激しく凄すごむ。

「それでよく、勇者などと名乗れるものだな……！」

　私が何か言う前に、助けた女性がフォローを入れる。

「やめてよ！　この人は私を助けてくれたんだよ？」

　するとブラットは突き飛ばすようにして、聖哉の胸元から手を放した。

「ああ、そうだな。ブノゲオスも倒せず、奴隷をたった一人だけ連れて戻ってきた。最高に頼りになる素晴らしい勇者だよ、コイツは」

「ちょ、ちょっと！　そんな言い方ないでしょ！　聖哉だって頑張ったんだから！」

　あまりの言い分に我慢出来なくなって叫ぶが、ブラットの周りにいた若者達も聖哉を見下すような視線を送っていた。

「ってか見ろよ、コイツの頭の傷」

「ブノゲオスに散々やられて、命からがら逃げ帰って来たって訳か」

　いつの間にか、辺りには希望の灯火の民衆が集まっていた。老若男女が若者達に同調する。

「本当に情けない勇者だな！」

「この役立たずが！」

　またもや聖哉への罵ば倒とうが始まった。緊迫してゆく雰囲気に私は気が気でなかったが、聖哉はただ黙って静観していた。

　やがてブラットが吐き捨てるように言う。

「おい。今からもう一度、奴隷市場に行け。そして今度こそブノゲオスを倒してくるんだ」

　しかし聖哉は首を横に振った。

「ダメだ。準備がある」

「行け……」

「断る」

　瞬間、ブラットの目が鋭く尖とがった。腕を大きく引くや、

「世界をこんなにしたテメーに！　断る権利なんざねえんだよ！」

　聖哉に殴りかかろうとした、その時だった。

『ゴスーン!!』

　耳じ朶だを震わせる凄すさまじい音が聞こえた。そして、

「ぱぴっぷ……？」

　今の今までドスの効いた声で悪態をついていたブラットが、うつろな目で情けない声を口から出した！　それもその筈！　見れば、聖哉の拳こぶしがブラットの脳天に突き刺さっているではないか！

「うるさい」

　聖哉が呟つぶやくと同時にブラットは口から泡を吐いて、その場にくずおれた！

　──な、な、な、な、な……！

　目の前で起こった惨劇に、私は鼻をヒクヒク、口をパクパクさせていた。

「「「何いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」」」

　まるで私の気持ちを代弁するかのように、ブラットの周りにいた若者達が一斉に叫ぶ！

「こ、こ、こ、この野郎!!」

「お、お前、今、一体何をしたと思ってんだ!?」

「世界も救えず、ブノゲオスも倒せず、そ、そしてあろうことか、ブラット様に暴力だと!?」

　だが聖哉は悪びれることなく言う。

「うるさい奴には、げんこつだ」

　そして聖哉はブラットの仲間の前に立った。

「お前達もうるさい」

　そして、拳を頭上に掲げるや、

　ゴスーン!!

「ぐわっふ!?」

「て、テメー、何してくれて、」

「お前も、げんこつだ」

　ゴスーン!!

「もぺっ!?」

　ゴスーン、ゴスーン、ゴスーン!!

　勇者の尋常ならざる腕力で、若者達は次々と泡を吹いて地面に倒れ伏す！

　暴行を見ていられなくなったのだろう。年配の女性達が聖哉の前に立ち塞がる。彼女達は以前、私を罵ののしり、アリアのこともバカにした女性達だった。

「あ、アンタ、よくもこんな！」

「そうよ！　アンタが世界を救わなかったのが、そもそもの元凶だってのにさあ！」

「開き直ってんじゃあないわよ！」

　──ど、どうするの、聖哉!!　流石に一般女性に、げんこつなんか出来る筈が……!!

　そう思った刹せつ那な、

　ゴスーン!!

　凄まじい音！　同時に私は目を疑う！

　勇者の拳がおばさんの脳天に、めり込んでいた！

「あっへえっ……!?」

　哀れな声と共に口から泡を吐き、倒れるおばさん！

「せ、せ、せ、聖哉あっ!!　いくら何でも、やりすぎよ!!」

「そ、そうだよ!?　アタシ達は女だよ!?」

「それがどうした」

　ゴスーン!!

「うっひぃ……!?」

　倒れる、もう一人のおばさん！　私の顔から血の気が引く！

　──と、と、と、とんでもない男だわ！　ぶっちゃけ最初はちょっと気分がよかった！　でも……引く！　ここまでくると、もう引きまくりよっ！

　暴行の最中、またしても新たな声がした。

「やめろおっ！　母ちゃんに何すんだあっ！」

　それは年端もいかない男の子であった。聖哉にげんこつを喰らい、倒れた女性の中にこの子の母がいたらしい。

「このバカ勇者！　バカ勇者めっ！」

　聖哉をポコポコと殴り、悪態を吐く子供！

　──や、やめてよ、聖哉!?　流石にそんなことはしないよね!?　私、知ってるんだからね!!　アンタって、ホントは優しいもんね!?

　だが、

　ゴスーン!!

「ふぁっふ……!?」

　その子の脳天にも、勇者の拳が振り落とされる！　白目をむいて倒れた子供に、聖哉は吐き捨てるように言う。

「悪い子にも、げんこつだ」

　!!　お子様まで容赦無く殴りよったああああああああ!?　なまはげ!?　なまはげなの、この勇者は!?　ってか、大丈夫なの、コレ!?　色んな意味で!!

　戦せん慄りつする私！　騒然とする希望の灯火！　そして勇者は拳をゴキゴキと鳴らす！

「もう面倒だ。横一列に並べ。お前達全員に、げんこつを与える」

　聖哉の前にいた四十代程の男性は、慌てて弁解する。

「お、俺は何も言ってないぜ！　そ、そうさ！　他の奴はお前のこと、悪く言ってたけど、」

「黙れ」

　ゴスーン!!

「わ、わたしゃ、アンタのこと、実は前からずっと格好いいと思っていて、」

「うるさい」

　ゴスーン!!

「お、お願いします！　助けてくださ、」

「ダメだ」

　ゴスーン!!

　言い訳する民衆！　めり込む拳！

　私は流石にもう、居ても立っても居られなかった。

「聖哉あああああっ!!　ストップ!!　げんこつ、スト[image: ][image: ][image: ][image: ]ップ!!」

　だが、

　ゴスーン!!

「!!　おっほうっ……!?」

　強烈な拳が私の脳天にも突き刺さった！　白目になって意識を失いかけるが、何とか踏みとどまる！

「お、お、オイィィィィィィィ!?　お前、何で私まで殴った!?」

　だが聖哉は謝る素振りすら見せず、それどころか敵を見るような眼差しを私に向けていた。

「……リスタ」

「えっ!?　な、な、何よ!?」

　あまり感情を表さない聖哉だが、この時ばかりは顔を真っ赤に紅潮させていた。

「俺は今、猛烈に反省している。神界でお前に気を許し、召喚の間に入れたのがそもそもの間違いだった。だからこのように準備も適当なまま、難度ＳＳ世界に挑むことになってしまったのだ……」

　ひいっ!?　め、メチャメチャ怒っていらっしゃる!?　まさか、この民衆への『げんこつラッシュ』も私への怒りが、そもそもの原因なのではっ!?

「当初の予定では、統一神界でレベルをＭＡＸまで上げ、更にアリアに頼んでいた神との修行を行い、新たな特技を身に付けてから出発する手て筈はずだったのだ……」

　ピリピリと、きな臭い雰囲気が漂う！　私はとにかく謝っておくことにした！

「ご、ごめんっ！　ごめんなさい、聖哉っ……！」

　真しん摯しに深く頭を下げると聖哉は言う。

「いや、リスタ。お前が悪いのではない。これは俺のせいだ」

「せ、聖哉……!!」

　よかった！　やっぱり優しい！　どうにか許してくれたんだわ！　そりゃあそうよね！　だって私達は運命の赤い糸で繫つながれて……って、げええええええっ!?

　だが聖せい哉やは、鬼のような顔で歯を食い縛っていた！

「そう……これは全て俺の甘さのせいだ……！　お前のような『人じん外がい』に心を許した俺の、な……！」

「!!　『人外』って私のことですかっ!?」

「お前の他に誰がいる……？」

　私に向けられた眼差しは、ゲアブランデの時のような絶対零度の冷たさだった。

「い、いやいやいやいや!!　待って!!　待ってよ!!　思い出して、聖哉!!　私達は前世からの深い絆きずなで結ばれた……」

「黙れ。大体、前世、恋仲だからと言って今世もそうなる必要は全くない。それにお前は女神で俺は人間。もはやそういう関係になることは絶対にない」

「う、噓でしょ!?　噓だと言って!!」

「一応、お前との過去の腐れ縁があるから、この世界の救済は続ける。だが勘違いするな。それは愛などではない。義務だ」

「くされえん……！　ぎむ……！」

　ま、またまたまた！　そんなこと言って、魂の奥底では私のこと大切に思ってるくせに！　知ってるんだからね！

　私は聖哉の本当の気持ちを調べる為、鑑定スキルを発動する。





　☆リスタのドキドキ恋鑑定☆

　◎彼とアナタの愛情度は？　『２点』

　◎彼氏にとってアナタは？　『雑草以下』

　◎一言アドバイス！　『完全に冷え切っちゃってるわ。修復は不可能に近いわね。別れ話は、お早めに！』






　!?　うっわああああああああああああああああ!!　雑草以下になった上に完全に冷え切っちゃってるうううううううううううう!?

　あまりのショックに私は震えながら聖哉に近付いた。

「や、やだ……！　こんなの、やだ……！　せっかくいい感じだったのに……！」

「寄るな」

「思い出して!!　あの仲の良かった栄光の日々を!!」

「人生最大の黒歴史だ。そして、寄るなと言っている。それ以上近寄ると、げんこつでは済まさんぞ」

「いやじゃああああああっ!!　聖哉は私のもんなんじゃあああああっ!!」

　抱き締めようと飛びかかった瞬間、

「……あっぶうっ!?」

　聖哉の右ストレートが私の頰に食い込んだ！　そのまま間髪容れず、みぞおちに膝ひざ蹴げりがめり込む！

「ぐっほおっ!?」

　更に強烈なエルボーが右乳に入る！

「おっぱああああああああっ!?」

　殴られ、蹴けられ、乳を潰つぶされる──脅威の三連コンボで私は地面に倒れ伏した。

「うぐうううう……ひっぐ……あうううううう……！」

　悶もん絶ぜつする私の隣には、げんこつの衝撃からどうにか立ち直ったブラットがいた。

「な、何てヤバい野郎だ……！　仲間にまで、こんな暴力を振るうとは……！　お、おい、女神！　大丈夫か！」

　あまりの暴行にブラットは、私に同情しているようだった。だが、

　──こ、この乳の痛み……!!　ふふふ……懐かしいじゃない……!!　そして……調子が出てきたじゃあないの!!　いいわ……ペコペコしてるより、よっぽどいい……!!　それでこそ一億人に一人の逸材!!　難度Ｓゲアブランデを救った慎重かつ傍若無人な勇者、竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉やよ!!　くくくくく……ははははは……

「ウワ────ッハッハッハッハッハ!!」

「!!　いや、何であんなことされて大笑いしてんの!?　この女神もヤッベぇな!?」

　ブラットが私から後ずさる。そして聖哉は希望の灯火の住民を睨にらむ。

「さぁ……げんこつの続きだ」

「ひいいいいいいいっ!?」

　絶望する民衆。だが、その時であった。

「……勇者様。もうおやめください」

　幼いが、しっかりとした声が辺りに響く。

　私も含めた皆の視線の先には、地下にこの集落を形成した土魔法の使い手、アイヒがいた。

　俯うつむき加か減げんでアイヒは語る。

「彼らだって分かっているのです。本当に悪いのは魔王であり、アナタではないということを。それでも仲間や家族を失った……その怒りの矛先をアナタに向けなければ気が済まないのです」

「あ、アイヒ様……！」

　誰かが震える声でそう呟つぶやいた。気付けば、中には涙を流す者もいる。

「それに、勇者様。アナタは確かに誓われたのです。覚えていらっしゃらないでしょうが、この私にも確かに約束を……」

　きらきら輝く天井の魔光石を眺めながらアイヒは言う。

「『魔王を倒し、俺はこの世界を救う』──と。で、でも……アナタ様は魔王に敗れ、そ、そして兄様も一緒に……こ、こ、殺されて……」

　涙がぽたぽたと地面に落ちる。今まで大人ぶっていたアイヒは、年相応の幼子のように泣きじゃくり始めた。

「ううっ……！　兄様……！　兄様ぁっ……！」

「アイヒちゃん……！」

　私を含め、希望の灯火の民は、為す術もなくアイヒのすすり泣きを聞いていた。

　そんな中、聖哉が呆あきれたような声を出す。

「魔王を倒す約束か。全くバカな奴だ。一時の感情や勢いで、そのような誓いをするから、こんなことになる。誓いには、慎重に練り上げた計画に基づく完かん璧ぺきかつ確実な勝算が必要なのだ」

「いや……だから、あの……お前が誓ったんだが……！」

　ブラットは恐る恐る、そう告げたが、

「知らん。それは俺であって俺ではないのだからな。そして、魔王の実力も分からぬ今、この世界を救うなどと、俺は軽率にお前達に誓えない」

　誰しも内心分かっていた現実を突き付けられ、辺りの雰囲気が暗く沈んだ。

　重苦しい空気の下、聖哉は泣いているアイヒに近付いていく。

「だが……それでも確実に一つ、誓えることはある」

　そして聖哉はアイヒに対し、手を振り上げた。

「せ、聖哉!?　ダメよ!!　その子は何も悪くないわ!!」

　私同様、民衆も叫ぶ。

「やめろ!!　アイヒ様には手を出すな!!」

「そうだ!!　殴るなら私を殴りなよ!!」

　勇者の大きな手が振り下ろされる。「ひっ」と小さく息を吞のみ、アイヒが目を瞑つぶった。

　しかし。聖哉はアイヒの頭に手を乗せただけだった。鋭い視線をアイヒに送りつつ、言葉を発する。

「アイヒ。今日より初めて、本当の約束をしよう」

「本当の……約束……？」

　おそるおそるアイヒが尋ねる。その途端、勇者の体から立ち上るオーラ。発散されたその覇気に希望の灯火の民は皆、殴られた怒りすら忘れ、ただただ聖哉を眺めていた。

「この町は必ず、ブノゲオスの支配下から解放する」








第八章　新しい職業






　解放宣言をした後、聖哉が向かったのは職を変えることの出来る洗礼者エンゾのもとだった。私もおずおずと聖哉の後に付いていく。

「おや、にいちゃん。転職したくなったのか？」

　老人のエンゾは前歯のほとんど無い口をにやりと歪ゆがめ、笑っていた。

「うむ。だがその前に質問だ。職を変えた後、また元の職に戻すことは出来るのか？」

「ああ、出来るぜ。大丈夫だ」

「本当だな？　噓だったら……引き千切るぞ？」

　途端、エンゾから笑顔が消えた。

「怖ぇえな、にいちゃん。何を引き千切るのか言わねえところが、また怖ぇえ。だが本当だ。俺のところに来りゃあ、いつでも元の職に戻してやるよ」

「では次の質問だ。その時、覚えた技は元の職業に戻した時でも引き継げるのか？」

「そりゃあダメだ。元に戻れば技は忘れちまう。まぁ、またその職に戻れば思い出すがな……」

　その後も聖哉は転職について事細かにエンゾに尋ねていた。

　聖哉は職を変える気らしいが、私としては複雑な気分である。せっかくの上級職である魔法戦士を捨てて、一体どんな職に就こうというのだろう。聖哉の場合、魔法戦士を辞めれば二つの職業を身につけられるが、代わりにフェニックス・ドライブ鳳凰炎舞斬やフェニックス・スラスト鳳凰貫通撃などの強力な技も使えなくなってしまうというのに……。

「今、にいちゃんが選べる職業は、こんな感じだな」

　そう言ってエンゾが聖哉に示した職は、

『武闘家、槍やり使い、魔法使い（風・雷・土）、商人、占い師、愉快な笛吹き』であった。

　ふぅん。色んな適性があるのね。あらっ、占い師や愉快な笛吹きなんて『捨て職』まであるわ！　あははは……って、おっと、いけない！　真面目に考えましょう！

　あのブノゲオスを倒すとなれば……『槍使い』なんてどうかしら？　フェニックス・スラスト鳳凰貫通撃のような強力な刺突技を覚える可能性があるわ。そして、次に選ぶならやはり『魔法使い』ね。現状維持の『火』でもいいと思うけど、それ以外なら『風』や『雷』なんかがいいんじゃないかなあ。

　しかし聖哉はエンゾに言う。

「まずは魔法使い。属性は──『土』だ」

「えっ！　土魔法？　それってアイヒちゃんと同じの？」

　予想外だったので驚くと、聖哉が私を睨んだ。

「なんだ、お前。いたのか」

「そりゃ、いるよ!!　ってか、まだ怒ってるの!?　殴って蹴って乳潰したんだし、もう許してくれてもいいじゃんか!!」

「とにかく俺の選ぶ職に口出しするな」

「だって、土魔法でしょ？　攻撃に適した魔法じゃないよ？　そりゃあ、地割れなんかで敵を倒す技もあるだろうけど、強力な火炎魔法を捨ててまで得るような職じゃないわ」

「うるさい。土魔法はサブ。メインは別だ」

　あ、そっか！　槍使いなんかの攻撃に特化した職をメインにして、土魔法は補助として使うつもりなのね！　うん、それなら……

　安心した刹せつ那な、聖せい哉やはエンゾに言う。

「メインの職は『愉快な笛吹き』だ」

「!!　いや噓でしょ!?　笛吹くの!?　冗談よね!?」

　仰天している私を置いて、話は進む。

「じゃあ、にいちゃん。メインの職が『愉快な笛吹き』、サブの職が『土魔法使い』でいいんだな？」

「ああ。それでいい」

「いやいや、ちょっとちょっと!!　愉快な笛吹きはないってば!!　ダメだって!!　そんなのメインのジョブにしたら、ステータスだって大幅に低下するんだよ!?」

　上級職の魔法戦士であるからこそ、聖哉の攻撃力、防御力などのステータス値は通常よりも高いのだ。そんな捨て職を選べば、全体的な能力値低下は免れない。

　なのに、

「じゃあいくぜ、にいちゃん……『職業転換』……！」

　エンゾの手が輝きを放ち、発生した光が聖哉を包む。眩まばゆい光が去った後、聖哉は大道芸人のような奇抜な格好になっていた。

「ようし。これで転職完了だ。今日から、にいちゃんは『愉快な笛吹き兼、土魔法使い』だ」

「う、うわ……！　ホントに転職しちゃった……！　ね、ねえ、やっぱり元に戻した方がいいんじゃない？　ひょっとしたら聖哉、まだちょっと『混乱』が残ってるんじゃ？」

　焦る私に聖哉がジト目を向ける。

「さっきから、うるさい奴だな。寝ていればいいのに」

「寝ないわよ！　私は心配してるの！」

「お前の心配などいらん」

「なっ!?　仲間を心配するのは当然でしょ!!」

「誰が仲間だ。元々、お前など連れて行くつもりはない」

「……は!?」

「お前は役立たずの上、足を引っ張ってばかりだ。おとなしく此処ここに残っていろ」

「た、確かに私のせいで神界で準備出来なかったのは認めるわ!!　だけど、あんなことがあったからこそ、私は余計に聖哉の役に立ちたいのよっ!!」

　熱い気持ちをぶつけるが、聖哉は冷たい眼差しを私に向ける。

「ブノゲオスはチェイン・ディストラクションを持っている。つまり、これからイクスフォリアで出会う全ての魔物は、お前を殺せる可能性があるということだ。もはや、ゲアブランデの時のようにお前を守りきる自信はない」

「それでもいい!!　自分の身は自分で守ります!!」

「死んでもいいんだな？」

「その覚悟はあるわ!!」

　しばらく無言の後、

「勝手にしろ」

　聖哉はボソリと呟いた。私は神妙な顔で頷うなずきつつ、心の中でほくそ笑む。

　ふふふ！　どうよ、どうよ？　この捨て身の精神！　好感度がグーンとアップしたんじゃない？　なんだかんだで私達は一いち蓮れん托たく生しようなのよ！　さぁ、二人の愛でイクスフォリアを攻略しましょ！

　期待しつつ、私は鑑定スキルを聖哉に発動した。





　☆リスタのドキドキ恋鑑定☆

　◎彼とアナタの愛情度は？　『１点』

　◎彼氏にとってアナタは？　『雑草以下だし言うことも聞かない』

　◎一言アドバイス！　『付いてくるなというのに付いてくるアナタという存在が、すっごくウザいみたい。もう、むしり取って捨てちゃいたい気分！』






　!?　点数下がった上、むしり取って捨てたくなってる!!　いいとこ全然ねえな、オイ!!

　ガックリうなだれていると、聖哉は何処かに歩き出す。気付いて追いかければ、ゴザを敷いた道具屋の前だ。私は店主に聞こえないように小声で囁ささやく。

「ねえ、聖哉。此処の道具屋、農具なんかが大半で冒険に役立つ物は何一つ売ってないわよ？」

「そうでもない」

　聖哉はゴザの上に置かれてあった『鉄の筒』を手に取ると、イシスター様に貰もらっていた小袋を私から奪い取り、お金を払って購入した。

「これを加工すれば、笛になるだろう」

「本気で笛、吹くんだ……」

「愉快な笛吹きだからな。だが笛だけではない。買い物はまだある。……おい、主人。魔光石を千個貰おう」

「はい、魔光石千個ですね、ありがとうござい……って千個ォ!?　何でそんなにいるの!?」

　聖哉の爆買いは私にとっては見慣れた光景だったが、店主は驚いていた。ただ、いくら私が驚かなかったと言っても、お金もそこまでないし、千個も持ち運べないし、店主の言った通り、そんなに魔光石が必要な意味も分からない。私はどうにか聖哉をなだめて、五十個で納得させた。

　聖哉は大きな持ち物袋を買って、それに魔光石を詰めていたが、今度はゴザの上にある瓶詰めされたピクルスのような物を指さす。

「その非常食、それからあと飲み水の入った水筒も貰おう。ありったけだ」

「その……あまり沢山持って行かれると私達の分が無くなるのですが……」

「す、すいません！　売れる範囲でいいですから！」

　もう一つの持ち物袋に、買った非常食や飲み水などを入れて私に渡す。まるでダンジョンにでも行くような入念な準備だった。

　買い物の後、聖哉は呟つぶやく。

「次は装備品だ。いくら笛吹きとはいえ、剣くらいは携帯しておいた方がいいだろう。プラチナソードはブノゲオスに奪われてしまったからな」

「そうだけど、此処には武器屋や防具屋もないんだよ？」

「何を言っている。武器も防具もあるではないか」

　聖哉の指の先にはブラットがいた。聖哉が歩いて近付いてくるのを知り、

「ああ？　一体、俺に何の用だよ！」

　眉み間けんにシワを寄せたブラットに、

　ゴスーン!!

　聖哉は突然、げんこつを喰らわした！

「ぱっぴぷ？」

　またしても泡を吐いて倒れるブラット！

「!!　えええええええ!?　何でいきなり、げんこつするの!?」

　聖哉は意識のないブラットから剣を剝はぎ取り、何食わぬ顔で装備していた。

「ついでに鎧よろいも貰っておくか」

　次に鎧を脱がし、私の方に放り投げる。

「よし。鋼の剣と鋼の鎧を手に入れたぞ」

「ひ、ひっどい……!!」

　更に聖哉の目は、遠巻きに様子を窺うかがうブラットの仲間を見据えていた。

「そうだ。スペアも貰っておこう」

「ひいっ!?　助けてくれえ!!」

　追いかけ殴り、失神させて身ぐるみを剝ぐ……。とてもまともな人間のすることとは思えない。しかし満足に物資が手に入らない、この世界の攻略を考えた時、私は何も言えないのであった。

　──し、仕方ないのよね。こうでもするより他に方法が……

　どうにか納得しようとしていた、その瞬間。私の頭皮に激痛が！

「いっぎゃあああああ!?」

　ぶちぶちぶちぶち！　聖哉は何も言わず私の頭髪を引き抜いていた！

「な、な、何さらすんじゃあ、お前ええええええええ!?」

「プラチナソード合成の為だ。ゴチャゴチャ言うな」

「せめて一言くらい声掛けてからやれよ!!」




「……それで道具も買ったし、装備も得たわ。これからどうするの？」

　頭をさすりながら私は聞く。

「出発は明朝。今日は宿屋に泊まり、体力を回復させる。今、覚えている魔法や特性なども吟味したいしな」

「え!!　ってか明日、もう出発!?　そんなに早くて大丈夫なの!?」

　聖哉のことだから、此処でしばらく自主トレでもするのかと思っていたのに！

「案ずるな。策がある」

「そ、そう？　聖哉が言うなら……でも一晩過ごすにしても、宿屋なんかもなさそうだけど？」

「誰かの家に泊めて貰えばよかろう」

「泊めてくれる家なんか、あるかなあ？　私達、此処の人に好かれてないし」

「あるかなあ、ではない。見つけるのだ」

　聖哉は辺りを窺うと、ヒョロっとして気の弱そうな青年を見つけ、近付いていく。

「おい。お前、名前は？」

「えっ？　か、カロンと言いますが」

「ではカロン。宿を提供しろ。一晩でいい」

「ええっ!!　まさか、僕の家ですか!?　だ、ダメです!!　狭いし汚いし!!」

「構わん。場所は何処だ？」

「あ、あの、でも、本当に汚くて、それはそれは酷い家でして……」

「カロン。そんなに言う程、不満な家ならば……お前が出て行けばいい」

「!?　そ、そんなっ……!!」

「これからは俺が住む」

　私は泣き出したカロンの肩を抱く。

「ち、違うの、カロンさん！　一晩！　たった一晩だけだから！」

「ううっ、ぐすっ……！　じゃあ僕……自分の家……出て行かなくてもいいですか……？」

「もちろんよ！　そんな必要ないわ！　だってアナタの家だもん！」

「よかった……！　実は愛着のある家だったんです……！　本当に……よかった……！」

　そんなこんなで、出会ったばかりの人の家に無理矢理泊まり、私達は体力を回復させたのだった。




　翌朝。大きな荷物袋を背負い、私達はカロンの家を出た。

「よし。では行くとするか」

「う、うん……」

　住人達に多大なる迷惑を掛け、私達は希望の灯火を出発したのであった。

　……あ。当然ですけど誰も見送りになど来てくれませんでした。








第九章　愉快な笛吹き






　魔光石にほのかに照らされた長い階段を上ると、頭上に木の板が見えてきた。そこを開けば、廃屋の床へと繫つながっている筈はずである。

　だが、出口を目前にして、聖せい哉やは階段の途中で左手を土の壁に当てていた。

「え？　何してるの？」

　すると突然、音もなく、土の壁にポッカリと大きな空洞が出現する！

　私が驚いている間に聖哉はその中へ足を踏み入れた。

「せ、聖哉!?　待ってよ!!」

　私も続いて、空洞に入る。聖哉は道具袋から取り出した魔光石で、空洞内を照らしていた。

　それは不思議な光景だった。空洞自体は私達二人いるのが精一杯な狭い空間なのに、聖哉が空洞の壁に向かって歩くと、壁は新たな空洞を形成する。そして歩いた後は、さっきまでいた場所が閉じて無くなっている。穴を掘って進むのと違い、まるで土壌の方が私達の歩みに合わせ、どいてくれているかのようだ。

「凄すごい……！　これが土魔法なの？」

「『ケイブ・アロング移動式洞窟』。土の中を徒歩で自由に移動することが出来る」

　小声で話しながら、聖哉は地中を進んでいたが、やがて歩みを遅くする。

「現在、俺達は廃屋の周り、その地下一メートルの場所に位置している」

　どうして、いきなりこんな技を？──そう聞こうとした時、聖哉が立ち止まり、無言で首を横に振った。人差し指で頭上を指している。

　魔光石に薄く照らされた頭上の土壁を眺めていると、くぐもった声が聞こえた。

「……本当にこの廃屋から勇者達が出てくるのか？」

「……ああ。これまでにも廃屋の近くで消えた人間の目撃情報があるからな」

　考えるまでもなく、獣人達だ。私達は息を潜め、会話に耳を澄ます。

「けどよ。その時、廃屋をくまなく調べても人間はいなかったんだろ？」

「ブノゲオス様が言うには、土属性の魔法を使える人間がいて、少なくない数の人間共が地下深くに身を潜めているということだ。入口は魔法により、人間が近付いた時しか開かなくなっているらしい」

「そして、そこに勇者もいる、と？」

「これだけ地上を探してもいなかったんだからな。間違いない」

　そして獣人達は下卑た声で笑った。

「見つけたらブッ殺してやるぜ！」

「ああ、勇者狩りだ！」

　会話を聞き終わると、聖哉は黙ったまま忍び足で土の中を進んだ。やがて私の方を見て、無言で頷く。どうやらもう喋しやべっても良さそうだ。

「ね、ねえ！　私達、狙われちゃってんじゃん！」

「さほど驚くことではない。戦いの途中で逃げられ、ブノゲオスは憤慨している。血眼になって俺達を捜すのは当然だ」

「さっき獣人達も言ってたけど……アイヒちゃんの土魔法って、人間が廃屋の床下を開けて、初めて希望の灯火へと繫がる階段が現れる仕組みらしいのよ……」

「それがどうした？」

「いや、だから！　こんなに廃屋をマークされてたら帰れなくない？」

「無論、想定内だ。その為に魔光石も食料も用意したのだからな」

「ええっ!?　じゃあ私達、これから聖哉の作った洞窟で過ごすの!?」

「基本、そういうことだ。改めて言っておくが地下とはいえ、奴らは獣人。中には聴覚が人間よりずっと優れている奴もいるだろう。極力、物音は立てないようにしろ」

「わ、分かったわ」

　緊張感を持ちつつ、小声で返事をしたが、その時、私は全く違う意味でドキドキしていた。

　ってことは、何!?　こんな狭い空間で薄明かりの下、ずっと二人っきり……!?　こ、これは好感度を回復させるチャンスどころか、もっとずっと大人の展開が待っているのではっ!?　はぁはぁはぁはぁ!!

　私が興奮している最中、聖哉は壁の土に手を当てていた。

「……何してるの？」

「周りに獣人の気配がないか確かめているのだ」

　そして聖哉は私の顔をじっと見詰めた。

「リスタ。俺の役に立ちたいと言っていたな？」

「う、うん！　そうだけど……」

　突然、聖哉は屈んで私の両足首を握った！　聖哉の顔が私の下半身に近付く！

　や、やだ!!　何よ、コレ!?　一体、何をする気!?　まさか……だ、ダメッ、ダメよ、いくら何でもそんなエッチなこと!!　いやまぁ……ぶっちゃけ別にダメじゃないけど!!　むしろ、全然いいけど!!　はい、どうぞ、脱がしてください!!　よろしくお願いします!!

　だが、次の瞬間、私の体は宙に浮いた。

「……へ？」

　勇者の腕力で両足首をしっかりと握られ、そのまま『高い高い』でもするように、持ち上げられる！　必然、頭上の土壁が私の顔面に迫る！

　──げええええええええ!?

　だが……想像したような衝撃はなかった。意外にも、水中に顔を突っ込んだような柔らかな感覚。そして……

　三百六十度、開けた視界に映るのは、紫の空！　荒涼とした町の光景！　更に向こうの方には犬、猫の獣人の姿も見える！

　何と……私の頭部だけが、地上に出ていたのだ！

　はわわわわわわ!?　な、何じゃ、こりゃあああああああああ!?

　動転してパニックになる寸前、『ズルンッ！』と私の頭部は地中に引きずり込まれた！

「ひいいいいい……！」

　狭い洞窟の中、恐怖で小刻みに震える私に聖哉は事も無げに聞く。

「おい、どうだ？　辺りに獣人はいなかったか？」

「え、ええ……近くにはいなかったけど、あっちの方に二体いたわ……って、ちょっと待てえええええ!!　私は『潜望鏡』じゃねええええええ!!　見つかったらどうすんだよおおおおお!!」

「協力すると言ったろう？　事前に安全は確保してあるし、それにすぐ引っ込めただろうが。……よし。では、気を付けながら浮上するとしよう」

　聖哉がケイブ・アロング移動式洞窟を解除すると、私達の体はせり上がり、ゆっくりと地上に浮上した。

　聖哉はすぐさま辺りを窺うと、物陰を見つけ、小走りで進んだ。そしてそこから獣人の様子を窺う。私の耳に獣人達の話し声が聞こえる。

「勇者狩りとか、面倒くさいし、イライラするにゃ。帰ったら、腹いせに家で飼ってる奴隷でも食べてやるにゃ」

　猫の獣人の言葉に犬の獣人は眉まゆをひそめた。

「おいおい。この町じゃあ食人は御法度だろ？」

「ブノゲオス様だって、こっそり食ってるって噂にゃ。気にすることはないにゃ。しかも今は勇者狩りの真っ最中。こんな時に奴隷の一人や二人いなくなっても誰も気にしねえにゃ」

「言われてみれば、それもそうだな。ならよ、俺にも半分くれねえか？」

「仕方ないにゃ。そうと決まれば今から行くにゃ」

　私は小声で聖哉に囁ささやく。

「せ、聖哉！　奴隷が殺されちゃうわ！」

「慌てるな」

　聖哉は胸元から白銀に輝く細長い物体を取り出した。

「今から、笛を吹く」

「!?　いや、笛なんか吹いてる場合じゃないでしょ!?　人が殺されそうなんだよ!?」

　だが私は気付く。聖哉の持っている笛は、通常の構造ではなかった。先端部と末端部に穴があるだけで、側面には開いていない。

　聖哉はしゃがむと、足下の土をひとつまみした。粘土をこねるように土を指で転がす。

「な、何やってんの……？」

「土を魔法で固めている。更に空気抵抗を無くす為に流線型にする」

　今、聖哉の指先には細長くて先端の尖とがった物体があった。

　──ま、まるで聖哉の世界にある、拳けん銃じゆうの弾……それもライフル弾みたい……！

　聖哉は、それを笛の先端に付ける。そして十数メートル先の獣人達を鋭い目で見据えていた。

「魔法戦士をやめて、無くしたスキルは多い。だが、それに代わる新たなスキルも手に入れた。スキル『強きよう靱じんな肺』に、スキル『連続笛吹き』等……愉快な笛吹きとしてのスキルを全て、この一吹きに集約する……」

　そして白銀の笛を口元へと運ぶ。

「喰らえ……『バースト・エア圧縮空土砲』……！」

　瞬間、

『パンッ！』

　乾いたような音が響いた。

　……何が起こったのか分からなかった。だが聖哉が口にくわえた笛の先、その前方を見た私は絶句する。

　今まで楽しげに喋っていた猫の獣人の頭部は、跡形もなく砕け散っていた！

「……あ？」

　仲間の首から上が無くなっていることに気付いた犬の獣人が、間抜けな声を出す。

「あ、あれ？　お前の頭、一体どうなって、」

　だが、状況を飲み込む前に、

『パンッ！』

　またしても乾いた音が響き、犬の獣人の首から上が消失する！　首から黒い血液を溢あふれさせ、二体同時にくずおれる首無し死体！

　今、目の当たりにした恐るべき光景に恐れおののきつつ、私は思う。

　いやコレ、全然『愉快な笛吹き』じゃねええええええええええええ!!
















「せ、聖哉!!　何なの、ソレ!?　笛じゃないの!?」

「笛と言うより吹き矢だな。プラチナソードの要領で、お前の髪の毛を用いて昨晩、合成した。耐久性を増し、更に発射時の消音も兼ねた『プラチナム吹き矢』だ」

「プラチナム吹き矢……!!」

　私にツッコませる暇も与えず、聖哉は物陰を出ると、辺りに気を配りつつ、倒した獣人の元へと向かった。

「何してんの？　見つかっちゃうよ？」

「確かに長居は無用。それでも後片付けはきっちりしておかなければならん」

「で、出た……！　いや、けど、もう絶対に死んでると思うけど……！」

「ダメだ。獣人というからには人間の想像を絶する回復力で復活するかも知れん。頭部を破壊しただけでは不安極まりない。もっと完膚無きまでに破壊しておかなくては」

「でも、ヘルズ・ファイアはもう使えないよ？」

「分かっている。新たな魔法で安全かつ迅速に消滅させる」

「今度は一体何をするつもり？」

「聞きたいか。ならば教えてやろう」

　不意に聖哉は私の頭に手を載せた。その途端、

　ボッコーン!!

「ひいいいっ!?」

　私の体は地面に沈む！　気付けば目の前には聖せい哉やの足首！　何とまたしても、私の頭部だけしか、地上に出ていない！

「!?　何すんのよおおおおおおっ!!」

　身動きすら取れない状況に怒って叫ぶが、聖哉は冷静だ。

「今、俺はお前を完全に生き埋めにするつもりで土魔法を発動した。だがこの通り、お前の頭部は地上に出ている。俺がまだ土魔法に熟達していないせいもあるが、残念ながら現状このくらいまでしかお前を沈められないのだ」

「メチャクチャひどいこと言ってない!?　私を沈めることに一体何の意味があるんだよっ!?」

「いいから聞け。お前は特に『土魔法の耐性』を持っている訳ではない。だが、生物として存在している以上、多少の魔法耐性を持っている。だから完全には地中に沈まなかったのだ」

　そして聖哉は首無し獣人二体の体に触れる。

「『エンドレス・フォール無限落下』……！」

　途端、二体の獣人が土の中に吸い込まれるように消えた！

　わ、私の時と違って完全に沈んじゃった!?　あ……そうか!!　死んだ獣人なら魔法耐性はゼロ!!　だから土魔法が最大限にその威力を発揮したんだわ!!

「どのくらいの深さまで落としたの？　十メートルとか？」

「いや、もっとだ。この惑星の中心核まで何千キロあるか知らんが、とにかく落とせるところまで落とす。上手くいけば中心核に近付くことで生じる超高温で完全消滅する筈はずだ」

「!!　何千キロも死体を落とすの!?　落としすぎじゃない!?」

「欲を言えば気化するところをこの目で見て、より確実に安心したいが残念ながらそれは出来ない。なぜなら俺まで気化してしまうからだ」

　あ、当たり前じゃんか……！　真面目な顔で何言ってんの、この人……！

　ある意味、ヘルズ・ファイアで焼き尽くすよりも恐ろしい所行に戦せん慄りつしていると、

「おい！　何か音がしたぜ！」

「こっちだ！」

　新たな獣人達の声が！

「マズイよ、聖哉！　逃げなきゃ……って、待って!!　私の顔から下、まだ埋まってんだけどォォォ!?」

「構わん。このまま潜る」

　聖哉はすぐにケイブ・アロング移動式洞窟を発動。地上に出ていた私の顔も『ズポンッ！』と地中に潜る。

「……ぷはぁっ!?」

　落ちた先は狭い洞窟。突然、水中に放り込まれたような感覚に戸惑うが、聖哉は魔光石を取り出し、空洞内を照らしていた。

「よし。安全な場所まで移動開始だ。そして、そこから再度、獣人達を狙い撃つ」

　私は聖哉の後に付いていきながら、恐る恐る尋ねる。

「ねえ、聖哉……。一体アナタはこれから何をしようとしているの？」

「この町をブノゲオスの支配下から解放すると言ったろう。ケイブ・アロング移動式洞窟で目標を捕ほ捉そくした後、安全な位置からバースト・エア圧縮空土砲による中距離射撃を行い、敵戦力を削減する。つまり、」

　暗がりの中、勇者の目が鋭く尖った。

「獣人狩りだ」








第十章　過酷なモグラ生活






　バースト・エア圧縮空土砲で更に二体の獣人を退治した後、聖哉は半径一・五メートル程の狭い地下空間の真ん中に魔光石を置き、地面に腰を下ろした。どうやら小休止らしい。

「目標は三百体。残りあと二百九十六体だ。リスタ。お前が続きを数えておけ」

「う、うん。分かった」

　私にはガルバノの町を占拠している獣人達の正確な総数は分からない。だが三百という数字は他ならぬ聖哉が示した数である。それだけ倒せば、町を解放出来るという確信があるのだろう。

「一日五十体を目標にする。水や食料などを考えると一週間以内に片付けたいからな。……それでは続きを始めよう。準備はいいか？」

　私が頷うなずくと、聖哉は土壁に手を当てて集中。敵が辺りにいないのを確かめた後、立ち上がって、私の足首を持つ。高く掲げられ、顔面を地上に出した後、獣人達を捜す。発見後は距離を取り、聖哉が吹き矢で狙撃。全く危なげなく、獣人達を倒していった。

　最初は潜望鏡としての扱いに憤ったのだが、よくよく考えれば、これは聖哉との初めての共同作業だった。『仲間として役に立っている』──そんな充実感を感じながら私は敵の発見と報告に努めたのだった……。

　その日の夕刻。狭い洞窟内で聖哉が吹き矢を地面に置いた。

「よし。ＭＰ等まだまだ余力はあるが、相手は獣人。夜行性の者もいるだろうし、日が落ちてはバースト・エア圧縮空土砲の命中率も下がる。大だい事じを取って、今日の狩りはこれで終了としよう」

　聖哉らしい慎重さで一日目のハンティングは終わった。それでも今日、倒した獣人は目標より一体多い五十一体。上出来である。

　ケイブ・アロング移動式洞窟で作った地下洞窟で、聖哉は道具屋で買った保存食を食べた後で言う。

「では明日に備え、休むとしよう」

　──つ、遂に、これから二人っきりで夜を過ごすのね！　この狭い空間で寄り添い合って……！

　心臓の鼓動を早めていると、聖哉が立ち上がり、土壁に手を当てる。

「流石にこの狭さでは体の疲れが癒えない。少し洞窟内を広くする」

　狭かった洞窟は、音もなく拡張。半径三メートル程の円形の空間になる。魔光石を天井に数個セットし、ほの明るくした洞窟の地面に、聖哉は剣の鞘さやで線を引いた。

「俺とお前の境界線だ。許可無く、この線よりこちらに入るんじゃない」

「な、何よ、それ!!　失礼ね!!　私が聖哉を襲うとでも言うの!?」

「その可能性はある。何せ、お前は急に抱きついてきたりするからな」

　チッ！　バレてやがる！

「いいか。勝手にこの線より入ったら、お前を置いたままケイブ・アロング移動式洞窟を解除する」

「そしたら私、生き埋めになっちゃうじゃん……！　わ、分かったわよ……！」

　……想像した甘い生活とは、遠くかけ離れた陰惨なモグラ生活がこうして始まったのだった。




　モグラ生活二日目。

　朝が来たのも分からない常時同じような、ほの明かりのもと、聖哉は私の体を乱暴に揺すって起こした。

「いつまで寝ている。行くぞ」

　昨日と同じ手て筈はずで私が潜望鏡になり敵を発見、その後はケイブ・アロング移動式洞窟で移動して、遠くから狙い撃つ。

「三時の方向に一体発見！」

　頭部を地下に戻した後、私は聖哉に素早く指示を送る。何度も繰り返しているだけあって、もはや慣れたものである。昼を過ぎた時点で、倒した獣人の数は百体に近付いていた。

　既に、私は潜望鏡としての役割に誇りを持っていた。地下生活は不衛生かつ悲惨な状況下だったが、やりがいと充足感はあった。

　聖哉も真面目に頑張る私を少しは認めてくれたのだろう。地中にいる時の道具袋の管理を任されるようになった。

　だが……その日の狩りの後、衝撃的な一言が勇者の口から告げられる。

「土魔法の熟練度が上がった。もう潜望鏡はいらん」

「ええっ!?」

「これを見ろ。新土魔法『クリア・シーリング可視天井』……！」

　聖哉が洞窟の天井に手をかざすと、何と天井がガラス張りのように透明になった。

「向こうからは見えないマジックミラーのようなものだ。地上の様子がよく見えるだろう。更に『グラウンド・スルー土中貫通』という技も覚えた。これで天井の土壁をスルーしてバースト・エア圧縮空土砲の弾丸を撃ち込むことが出来る。つまり地下にいながらにして敵を捕捉、そのまま狙撃も可能になったのだ」

「そ、そう……。よ、よかったね……」

　時代の変化と共に需要が少なくなり、消えていく職業がある。聖哉の世界で言えば、牛乳配達やエレベーターガールのようなものだろうか。

　土魔法の熟達と共に私の仕事は無くなってしまったのだ。




　モグラ生活三日目。

　聖哉は新しい土魔法クリア・シーリング可視天井とグラウンド・スルー土中貫通の併用で、地中から敵を殲せん滅めつした。潜望鏡として私を使う方法より、より安全かつ時間効率も良く、獣人狩りはサクサクと進んだ。

　そして、その一方。私はボーッとした時間を過ごしていた。職を無くし、やりがいを失った私を襲ってきたのは虚無感であった。

　聖哉は必要な時以外、一切、私に話しかけてくれない。こちらから話しても、大事なことでない場合、基本的にスルーされる。

　狭く薄暗い空間でお風ふ呂ろにも入れず……いつしか私のストレスは限界に達していた。




　その日の夜。急に聖哉が境界線より、私のテリトリーに入ってきた。

　道具袋を覗のぞいた後、難しい顔で私を睨にらむ。

「おい、リスタ。食料が予定より減っているのは何故だ？」

「あ……ゴメン。食べちゃった……」

　そう。ストレスのせいもあって、私はコッソリ、食料を食べていたのだ。

「何故だ？　女神は死なないのだろう？　なのに、どうしてお前は俺より食べている？」

「いや、だって！　死ななくても、お腹はすくんだもん！」

「テヘッ」と愛想笑いしたが、聖哉は全くと言って良いほど笑ってはいなかった。

「だ、大丈夫よ！　まだまだ余裕はあるわ！　少なく見積もっても、あと四日は平気だから！」

「ふざけるな。一週間というのは、あくまで目安。戦況は常に変化する。場合によっては更なる期間、地中に潜ることも考えられる。この目減りした食料では不安だ」

　そして聖哉はぼそりと呟つぶやく。

「此処ここで新たな食材を見つけるしかあるまい」

　土壁に近付き、目を凝らす。やがて土の中にズボッと手を突っ込んだ後、

「キシャーッ！」

　聖哉の手の中には、体長十センチ程で、細かい牙きばを大きく剝むくミミズがあった。それを私の顔前に突き出す。

「おい。食べられるかどうか鑑定しろ」

「こ、こんなの食べられる訳ないじゃんか!!」

「いいから鑑定しろ」

　ブツクサ言いながら私は鑑定スキルを発動する。

『デスミミズ──イクスフォリアの地中に棲む生物ね。ちょっかいを出さなければ無害よ。あと、食べられるか食べられないかで言ったら──ギリ食べられます』

　う、うわ……ギリ食べられるんだ、コレ……！　でもこんなの絶対食べたくないし……！

　私は残念そうに肩をすくめて見せた。

「ダメね。これは完全に無理。食用ではないわ」

　すると聖せい哉やは氷のような目で私を睨み付けた。

「この噓つき女神め……。『食べられる』と鑑定結果が出ているだろうが」

「なっ!?　どうして分かるの!?　ま、まさかひょっとして、アンタも鑑定スキルを持ってるの!?」

「お前に出来て俺に出来ない筈はずがあるまい」

「騙だましたのね!!　ひどいっ!!　ひどいわっ!!」

「ひどいのはお前だ。もう勘弁ならん。……食え」

　恐ろしい形相でデスミミズを持った聖哉が迫る！

「い、イヤよ!!　私は女神!!　デスミミズなんか死んでも食べるもんですか!!」

　だが聖哉は私の口に、生きたままのデスミミズを無理矢理、突っ込んだ！

「!!　もがががががががが!?」

　両手でアゴを上下に動かされ、デスミミズを咀そ嚼しやくさせられる！　お口いっぱいに形容しがたい苦みが広がってゆく！

「うっぇぇぇ……!!　おっげぇぇぇ……!!」

　涙目の私に、勇者が吐き捨てるように言う。

「今日からお前の主食はデスミミズだ」

　……就寝時。目を閉じても、沢山のデスミミズがまぶたの下でウネウネと蠢うごめいていた。

「うえへへへ……！　デスミミズが一匹、デスミミズが二匹、デスミミズが……」

　過酷な環境下、私の精神はかなりおかしくなってきていた。








第十一章　焦りと苛いら立だち






　モグラ生活四日目。

　悲惨極まる地下生活の一方、獣人狩りは予想以上に捗はかどっていた。私のカウントが正しければ、倒した総数は既に二百五十体を超えている。

　土魔法のみならず愉快な笛吹きとしての熟練度も上がったようで、スキル『細やかな笛吹き』を身に付けた聖哉は、バースト・エア圧縮空土砲射出時の更なる消音にも成功していた。射程距離も伸び、吹き矢はもはやサイレンサー付きの狙撃銃。気配すら感づかせることなく、着実に獣人を掃討する所行は一流暗殺者の如しであった。

　そんな折、聖哉が新たなプランを打ち出した。

「そろそろ今回の最終目的であるブノゲオスの偵察に行こうと思う」

　……狩りは順調とはいえ、まだ提示した目標の三百体には達していない。この時点でのブノゲオス偵察は、慎重な聖哉にしては早急な気がしたが、

「ひょっとして、呪縛の玉？　ブノゲオスの住処に行って玉を見つけに行く──そのつもりなんでしょ？」

　ブノゲオスが持っているという呪縛の玉を破壊すれば、神界に戻って修行することが出来る。聖哉はその為に危険を冒してまで、ブノゲオスを偵察しに行くのだろうと思った。

　しかし聖哉は「フン」と鼻を鳴らしたのみ。そのままツカツカと歩いて、地下洞どう窟くつを移動させようとする。

「ちょ、ちょっと待ってよ!?」

「とにかく行くぞ。付いてこい」

　深く語らず先を急ごうとする聖哉の背中を見て、ふと、心のなかにこんな考えが過った。

　ひょっとしたら聖哉……私みたいに、この地下生活にうんざりしてるんじゃ？　だから一刻も早くブノゲオスを倒そうとして……？

　焦りや不安からきた行動は、往々にして良い結果を生まないものである。それでも私は心の中で首を横に振った。

　いや……聖哉を信じよう！　もう向こう見ずじゃないんだし、きっと何らかの考えがある筈よ！

　それに私だって出来ることなら、このモグラ生活から早く解放されたい。ブノゲオス偵察に強く反対する理由はなかった。




　今まで狩り場としていた廃屋周辺を離れ、奴隷市場に向かう。地中にて獣人達の会話に耳を澄ませてリサーチした結果、市場の近くにブノゲオスの屋敷があるのは分かっていた。ブノゲオスは貴族の豪邸をそのまま住処に使っているらしい。

　奴隷市場に着いた後は、地下からクリア・シーリング可視天井で、それらしき屋敷を探す。やがて、朽ちてはいるものの、この町で一番大きな屋敷を発見した。獣人達から盗み聞きした外観から、どうやら此処に間違いない。

　聖哉は迷わず、屋敷まで足を進める。

「だ、大丈夫かな？　地下だし、絶対見つからないよね？」

　聖哉のことだから安全面を重視しているとは思うが、もしも万が一、ブノゲオスに見つかれば、その時点でアウト。ブノゲオスの能力値は他の獣人の比ではないのだ。

　しかし聖哉は自信ありげだ。

「心配ない。ケイブ・アロング移動式洞窟も進化している。内部の防音に加え、現在は地下三メートルの位置まで沈んで移動している」

「あっ。だから、クリア・シーリング可視天井で見える景色がいつもより遠い訳ね」

「うむ。いざとなれば、地下十メートルまで潜ることも可能だ。それだけ潜れば、通常の攻撃はまず届くまい」

　納得した後、聖哉に続くように歩き、屋敷の床下に進入する。クリア・シーリング可視天井で透過されているとはいえ、洞窟の天井には暗い床下が映っているだけだ。しかし、耳を澄ませるとギシギシと床を歩く音。そして……

「糞がああああ!!　コソコソと俺の部下を闇討ちしやがって、あの腰抜け勇者めえええええ!!」

　ブノゲオスの怒声が聞こえた。

　聖哉は、洞窟の地面にどっかと腰を下ろし、ブノゲオスの動向に耳をそばだてている様子だった。

　ブノゲオスはゲアブランデの戦帝に匹敵するステータスを持つ強敵である。まともに戦えば今の聖哉に勝ち目はない。その為、ブノゲオスの屋敷の真下に位置するという危険を冒してでも、付けいる隙を探るべくリサーチしているのだろう。

　私も静かに耳を澄ませていると、ブノゲオスが頓とん狂きような声を上げた。

「こ、これはグランドレオン様！」

　──!!　グランドレオンですって!?

　ブノゲオスより格上かつ、このラドラル大陸全土を統べると言われる魔物の名が聞こえ、動揺するが、どうも部屋にはブノゲオスしかいない。「ええ、はい、ええ……」と独り言のように喋しやべっている。どうやら水晶玉を用い、遠隔で会話しているようだ。ちなみにグランドレオンと思しき相手の声はくぐもっていて全く聞こえない。

「いやあ、勇者のせいで獣人がずいぶんやられちまいまして……えっ、やられた数ですかあ？　えぇと、それは、その、沢山で……はぁ……今度までには必ず正確な数を……」

　倒された獣人の数を聞かれて戸惑っていたようだが、突然、ブノゲオスの声が弾んだ。

「……おおっ！　奴を送って下さるのですかあ！　そうか、そうかあ！　そうなりゃ勇者など恐るるに足らずだあ！　ほうほう、更に……！　ブヘヘヘへ！　それは助かりますなあ！」

　私は聖哉に小声で話しかける。

「何だかすっごく気になること言ってるけど……？」

「うるさい。今、俺に話しかけるな」

「ご、ごめん……」

　集中してブノゲオスの情報を集めているのだろうと、口をつぐんだその時であった。

「……ブゥ」

　私の隣から豚の鳴き声がした。当然だが隣には聖哉しかいない。聞き間違いかと思った瞬間、

「ブゥ。ブブゥ」

　やはり聖哉だった。聖哉は、いつもの凜り々りしい顔のまま、豚のように鳴いていた。

「ブゥブ、ブゥ。ブゥブ、ブゥ、ブゥ、ブゥ」

　──いや、ちょっと、何コレェ!?　この人、何でいきなり鳴き出したの!?

　またしても『状態』がおかしくなっているのでは……と能力透視を発動してみたが、偽装のスキルを発動しているらしく、聖哉の能力値は見えなかった。

　──せ、せっかく『向こう見ず』から『慎重』に戻ったと思いきや、今度は『豚』ですか……!?　やっぱり過酷な地下生活が精神に影響を……!!

　私もずいぶん鬱うつになっていたが、もはや自分のことなど気にしていられない。それよりも、蝕むしばまれていく聖哉の精神の方が心配であった……。




　モグラ生活五日目。

　狩りを早々に終えた私達は、またもブノゲオスの屋敷下にて聞き耳を立てていた。

「ねえ、聖哉。調子はどう？　ブノゲオスの弱点とか分かった？」

　耳元で囁ささやくが、聖哉は無言。ブノゲオス攻略の糸口が摑つかめず、イライラしているのかも知れない。

　私はデスミミズを半分千切って聖哉に差し出してみた。

「あんまり根を詰めると良くないよ？　デスミミズでも食べたら？　慣れると、そこそこおいしいよ？」

「いらん」

「そう……」

　寂しく一人でデスミミズを食べていると、突然、

「ブヘヘヘへヘヘヘヘ」

　聖哉が豚のような下品な声で笑った！

「!!　ど、ど、ど、どうしたの!?　いきなり変な声で笑ったりして!?」

「いや。何でもない」

　だ、ダメだ!!　これはもう本格的にマズい!!　かなり精神に異常をきたしてる!!

『獣人達の隙をつき、一いつ旦たん、廃屋から希望の灯火に戻ってはどうか？』と提案したが、すぐさま却下された。こんな精神状態では、気持ちを逆さか撫なですると何をしでかすか分からない。私はそれ以上、強く言うのを止めた……。




　モグラ生活六日目。

　今日も今日とて屋敷の下で、ブノゲオスの動向に聞き耳を立てる聖哉。

　するとブノゲオス以外に新たな足音がした。どうやら屋敷に別の獣人がやって来たようだ。ブノゲオスの声が弾む。

「おおっ！　ようやく来てくれたのかあ！」

「キキッ！　グランドレオン様の言いつけだからね！　遥はる々ばる、飛んできたよ！」

「それじゃあ早速、お前の力を使って勇者を探しに行くかあ！」

「いやぁ、案外もうこの近くにいるかもよ！」

　その刹せつ那な、

『キィィィィィン』

　人間より可か聴ちよう領域が広い私の耳に微かな高音が聞こえた。どうやら聖せい哉やにも聞こえたらしい。

「飛んできた、と言っていたな。コウモリ型の獣人か。詳しくは分からんが、超音波を出した。ケイブ・アロング移動式洞窟の位置を摑まれたかも知れん」

「ええっ!?　土の中にいるのに!?」

「超音波によるエコーロケーション反響定位は水中、土中を問わず有効だ」

「や、ヤバいじゃんか!!　もっと深くまで潜ろう!?」

「ダメだ。ブノゲオスの膂りよ力りよくなら、ケイブ・アロング移動式洞窟の限界十メートルまで潜ったところで攻撃が到達し、そのまま生き埋めにされる危険性がある」

「!!　この前『心配ない』って言ってたのに!?」

「あくまで『通常の獣人の攻撃ならば』だ。それより行くぞ。モタモタしていては先手を取られる」

　聖哉はすぐさまケイブ・アロング移動式洞窟を解除。私達の体は地中から、せり上がる。

　屋敷の床下と地面との狭い空間に達し、屈みながら床下から抜けだそうとした時、頭上の床が音を立てて砕け散った！

「キキキッ!!　ほうら、居たよ!!」

　砕けた床から顔を覗のぞかせたのは、口元を歪ゆがめたコウモリの獣人だった！

　私は「見つかった！」と絶望するが、聖哉は既に吹き矢を口元に運んでいる！　不用意に床下を覗き見みたコウモリ男にバースト・エア圧縮空土砲が至近距離で炸さく裂れつ！　コウモリ男の頭部が破壊、体ごと崩れ落ちる！

　頭部の無くなった死体を弾き飛ばすように床下から出るや否や、聖哉は間髪容れず、ブノゲオスにもバースト・エア圧縮空土砲を発射した！　床下に居る時、既にブノゲオスの位置を把握していたのだろう。突如現れ、照準を定めた聖哉の攻撃をかわす反射神経はブノゲオスにはなかった。

　バースト・エア圧縮空土砲の弾丸がブノゲオスの頭部を揺らす。だが……

「痛ってえなあ、この野郎……!!」

　ブノゲオスは撃たれた頭部を手で押さえつつ、聖哉を睨にらんでいた！　見れば血が滲にじむ程度の軽傷だ！

「糞があああああ!!　今まで俺の家の地下に隠れてやがったのかああああああ!!」

　──ま、マズい、マズい、マズすぎる！　バースト・エア圧縮空土砲は『愉快な笛吹き』である聖哉の唯一無二の攻撃技！　なのに、それがブノゲオスには通じない！

　荒れ果てた、だだっ広い室内で、ブノゲオスは背中の斧おのを手に取った。チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を内包する凶器を私達に向ける。

「今度は絶対に逃がさねえぞお……!!」

　もう目め眩くらましの火炎魔法は使えないし、ケイブ・アロング移動式洞窟で潜ったところで地盤を破壊され、生き埋めにされる！

「ど、どうしよう、聖哉！」

　ちらりと聖哉を見ると、何とプラチナム吹き矢を胸元に仕舞っている！

　あ、諦あきらめて戦闘放棄した!?　ダメだあああああああ!!　もう終わったああああああ!!

　だが次の瞬間。聖哉は自分の顔前に手をかざし、呟つぶやく。

「ジョブ・チェンジ職業転換……！　『愉快な笛吹き兼、土魔法使い』から、『土属性の魔法戦士』へ……！」

　眩まばゆい光に包まれる聖哉を見ながら、私は愕がく然ぜんとする。

「そんな……噓でしょ!?　希望の灯火のエンゾさんに頼まなくても職業転換出来るの!?」

「あんな歯抜けのジジィに出来て、この俺に出来ない道理がなかろう。一度見ただけで習得済みだ」

　ものすごく失礼なことを言っているが、この勇者はエルルのファイア・アローも、私の鑑定スキルもアッという間に習得した前例がある。

　体を覆う光が去った後。聖哉の外見は愉快な笛吹きから、魔法戦士の装備へと変へん貌ぼうを遂げていた。

　ほ、本当に職業転換出来たの？　……そうだ!!　能力透視で確かめてみよう!!　職業が変わったばかりなら、偽装スキルを使う暇はなかった筈はず!!

　職業を見極めることに重点をおき、私は能力透視を発動してみた……。





竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉や

職業・魔法戦士（土属性）

Ｌｖ：99（ＭＡＸ）

ＨＰ：３２１９６０　ＭＰ：８８１５５

攻撃力：２９３４１２　防御力：２８７６４４　素早さ：２６８８７５　魔力：５８７５１　成長度：９９９（ＭＡＸ）……






　み、見えた!!　本当に魔法戦士になってるわ!!　って……えええええっ!?

「む。見るな」

　私の能力透視に気付いた聖哉が、すぐさま偽装のスキルを発動。ステータスが砂嵐のようになって見えなくなった。

　とにかく、聖哉の言ったことは本当だった。聖哉は自力で職業転換していた。

　だが……それよりもっと驚くことがあった。

　──れ、レベルＭＡＸ!?　どうして!?　一体いつの間に!?　い、いや……待って!!　そりゃあそうよ!!　だってあれだけの数の獣人をバースト・エア圧縮空土砲で倒しまくったんだ!!　聖哉がデフォルトで持っているスキル『獲得経験値増加』の効果も相まって、レベルは跳ね上がるに決まってるじゃない!!

　敵を倒せばレベルが上がるのは当然。だが、この勇者は、そういう普通のレベル上げなど今まで一度もしてこなかったから、すっかり失念していたのだ。

　私の驚きよう愕がくなど知らず、聖哉は平然と艶つややかな黒髪をかき上げる。

「コウモリ男を倒したことで、目標の三百体討伐を達成。同時にブノゲオスの偵察も完了。もはや此処ここにいる意味はない」

　聖哉の言葉にブノゲオスは顔を歪める。

「何をゴチャゴチャ言ってんだあ!?　そんなことより俺と戦う準備は出来たのかよお!?」

「準備か。ああ、そうだな……」

　聖哉が鞘さやからプラチナソードを抜いた。久し振りに握った剣を腕に馴な染じませるように、ヒュンヒュンと華麗に振り回した後、剣先をピタリとブノゲオスに向ける。




「レディ・パーフェクトリー準備は完全に整つた」








第十二章　封殺






　──ひ、久々に聞いたわ……!!

　この台詞を言った後、聖哉は圧倒的な力で敵を打ち倒してきた。だが安心は出来ない。ブノゲオスは、とんでもない強敵だ。素早さ以外の数値はレベルＭＡＸとなった聖哉に勝るとも劣らない。その上『邪神の加護』や『全属性魔法軽減』などのスキルも兼ね備え、私達の魂を破壊する武器まで持っている。きっと戦帝と戦った時のように、一瞬たりとも油断の出来ない接戦になる筈だ。

　……戦いの火ひ蓋ぶたを切ったのは聖哉だった。剣を振り上げ、レベルＭＡＸの超絶スピードにてブノゲオスに至近──したかと思いきや、身構えたブノゲオスの隣にあったテーブルを破壊する。

「ええっ!?」

　私は驚くが、砕け散ったテーブルの周りでガラスのような破片がキラキラと輝いている。

　ブノゲオスが笑う。

「ブヘヘヘヘ。残念だったなあ。叩たたき割ったのは『呪縛の玉』じゃねえぞお。テーブルの上にあったのは、ただの水晶玉だあ。呪縛の玉は絶対に分からねえところに隠してあるんだからなあ」

『剣でブノゲオスを攻撃すると見せかけて、呪縛の玉を狙う』……聖哉らしい行動だと思った。だがそれが呪縛の玉ではないと嘲あざ笑わらわれても、聖哉の表情に変化はない。

「グランドレオンとの通信手段を断っただけだ。戦闘の終盤、苦境に陥ったお前が奴に助けを乞こうことが予想される」

「な、何だとお……!?」

　小馬鹿にされ、ヒクヒクと鼻を痙けい攣れんさせるブノゲオスを尻しり目めに、聖哉は何と剣を翻し、鞘に仕舞った。

「聖哉!?　どうして!?」

「剣はトドメを刺す時に使う。それまでは土魔法だけで充分だろう。ちなみにレベルＭＡＸにしたのも念の為だ。実際、もっと低いレベルでもコイツ程度になら確実に勝てた」

「ええええっ!?　じゃあ何で三日間も掛けてブノゲオスを偵察してたのよ!?」

　私は驚き、そしてブノゲオスは顔を真っ赤に紅潮させる。

「ふ、ふ、ふざけやがってえええええ!!　この野郎があああああああ!!」

　斧を振りかざし、聖哉に突進しようとする！　だがその途端、ブノゲオスは大きな音を立てて、無様に転倒した！

「ああああああ!?　何だああああああ!?」

　見れば、ブノゲオスの足首に何かが絡みついている！　一見すると太いロープ……だが意思を持っているようにクネクネと動くそれは褐色の蛇！　いつの間にか、私達が出てきた床下から長く伸びて、ブノゲオスの足にまとわり付いている！

　あ、あれは……土魔法!?　そうよ、オートマティック・フェニックス鳳凰自動追撃のように、ハイ・ウィザード高位魔術師のみが生み出せる、遠隔操作可能の魔法蛇なんだわ!!

　足に絡まっていた土蛇は鎌首をもたげ、ブノゲオスの腰に食らいつこうとするが、

「こんなもん、何だってんだあ!!」

　斧を伸びた胴体に叩き落おとすと、土蛇はその体を土砂と化し、呆気あつけなく床に飛散した。

「ブヘヘヘ！　大したことねえなあ！」

　余裕の表情を見せたブノゲオスだったが、瞬間、音を立てて、部屋の至る所の床が裂ける！　そして、そこからウネウネと数十匹もの土蛇が出現する！　更には壁や窓からも土蛇が進入してくる！

　抑揚のない声で聖哉が言う。

「何百匹もの土蛇が屋敷を取り囲んでいる。逃げることも出来ないし、外にいる仲間の獣人が助けに来ることもない。此処は既に土蛇の巣なのだ」

　い、いつの間に、こんな大量の土蛇を!?　……そうか！　聖哉はただ三日間、ケイブ・アロング移動式洞窟で地下に籠こもってブノゲオスを偵察してた訳じゃない！　時間を掛けて土魔法で土蛇を生み出してたんだ！　そしてそれを屋敷の周りに放っていた！

　無数に床から這はい出る土蛇！　壁や天井からも穴を開けてワラワラと湧いている！　そして囲むようにブノゲオスに迫っていく！　その不気味な光景に私の背筋は凍り付く！　もはや、これは悪魔の所行！　とても世界を救う勇者の技とは思えない！

　無数の蛇が一斉にブノゲオスに飛びかかろうとした瞬間、

「舐なめるなあああああ!!　ゴッド・チョッパー神裂戦斧!!」

　ブノゲオスが縦横無尽に斧を振り回す！　ブノゲオスに食らいつこうとしていた土蛇たちは直前、斧に掠かすっただけで、或あるいは風圧に触れただけで土砂に戻り、床に散らばった。

「な、何てパワー……!!」

　一瞬で十数匹の土蛇を葬った攻撃力に驚愕していると、ブノゲオスが床に落ちた土塊つちくれを見て、ほくそ笑む。

「魔法で作った蛇だからって、一度、土に戻したらもう再生は出来ねえようだなあ……」

　ブノゲオスは斧を持っていない方の手を鋼の胸当てに当て、自らの装備を剝はぎ取った。

「ええっ!!」

　胸当てを外したブノゲオスを見て、吃きつ驚きようする！　胸から腹にかけて、乱らん杭ぐい歯ばを剝むいた巨大な口が、ぽっかりと大きく開いていた！

「土蛇ごと、お前らを丸まる吞のみにしてやるよおおおおおおおお!!」

　ま、丸吞み!?　噓でしょ!?　まさか……!!

　私は救いを求める眼差しを聖せい哉やに向ける。

「どうしよう、聖哉!!　アイツ、あの口の中に私達を吸い込もうってんじゃ!?」

「そうだな。奴の特技にそれらしき技があった。そこで、リスタ。お前の出番だ」

「えっ!!　わ、私っ!?　一体、何をすれば!?」

「沈め」

「へ？」

　急に聖哉は腕を振りかざすと、

　ゴスーン!!

　いきなり私の脳天に、げんこつを喰らわした！

「!!　はおわあああああっ!?」

　バキバキ、ボッコーン!!

　凄すさまじい勇者の拳こぶしで、私の下半身は傷んでいた床板を突き抜け、土中に埋まる！

「お、お、お、お前……いきなり何してくれてんじゃあっ!!」

　下半身が埋まったまま、聖哉を見上げて叫んだ、その時。

「死ねえええええええ!!　バキューム・シュレッダ吸引嚙砕!!」

　ブノゲオスの胸腹部にある口が張り裂けんばかりに大きく開いた！　予想通り、耳を揺さぶる吸気音と共に部屋中の物や土蛇が、その中に吸い込まれていく！　私の自慢の金髪も持って行かれそうになる！

「うわわわわわっ!!」

　引き付けた後、魂を破壊してから飲み込もうというのだろうか。ブノゲオスはチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を誘発する斧を片手に待機していた。

　──ヤバい、ヤバい!!　殺されちゃううううううう!!

　焦るが、下半身がしっかりと地中に埋まっているせいで、私はブノゲオスの吸引にどうにか耐えていた。そして……聖哉は聖哉で、埋まった私の肩に腕を回し、ブノゲオスの吸引力に抗っている！

「いや、ちょっと待って!!　何コレェ!?　私は『つっかい棒』じゃねええぇぇ……、」

　などと叫んでみたものの、状況をよくよく認識してみれば、まるで聖哉が私の背後から抱きついているかのようではないか。

　あ、アレ……？　ちょっとコレ……いいじゃない？　何だか素敵じゃない？　……いいや、もう。私、つっかい棒です。倒れないように、しっかりアナタを支えます。つっかい棒ですからね。

　一瞬、頭の中がお花畑になったものの、私はすぐに現実に引き戻される。

　部屋に無数にいた土蛇が、一匹もいなくなっていたからだ！

　ブノゲオスは吸引を一時停止。腹の大口を閉じた後、満足げに笑った。

「ブヘヘヘへ！　全部、粉々に破壊してやったぞお！」

　や、やっぱりとんでもない怪物だわ！　余裕ぶってないで、剣を抜いて本気で戦わないと！　でも奴にはバキューム・シュレッダ吸引嚙砕がある！　発動されれば身動きが取れない！　一体どうやって戦えばいいの？

　私の狼ろう狽ばいとは裏腹に、聖哉は私の肩から手を放し、そのまま無防備にブノゲオスと対たい峙じする。

「聖哉!?　私から離れちゃダメだって!!　今、バキューム・シュレッダ吸引嚙砕を発動されたら、吸い込まれちゃうよ!?」

「その心配はない。既に勝敗は決している」

　そして聖哉は淡々と語る。

「ブノゲオス。お前は全ての土蛇を嚙かみ砕くだき、破壊したと思っているようだが、そうではない。あえて破壊されたように見せかけ、土砂に戻していた蛇も混じっていたのだ」

「あぁん？　何だってえ？」

「そして、それは今。お前の腹の中で再度、土蛇に変形している」

「お、お前……!!　ま、まさか……!!」

「外側は全魔法軽減のスキルを用いてカバーしていても、内側は案外、脆もろいのではないか？」

　ブノゲオスの顔から血の気が引く！　勇者の冷淡な視線がブノゲオスを射抜く！

「食い破れ……トランスフォーム・オートマティックナーガ土蛇変化自動追撃……！」

　途端、ブノゲオスの腹部、胸部が内側から何本もの細長い棒で押されたように膨れあがった！　そして耳を塞ふさぎたくなるような肉を切り裂く音と共に、

「ぐわああああああああ!!」

　土蛇達がブノゲオスの体を突き破る！

「ひいいいっ!?」

　ホラーな光景に私は叫んでしまう！　手足を除く体の至る所から、オートマティック・ナーガが血ち飛沫しぶきを撒まき散ちらし、肉を食い破りつつ、這い出してくる！

　最後の一匹が脇腹の辺りから這い出した時、ブノゲオスは頭部と腹部の両の口から黒い血液をゴボッと吐き出し、巨体を床に前のめりにしてくずおれた。

　……しばらく経っても、ブノゲオスはピクリともしない。

「や、やったの？」

「うむ」

　聖哉は私の頭頂部を片手で摑つかむと『ズボオッ！』と地面から引き抜いた！

「!?　ウォォォイ!!　なんちゅう引き抜き方すんの!?　私ゃ、畑のダイコンか!?」

　ぞんざいな扱いに怒るが、聖哉は私を無視。私は気持ちを切り替えて、ブノゲオスを倒した手際に感心する。

「それにしても凄すごいわ。本当に剣を使わずにブノゲオスを倒しちゃった。しかも、圧勝。とんでもないわね、土魔法って……」

「そうだな。他の魔法よりも敵を欺くことに長けている。上手く使えば今回のように、相手のステータスを度外視して倒すことが出来るだろう」

「うん、うん！　これさえあればグランドレオンとかいう奴もどうにか攻略出来るかも！」

「それは早計だ。此処ここから先は土魔法だけでは心許ない。更なる能力が必要になるだろう。その為に一いつ旦たん、神界へと戻る。呪縛の玉を破壊して……な」

「あ！　そういや、それって何処にあるんだろ？　ブノゲオスは絶対見つからない場所に隠してあるって言ってたけど……」

　そしてキョロキョロと部屋を窺うかがった私は、戦せん慄りつした。

　いつの間にか、ブノゲオスの巨体がゆらりと立ち上がっている！

「せ、聖哉!!　生きてる!!　アイツ、まだ生きてるよ!!」

　慎重な聖哉が『勝敗は決した』と断言した！　だから、私はその言葉を信じた！　だが、体を内部から食い破られ、ドス黒い血液を止め処なく滴らせながらもブノゲオスは生きていた！　信じがたい生命力！　そう、此処は難度ＳＳイクスフォリア！　聖哉も私もそのことを忘れ、慢心していたのだ！

「まだだ……まだ終わってねえぞお……！」

　言うや、ブノゲオスは己の指を左目に突っ込んだ！

「うわわっ！」

　直視することすら憚はばかられる光景！　ブノゲオスはブチブチと左の眼球を指で引っ張り出す！

「ブヘ……ブヘへへへ！　これが……『呪縛の玉』だあ……！　魔王様に体内に埋め込まれてたんだよお……！　ま、町全体を呪縛で包む程の魔力を宿した、この玉を飲み込むことで……お、俺の能力は飛躍的に向上するんだあ……！」

　そしてブノゲオスは眼球──いや呪縛の玉を口元へと運ぶ！

「油断してトドメを刺さなかったのが、お前の敗因だあ!!　見て驚けえええええ!!　これが俺の第二形態!!　『ビースト・ハザード魔獣生態変異』だあああああ!!」

「せ、聖哉!!」

　焦る私と対照的に聖哉はまるで取り乱していない。

「第二形態か。どんな感じになるか少し興味はあるが、見ないし、驚くつもりもない。お前が俺に勝つつもりなら最初から目玉をくり抜き、その技を行使すべきだった。ならば、少しは勝率も上がったろう。まぁ、そうさせない為にお前を苛いらつかせていたのだが」

　ブノゲオスが今まさに玉を飲み込もうとした時、

「グボオッ!?」

　ブノゲオスの喉のど元もとが膨れ上がる！　不意にブノゲオスの口から飛び出した何かが、ブノゲオスより早く呪縛の玉を喰らった！　それは玉をくわえたまま、聖哉の足下まで這い寄よって来る！

「言った筈はずだ。既に勝敗は決している、と」

　ブノゲオスと同じく、私も目の前の光景に絶句してしまう！

　呪縛の玉をくわえているのは──土蛇！　ブノゲオスの口から突如現れた土蛇が、呪縛の玉を奪ったのだ！

「そ、そんな……!!　まだ体内に残していたの……!?　どうして……!?」

「ブノゲオスはＨＰが高い。体内に侵入させたオートマティック・ナーガでは致命傷は与えても絶命させられない可能性があった。故に、土蛇をあえて一匹忍ばせておくことで、半死半生のブノゲオスが何かしらの反撃に出るのを前もって封殺する──まぁ、これも念の為だ」

　聖哉がパチリと指で合図すると、土蛇は音を立てて呪縛の玉を嚙み砕いた。

　ブノゲオスが恐怖の表情を見せて、後ずさる。

「な、何なんだ……！　何なんだあ、お前は……！」

「呪縛の玉も破壊した。それでは宣言通り、トドメは剣で刺すことにしよう」

　聖哉は鞘さやから剣を抜くと「コォォォォ」と静かに息を吐き出した。プラチナソードが聖哉の呼吸に反応するように光を帯びる。部屋の空気が振動する。

　かたや無傷に、かたや瀕ひん死し。もはや観念したのだろう。ブノゲオスが大声で叫ぶ。

「お、俺をやったところでお前はもう終わりだあ!!　夕刻にはグランドレオン様がガルバノを視察に来られる!!　思い知るがいい!!　小細工など全く通用しない、圧倒的に凶悪な獣皇の力をなああああああ!!」

　聖哉は両手でプラチナソードを持ち、大上段に構える。そして……

「アトミック・スプリットスラッシュ原子分裂斬……！」

　ゲアブランデで見せた土属性の魔法剣がイクスフォリアでも復活！　剣がブノゲオスの頭頂に振り下ろされた刹せつ那な、爆発にも似た轟ごう音おんと衝撃波が巻き起こる！

　屋敷の床が裂け、クレーターのように陥没した地面に、ぐったりと横たわるブノゲオスに向け、

「死んだように見えるが……もう二、三発いっておこう」

　再度、容赦のない攻撃が振り落とされた……。

　レベルＭＡＸのアトミック・スプリットスラッシュ原子分裂斬を数発喰らい、それでもブノゲオスは未だに原型をとどめていた。

　私は今度こそ油断せずに能力透視を使い、ブノゲオスの絶命を確認する。間違いなく事切れている筈なのに、聖哉は更に土魔法を発動。チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を宿した斧おのごと、エンドレス・フォール無限落下で奈な落らくへと叩たたき落おとしていた。

「ねえ、聖哉！　今から此処にグランドレオンが来るんでしょ？　早く逃げた方がよくない？」

　しかし聖せい哉やはまるで慌てる素振りを見せず、アゴに指を当て、考えるような仕草をしていた。

「奴がガルバノ視察を決めたのは、ブノゲオスと水晶玉で会話した一昨日。あの時点で探りを入れようとするとは、なかなか用心深い奴だ。まぁ……それも想定の範囲内だが」

　ようやく聖哉は私に統一神界への門を出すように指示してきた。出現させた後、私は恐る恐る門を開いてみる。

「あっ！　門の中にあった壁が消えてる！　これなら帰れるわ！」

「グランドレオンは夕刻に来る、と言っていた。それまで後一時間程度。予定より早く来ることも想定して、三十分以内に統一神界にて、グランドレオンに対抗する新たな特技を身に付けよう」

　三十分──つまり時の流れの遅い神界で換算すると、二日程度。たったそれだけの期間で大丈夫なのかしら。いや……今はとりあえずこの瞬間を喜ぼう！　神界に戻れるんだ！　もうデスミミズも食べなくていいし、お風ふ呂ろにだって入れる！

　門を潜りながら、私は聖哉に微笑んだ。

「よかったね！　地下生活から解放されて！　聖哉も、おかしくなりかけてたもんね！」

「誰がだ。お前と一緒にするな」

「またまたぁ！　ブヘヘヘとか笑ったりしてたじゃん！　結構、ギリギリの状態だったくせに！」

「あれは今後を見据えてのことだ」

「は、はぁっ？　何よ、それ？」

　聖哉の言った意味が分かったのは、神界に帰ってからのことであった……。








第十三章　変化の神






　今回、私が門を出したのは統一神界の広場だった。

　邪気の蔓まん延えんするイクスフォリアから、清らかなオーラに満ちた神の園への移動。そのギャップは凄すさまじかった。

「あー！　やっと帰って来たわねー！」

　大きく背伸びして、新鮮な空気を肺に入れた時、

「リスタ!?」

　聞き慣れた声がして振り向く。広場の一角──パラソル付きのガーデンテーブルのもと、アリアが目を丸くしていた。椅子から立って、私に駆け寄ってくる。

「ずっと心配してたのよ！」

　イクスフォリアで一週間近く帰って来なかったということは、こちらでは二年程、時間が過ぎていることになる。私も含め、神界に住む神々は永遠の命がある為、時間の感覚がルーズであり、数年などたいした時間経過だとは思わない。それでもアリアは目に涙を溜ため、私との再会を喜んでいた。

「水晶玉じゃイクスフォリアの様子は見えなくなっちゃうし、敵がチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を宿した武器を持っているとも聞いたし……とにかく私、アナタ達が気がかりで！」

「ありがとう、アリア！　でも何とか大丈夫よ！」

　笑顔を繕うが、私と聖哉を交互に見て、アリアは訝いぶかしげな顔をする。

「ホント？　アナタ達、ボロボロよ？」

　目線を下げて自らの体を眺める。長い土中生活のせいで私は泥に塗まみれ、真っ黒だった。すると、

「ホントだ。女神とは思えん」

「に、臭いも、ひ、酷いぞ。り、リスタ……」

　またしても聞き覚えのある声。顔を上げればセルセウスとアデネラ様だ。示し合わせたように互いに鼻をつまんでいる。

「い、いやこれは土の中でずっと暮らしてたから！」

　私の言い訳を聞かず、三人は聖哉を眺め始めた。聖哉も私と同じように汚れているのだが、

「聖哉は何だかワイルドね！」

「う、うん。か、かっこいい」

「リスタとは全然違うな。渋みが増したように感じるぞ」

「!?　何でだよ!!」

　同じように土中生活して、何で私だけ臭くてボッロボロになってんの!?　全く意味が分かんないんですけど!?

　怒る私にセルセウスが湯気の立つコーヒーカップを勧めた。

「まぁ飲め。エスプレッソだ」

　ふと私は、セルセウスの出で立ちが違うことに気付く。ベストを着て、襟元に蝶ちようネクタイを付けている。

「ど、どうしたの？　その格好？」

「ああ、これか！　実はお前達がいない間、紆う余よ曲きよく折せつあってな！　遂に念願のカフェを始めたんだ！　此処が『カフェ・ド・セルセウス』だ！　皆の憩いの場として使ってくれ！」

「そ、そーなんだ……」

　よく見れば周りにはガーデンテーブルが数脚あり、オープンカフェの様相だ。

　だからアリアもアデネラ様もこの一角に集まってたんだ……ってかセルセウスって、確か剣神よね？　なんでカフェのマスターになっちゃってんの？　ま、まぁ本人がそれでいいなら別にいいけど……。

　熱いコーヒーを啜すする私に、セルセウスは木の枝のような物をズイッと差し出してきた。

「新作のチュロスだ！　うまいぞ！」

　いや、手で握って出されても!!　皿に入れて出しなさいよ!!

　普段なら絶対に食べないところだが、今の私はとんでもなく空腹だった。奪い取るようにしてチュロスに食らいつく。

「ど、どうだ？　うまいか？」

「おいしい！　おいしいわ！」

「本当か!!」

「うん！　デスミミズより、おいしいわよ！」

「そうか、よかった……って、何だ、デスミミズって!?　よく分からんが全然嬉うれしくないぞ!!」

　腑ふに落ちない顔のセルセウスだったが、気分を変えるように咳せき払ばらいすると、聖哉に皿に載せたチュロスを差し出す。

「お、お腹すいてない？　よかったら食べてみてくれないかな？」

　だが聖哉は冷めた顔で一いつ蹴しゆうする。

「デスチュロスなどいらん」

「!!　どうして『デス』付けたの!?　普通のおいしいチュロスだよ!?」

　叫ぶセルセウスを無視し、聖哉はアリアに視線を向けた。

「アリア。以前、頼んでおいた神と稽けい古こがしたい。今すぐ、いけるか？」

「え、ええ。随分前に話は通してあるけど……」

「では行こう」

「ちょ、ちょっと待ってよ、聖哉!!　着替えは!?　お風呂も入らないの!?」

「そんなことは後回しだ」

　チュロスを食べて貰もらえず悲しそうなセルセウスと、もっと話したそうにしているアデネラ様を残し、聖哉はアリアを連れて歩き出したのだった。




「ほんのちょっとくらい休憩してもいいと思うんだけど……」

　わざと聞こえるような声で愚痴ってみるが、当然のように無視される。

　今。アリアを先頭に、私と聖哉は勾こう配ばいのなだらかな山の斜面を登っていた。

　私達が向かったのは統一神界にある『隠いん遁とん神山』だった。

　神殿から威容を見ることはあっても、実際に登ってみたことはなかった。『隠遁神山』は仙術に長たけた神達が住む山だと聞いているのだが……。

　小石を踏みならしながら、しばらく歩くと、山の麓ふもとにログハウスのような小屋が見えてきた。

　アリアが小屋の扉をノックする。

「ラスティ。アリアよ。入るわよ？」

　アリアと聖哉に続き、小屋の中に入った私は……腰を抜かす程に驚いた。

　小屋の中に、サイクロプス一つ目巨人がいたからだ！

「ええええっ!?　な、何で神界に魔物がいるの!?」

　だがサイクロプスは本棚の上にある本を手にした途端、眩まばゆく光り輝いた。すると大きな体は一瞬で収縮。光が収まった後は、小さな女の子が本を片手に立っていた。着物のような衣装をまとい、大人びた格好だが、希望の灯火のアイヒのように幼い少女である。

　驚く私に女の子が説明する。

「本棚が高くて背が届かないなの。だからサイクロプスに変へん化げして取ったなの」

　アリアがニコリと笑って紹介する。

「こちらが変へん化げの神ラスティよ」

「変化の神……？」

　訳が分からず聖哉に視線を泳がすと、面倒臭そうに話し始める。

「イクスフォリアは魔物がのさばっている世界だ。よって元々、此処ここで変化の術をマスターしてから冒険に出発する予定だった。魔物に化ければ、安全に行動出来るからな。まぁ……誰かのせいでその計画は台無しになったのだが」

　気まずくて黙っていると聖哉が私をジッと見詰めていた。

「『誰か』とは──リスタ。お前のことだ」

「わ、分かってるわよ!!　わざわざ言わなくたっていいじゃんか!!」

　話題を変えたくて私は目の前の少女に近寄り、膝ひざを屈めて笑顔を見せる。

「ええっと、初めまして、ラスティちゃん！　私、リスタルテ！　リスタって呼んでね！」

　すると少女は眉み間けんにシワを寄せた。

「お前、バカにするんじゃあないなの。私はお前より格上の女神なの」

「……え」

「リスタ！　ラスティは何万年もの時を過ごす女神なのよ！」

「そ、そうなの!?　す、す、す、すいませんっ!!」

　いや、だって分かんないよ！　見かけも声も幼稚園児みたいなんだもん！

　ラスティ様は私をジト目で見ていた。

「臭いし、真っ黒で汚いなの。ひょっとして、お前は『不潔を司る女神』なの？」

「ち、違います!!　治癒の女神です!!」

　必死で否定する私の背後から、

「邪魔だ、どけ。不潔の女神」

　声がしたと同時に臀でん部ぶに衝撃！

「おっへぇっ!?」

　聖哉にお尻しりを蹴け飛とばされ、私は小屋を転がった！　アリアが驚く。

「ええっ!?　アナタ達、仲良くなったんじゃないの!?」

「それが……色々あって……雑草以下になりました……」

　絶句するアリア、尻をさする私。そして聖哉はラスティ様に話しかける。

「質問がある。変化の術で透明にはなれるのか？」

「それは無理なの。今まで見たことのある人物やモンスターにしかなれないなの。そして、もちろん変化したからといって能力やステータスも本人のままなの」

「フン。まぁいい。では早速、その変化とやらを教えて貰おうか」

「オーケーなの。まぁ勇者の素質がある者なら、一週間もあれば、それなりに可能と思うなの」

「ダメだ。十時間以内に習得したい」

　途端、ラスティ様の顔が曇った。

「変化を舐なめるんじゃあないなの。変装と変化は違うなの。声、匂い、体格、気配──相手そのものに化ける神技なの。一朝一夕にはいかないなの」
















　そしてラスティ様は細い腕を私達に掲げた。

「見てるなの。自分が見たモンスターを潜在意識から掘り起こすように思い出し……そして、この変化の呪文を唱えるなの……」

　呪文の詠唱が終わると、ラスティ様の腕は輝きを放ち、瞬く間に屈強なサイクロプスの腕に変化した。

「これが出来るまで最低でも三日はかかるなの。簡単に思えても、実際やるのは相当の努力を必要とするなの」

　しかし、

「こうか？」

　いつの間にか聖せい哉やの腕はラスティ様と全く同じ、サイクロプスの腕になっていた。

「お、お前……今までに変化の法を学んだことがあるなの？」

「いや。初めてだが」

「じ、実は声を変えるのが難しいなの！　相手の声を思い出しながら、この呪文を唱えるなの……すると、このようにサイクロプスのような野太い声に、」

　途中から、低く轟とどろくサイクロプスの声となって話していたラスティ様だったが、

「ほう。要するに、こういう感じか？」

　そう相づちを打った聖哉の声も、既にサイクロプスの声となっていた。

「な、な、な、な……なんなの────っ!?」

　……私とアリアは安心して小屋を出た。歩きながら互いに微笑み合う。

「今回も習得は早そうね！」

「うん！　十時間もいらないかも！」

　私とアリアからしてみれば、もはや驚くに値しない聖哉の恐るべき習得能力だった。まぁラスティ様は目玉が飛び出そうなくらい驚いていたけれど……。

「あっ。そうだ、リスタ。後でイシスター様のお部屋に行きなさい。アナタにお話があるようよ」

「え？　何だろ？」

「悪い話じゃないと思うわ。お風ふ呂ろに入って身なりを整えてからでいいから」

　山を下りた後、神殿に戻り、風呂場で熱いシャワーを浴びた。清潔なドレスに着替え、髪を整え、私はイシスター様の部屋に向かったのだった……。




「リスタルテ。無事で何よりです」

　大女神イシスター様はいつものように椅子に腰掛け、編み物をしながら微笑みを湛たたえていた。

「ご心配をお掛けしました」

「アデネラから聞きました。イクスフォリアでは序盤から敵が、チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を有する武器を持っているということを……」

　言った後で、イシスター様は表情を少し引き締める。

「もう一つ、気になることがあります。アナタ達が呪縛の玉を破壊したことで一瞬だけ、イクスフォリアを覆う靄もやが晴れたのですが、その時、魔王アルテマイオスの気配を感じなかったのです」

「そ、それってどういうことですか？」

「分かりません。今ですらどうしようもない状態ですが、更に恐ろしいことが起こりそうな予感がするのです……」

　そして、ゆっくり椅子から立ち上がった。

「イクスフォリア攻略はやはり、処罰の範はん疇ちゆうを超えているように思います。今から一緒に最奥神界に向かいましょう。罰を軽減して貰えるように私からお願いしてみます」

「あ……ありがとうございます！」

　私はイシスター様のご厚意に深く感謝した。やっぱりイシスター様は母親のように優しい。だけど、はたしてうまくいくのだろうか？

　最奥神界──存在は知っていても、今まで行ったことはない。またそれが何処にあるのかすら私には分からなかった。




　イシスター様が向かった先は『時の停止した部屋』だった。永遠の時を生きる神々の魂の保管場所であり、イシスター様以外、許可が無くては入れない場所である。

　イシスター様が呪文を唱え、扉の封印を解く。足を踏み入れるや、ふわりとした不思議な感覚。

「こちらです」

　イシスター様の後を静かに歩く。淡く光る魂が並べられた棚が幾列も続いている。しばらく歩いていると、やがて列が終わり、目前に大きな絵画が飾られていた。曲がりくねった道が崖がけの上にある神殿へと通じている神秘的な絵だ。

「此処が最奥神界です」

「へ？」

　イシスター様が私の手を握る。そして、その絵画に向かって歩き出す！

「うわわわわ!?」

　カンバスに突っ込んだ──筈はずが、気付けば私は曲がりくねった道の上に立っていた。向こうには崖の上にそそり立つ神殿が見える。私達は絵の中に入り込んだのだった。

　神殿の前の石段まで道なりに歩くと、イシスター様は足を止め、その場に跪ひざまずいた。私も真似をして跪く。

「最奥神界三柱──創造の神ブラーフマ様、理の神ネメシィル様、時の神クロノア様……統一神界最高位イシスター、お願いがあって参りました……」

　やがて神殿の奥まった所から、姿は見えないが荘厳な男神の声だけが響く。

「何の用だ……イシスター」

「これは理の神ネメシィル様。願いというのは他でもありません。この女神リスタルテが罰として受けた難度ＳＳイクスフォリアの救済について思うところがありまして……」

　……イシスター様はイクスフォリアの敵が神の魂を破壊するチェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を誘発する武器を持っていること、そして、このまま救済を続けると私と聖哉の魂が消滅してしまう危険がある旨を懇々と訴えた。しかし、

「イシスター。裁きは絶対だ。変更など出来ん。リスタルテと竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉やはこのままイクスフォリアを救済せよ」

　厳しい声に、イシスター様はおっとりとした口調で返す。

「それでは、せめてリスタルテの女神の力を使えるようにはして頂けませんでしょうか？」

「ダメだ。それを許しては罰にならん」

　バッサリと否定されるが、その時。

「ネメシィル。それはあまりにも、あんまりではなくて？」

　神殿から今度は女神の声がした。

「私達は神々の親として、子供を守る義務があるでしょう。イクスフォリア救済が変更不可能とはいえ、敵が神を殺せる武器を持っている以上、多少の譲歩は必要よ」

「時の神クロノアよ。お前は理の神である我われが定めた処罰に反対するというのか？」

「なら、ネメシィル。アナタは私達の子供が殺されてしまっても良いというの？」

「そうは言っておらん」

「言っているも同然じゃないの」

　何だか口論になりそうな雰囲気だったが、不意に中性的な声が響く。

「二神とも、落ち着きたまえ」

　ネメシィル様もクロノア様も水を打ったように静まりかえる。

　イシスター様が耳元で囁ささやく。

「最奥神界三柱の長、創造の神ブラーフマ様ですよ……」

　こ、このお声の主が最高神──創造の神ブラーフマ様!!

　全ての神の親神様であるブラーフマ様のお声を聞き、緊張が走る！

　──い、一体、ブラーフマ様の意見は!?　私の味方になってくださるの!?　それともやっぱり、ネメシィル様を……!?

　ブラーフマ様の声が最奥神界に響き渡る。

「ネメシィル、クロノア。よく聞きなさい。実はオーダー神界特別措置法施行さえしなければ、リスタルテの治癒の力は薬草並みのショボくれた力なのだよ」

　!!　ブラーフマ様あああああああああああ!?

　最高神の言葉に私は泣きそうになった。そして、クロノア様とネメシィル様は、ざわざわとした。

「薬草並み……ですって？」

「女神なのにか……？」

　ネメシィル様がブラーフマ様に尋ねる。

「本当にそれ程までに卑小な力なのですか？」

「うん。めっちゃショボい」

　!?　最高神に『めっちゃショボい』言われた!!

　しばらくの後、理の神ネメシィル様の言葉が響く。

「よかろう。ならば、オーダー神界特別措置法施行による神力解放を除く女神リスタルテのショボ……いや……治癒の力を使用可能とする……」

　最奥神界から帰ってきた私の肩に手を置くと、イシスター様は無言で頷うなずいた。

　山ほど言いたいことがあったが、治癒の力が使えるようになったことは感謝しなくてはならない事実だし、私はどうにか気持ちを押し殺したのだった。








第十四章　憂いのマーメイド






　イシスター様にお礼を言い、時の停止した部屋を出ようとした時、

『リスタルテ。これを持って行きなさい』

　不意に頭の中に声が響いた。

『過去のデータだけど、役に立つかも知れませんから』

　それが時の神クロノア様の声だと認識した瞬間、頭上からヒラヒラと一枚の紙が舞い落ちてくる。

「クロノア様……？」

　紙を手にした後、尋ねるように呟つぶやいてみるが返事はなかった。

　私は紙に目を落とし──そこに書かれてあった文面に驚きよう愕がくする。





魔王アルテマイオス

Ｌｖ：99（ＭＡＸ）

ＨＰ：１０９２１７４　ＭＰ：３５４７８８

攻撃力：８１７７７２　防御力：８０６５８４　素早さ：７８９８３４　魔力：２６５４７３　成長度：９９９（ＭＡＸ）






「ま、魔王アルテマイオスのステータス!!」

　叫んだ私の隣でイシスター様が頷く。

「クロノア様がアナタの為に用意して下さったのですね」

「でも、いいんですか!?　ラスボスのデータなんか見ちゃっても!?」

「これはおそらく一年前、アルテマイオスが聖せい哉や達パーティを破り、邪神の加護を得た直後のデータ。過去のデータを見せるくらいなら問題ないという判断でしょう」

　改めて紙に目を通す。特技や耐性などは書かれていない。だが、そこには驚異のステータスが記載されていた。今まで見たことのない恐ろしい能力値に言葉を失っていると、イシスター様も真剣な表情で私を見詰めていた。

「魔王戦はまだまだ先とはいえ、流石にこれ程までのステータスを持った敵を人間の勇者にどうこう出来るとは思えません。イクスフォリア攻略は私が考えていた以上に熾し烈れつを極めそうです」

　私の緊張した面持ちに気付いたのか、イシスター様はいつものように相好を崩した。

「今は差し迫った危機があるのでしょう？　それを終えた後で、もう一度、統一神界に来るよう、竜宮院聖哉に伝えておいてください。アナタ方の旅が少しでも楽になるよう、最奥神界の神々に私から更なる提案をしておきたいと思います……」




　イシスター様と別れた私は、おにぎりと簡単なおかずをこしらえ、お弁当箱に入れてから隠いん遁とん神山の小屋に向かった。

　小屋の扉を開けた瞬間、私はせっかく作った弁当を落としそうになる。

　何と目の前に、倒した筈のブノゲオスがいたからだ！

　頭では、おそらく変へん化げと分かっていても、その巨体から醸し出される雰囲気と威圧感に私はおののいた。

「え、と……聖哉……なんだよね……!?」

「そうだ」

　こ、声まで完全にブノゲオスじゃない！　全く見分けが付かないわ！

　そこで私はようやく気付く。

　聖哉は今回、変化の術を使ってブノゲオスに化けるつもりだったんだ！　だからすぐに勝てる自信があってもブノゲオスを三日間も偵察した！　地中で「ブヘヘヘ」って笑ってたのも、その為の予行練習！　長い地中生活でおかしくなったんじゃなかったのね！

　眩まばゆい光を発し、ブノゲオスは聖哉に戻った。

「ってか、変化の術、もうマスターしたんだね！」

「うむ。予定より早く覚えることが出来た」

「あれ？　そう言えばラスティ様は？」

「そこに座っている」

　元々小さいラスティ様は部屋の隅、三角座りで縮こまっていた。

「ら、ラスティ様!?」

「……ほっといてなの」

　どうしてこうなったか、聞かずとも想像がついた。聖哉の習得の早さに、自信を喪失したに違いない。八つ当たりされても怖いのでスルーしておく。

「あっ、そうだ！　聖哉！　私、また治癒出来るようになったよ！　イシスター様が最奥神界の神様にお願いしてくれたんだ！」

　聖哉は「フン」と、つまらなそうに鼻を鳴らしただけだった。

　──な、何よ！　そんな顔して！　内心は喜んでるんでしょ！

　私は久々に鑑定スキルを発動してみる。





　☆リスタのドキドキ恋鑑定☆

　◎彼とアナタの愛情度は？　『５点』

　◎彼氏にとってアナタは？　『薬草女』

　◎一言アドバイス！　『ないよりはあった方がいい程度の【歩く薬草】として認識されているわ！』






　……イエスッ！　雑草以下から薬草女になった！　ないよりはあった方がよくて、点数も４点アップ！　よっしゃあああああああ……

　がくりと両りよう膝ひざを突くと、隣からラスティ様の声がする。

「お前……どうしたなの？」

「いえ……私も何だか……無性に悲しくなってきまして……」

　しかし落ち込んでばかりもいられない。私は聖哉に渡さなければならない物がある。

「ねえ、聖哉！　コレ、時の神クロノア様がくれたの！　魔王アルテマイオスの過去のデータよ！」

「魔王のデータだと？　信用出来るのか？」

「当然よ！　最奥神界の神様からなんだから！」

　私から紙を奪い取ると聖哉はそこに目を落とした。やがて表情を変えず、ぽつりと言う。

「攻撃力、防御力共にゲアブランデの魔王を超えているな」

　──う……！　ヴァルキュレ様の最終破壊術式『天獄門』を二度使い、命がけで倒したゲアブランデの魔王よりも強い……！

　薄々分かっていたものの、口に出されるとやはり絶望する。こんな強大極まりない敵に勝つ術すべなど果たしてあるのだろうか？

　今まで落ち込んでいたラスティ様も立ち上がり、紙を覗のぞき込んで顔色を変える。

「と、とんでもないなの。そこらへんの神より全然強いなの。お前達、大丈夫なの？」

「ど、どうなんでしょう……？」

　そんな中、聖哉が新たな絶望を叩たたき付ける。

「過去のデータと言ったな。ならば、魔王は現在、更なるパワーアップを遂げているかも知れんということだ」

「でも聖哉！　魔王のレベルはＭＡＸになってるわよ？　流石にそれは、」

「こちらもレベルはＭＡＸだ。そしてどうにかそれを乗り超えようと模索している。つまり敵も同じことを考えている可能性がある」

「そ、そういえばイシスター様がアルテマイオスの気配を感じないって言ってたわ！　つまり、それって……！」

「うむ。限界突破すべく、力を蓄えていると考えるのが妥当だろうな」

　ここまで来ると絶望を通り越して脱力してしまう。

　静かになった小屋の中、聖哉が雰囲気を変えるように、少し声を張り上げた。

「とにかく。今はグランドレオンの視察を凌しのぐことに集中せねばならん。本来、俺だけで現地に行きたいのだが、イクスフォリア攻略はリスタに対しての罰でもある。故に仕方なく連れて行かねばならない。そこで、」

　聖哉が私に鋭い目を向ける。

「お前にもモンスターに変化して貰もらう」

「わ、私っ!?　いや私、変化なんて出来ないわよ!?」

「心配ないなの。ソイツは奥義である『対象変化の術』まで身に付けやがったなの。それを使えば、術者の思い通りに他人を変化させられるなの」

　そして聖哉は私に右手を向ける。

「お前を今から人魚にする」

　……え？　に、人魚？　つまりマーメイドってこと？　ウッソ！　何だかちょっと楽しみになってきたわ！　で、でも人魚だと足がないけど大丈夫なのかなあ？

　やがて、私の体を包んでいた光が消える。

　即座にラスティ様が持ってきた姿見を見て、私は愕がく然ぜんとした。

　……マグロのような魚の頭部。

　……鱗うろこに覆われたゴツゴツした体。

　……体から溢あふれる魚臭さ。

　私は二足で直立する魚人間になっていた。

「!!　いやコレ、人魚じゃなくて魚ぎよ人じんじゃねーかよ!!」

「イクスフォリアで見た魚型の獣人がそういうヴィジュアルなのだから仕方あるまい」

「そもそも何で魚人なんかにすんのよ!?」

「リサーチによると、魚人は他の獣人より知能が低く、基本『ウオ、ウオ』としか喋しやべれない。つまり余計なことを喋らずに済み、ボロが出る可能性が少ない。お前が化けるには好都合だ」

「ふざけんなあああああ!!　元に戻してよおおおおおお!!」

「おい。これは遊びではない。真剣にやれ」

「ヤダヤダッ!!　私は女神なのよ!!　こんな格好、死んでも絶対に、」

「……リスタ」

　魚人のまま暴れる私に、聖哉は大きな溜ため息いきを吐いた。

「いい加減、たまには役に立つところを見せてくれ」

「うっ……！」

　聖哉にしては珍しく、頼むような口調だった。おそらく私に対するフラストレーションが溜まっているのだろう。

「わ、分かったわよ……我慢する……」

「よし。ならば今から特訓を開始しよう」

　そして聖哉は私が更に魚人らしくなる為のレクチャーを開始した。変化の術で魚人の姿形、雰囲気を完全に身に付けたとはいえ、挙動がおかしければ怪しまれるかららしい。

「いいか。向こうでは俺の許可なく人語を話すな。喋る時は『ウオウオ』とだけ言え」

「お前と俺とのサインを決めておく。口を連続で二回パクパクがイエス、三回がノーだ。またそれが敵に見破られた時のサインも決めておこう。その場合、エラを同じ回数、ヒクヒクさせろ」

「違う。もっと魚人らしく、ひょこひょこと歩け」

「同じタイプの魚人には近づくな。万が一、話しかけられたら無言で通せ」

「まだまだ魚人になりきれていない。自分を捨てろ。お前は魚だ」

　聖哉に教えられ、私は一心不乱に頑張った。小屋の中を魚人のような動きで歩き回る私を見て、ラスティ様が笑い転げる。また「魚臭いなの」とバカにされても、挫くじけずに練習に打ち込んだ。

　一方、合間を縫って、聖哉は聖哉で小屋の外で土を隆起させたりして、土魔法の研けん鑽さんに励んでいるようだった。尋ねると、

「万が一にもグランドレオンにバレた時、どうにかその場を凌げる程度にはしておきたい。時間があれば土の神を探し、詳しく教わりたいのだが、流石に今回は余裕がない。土魔法の更なる熟達は次回に持ち越しだ」

　……とのことだった。

　聖哉との会話の後、私は小屋に戻り、ひょこひょこと魚人ウォークを再開する。歩きながらも『ウオウオ』と発声するのを忘れない。




　小一時間は過ぎたろうか。途中から真剣な表情で私を見守っていたラスティ様が感嘆の声を上げた。

「すごいなの、リスタ！　もう、どこからどう見ても完かん璧ぺきな魚人なの！　女神らしさの欠片も無くなってるなの！」

「ウオ。ウオウ、ウオ」

「!?　リスタ!!　一体どうしたなの!?」

「あ……言葉、忘れてたわ……」

　すると聖哉も小屋に入って来る。

「うむ。なかなか魚人ぽくなったようだな。ではそろそろ行くとしよう」

　聖せい哉やに言われ、私は魚人のまま、イクスフォリアへの門を出した。聖哉も再度、ブノゲオスに化ける。

「ブノゲオスが勇者を倒したという体ていでグランドレオンの視察をやり過ごすのが、今回の目的だ。だが……」

　ブノゲオスに変化した聖哉の目が鋭く尖とがった。

「隙さえあればグランドレオンを殺し、変化して奴に成り変わる。そのつもりでいろ」

「う、うん！　分かったわ！」

　門を潜る前、私は聖哉に聞いてみた。

「聖哉……レディ・パーフェクトリー？」

「お前次第だ」

　……ですよね。








第十五章　勇者の誤算






　聖哉の要望で、ブノゲオス屋敷近くの小屋の中に門を出すことにした。ブノゲオスに化けた聖哉は、そろりと門を開き、中に入るのかと思いきや、胸元から細長いものを取り出した。それは聖哉の手を離れると、スルスルと地を這はい、門の向こうに入っていく。

「もしかして、今のって土蛇？」

「うむ。偵察に特化したオートマティック・ナーガだ。土蛇の目は俺の目と連結している」

　聖哉は目を閉じ、しばらく黙っていたが、

「よし。小屋の中、またその周辺に獣人のいないことを確認した。では行くぞ」

　安全を確保した後、ようやく私達は門を潜ったのだった。

　門を消した後、聖哉は薄暗い小屋の窓から外の様子を窺うかがいつつ、私に念を押す。

「リスタ。今からは人語を喋るんじゃないぞ。分かったな？」

　私は「ウオ」と頷うなずいた。

　すると、今までの慎重さから一転。聖哉は大胆にドアを開き、ガルバノの町を大おお股またで闊かつ歩ぽし始めた。のっしのっしと歩く様はまさにブノゲオス。私もなるべく魚人っぽく、ひょこひょことその後を追う。

　やがて犬の獣人二体が私と聖哉に気付き、駆け寄って来た。

「ブノゲオス様！　こんなところにおられたのですか！」

　──だ、大丈夫だよね？　バレないよね、絶対……！

　私の心臓はバクバクと鼓動するが、聖哉に動揺は全く見られない。

「ああ。勇者は殺したが、怪我をしちまってなあ。今までちょっと手当をしてたんだあ」

　間延びした声でそう言って腹をさする。気付けば、聖哉ブノゲオスの体には至る所に傷が付いていた。呪縛の玉が入っていた左目からも血を流している。勇者と戦った後、無傷というのはおかしいという、聖哉らしい用心深さだった。

　犬の獣人達はまるで疑うことなく、聖哉と会話を続けていた。

「それでグランドレオン様はまだ町に来てないのかあ？」

「ええ。まだいらしてないようですが」

「そうかあ。ならグランドレオン様を招く準備でもするかあ。おい、お前ら。もしグランドレオン様を見かけたら俺の屋敷に来るように言っておくんだぞお」

「分かりました」と頭を下げた獣人達を残し、聖哉は歩き出す。私はブノゲオスのお付きの者を装い、ひょこひょこと後に続いた。

　……ふう。全然バレなかったわね。やっぱ凄すごいわ、変化の術！

　何人かの獣人に出会うも全く感づかれず、私達はブノゲオスの屋敷に辿たどり着ついた。屋敷内をくまなく調べた後、聖哉は部屋の中心で目を瞑つぶった。おそらく偵察の土蛇を放ち、遠隔で辺りの様子を探っているのだろう。

　やがて聖哉は私に近寄り、耳元で囁ささやく。

「よし。小声でなら喋ってもいいぞ」

　そして私の肩を抱いて引き寄せた。ちょっといい感じのシチュエーションなのだが、かたやオークに、かたやマグロ頭。ロマンスなど微み塵じんもないのであった……。

「グランドレオンが町に来るまで、まだ時間はあるようだ。俺はこの間に屋敷の周りに土蛇を配置しておく。いつでも攻撃出来るようにな。……リスタ。お前はある程度、部屋の片付けをしておけ。だが、あまり片付けすぎても白々しい。適度に争った後は残しておくのだ」

　私が部屋を整理していると聖哉は外に出て行った。しばらくした後、何と、鎖に繫つながれた若い男女を連れて帰ってくる。聖哉ブノゲオスは、怯おびえる男女を、それぞれ部屋の端にペットのように括り付けた。

　に、人間の奴隷まで連れてきた！　ここまで徹底して準備するんだ……！

「リスタ。この奴隷だが……いや、待て……」

　不意に聖哉の動きが止まった。私の方をちらりと見て、無言で頷く。

　──ま、まさか……！　つ、遂に来るのね……！　グランドレオン……！

　私達の正体が獣人にバレないことは証明済み。しかし、何故だか胸の鼓動が治まらない。私の女神としての勘が警鐘を鳴らしていた。

　やがて、ドッドッドッ、と。馬の蹄ひづめよりも大きな音と振動が耳じ朶だを揺らす。割れた窓の向こう、ドラゴン二匹が引く竜車に乗ってやってくる大型の獣人の姿が見えた。

　山羊の獣人に竜車を操縦させ、自らは背もたれのある座席にどっかと座り、片肘ひじを突いている。長い金色のたてがみを風になびかせた獅し子しの頭部。屈強そうな体たい軀くには漆黒の鎧よろいをまとっている。剣は装備していないが、代わりに両手の黒い爪がナイフのように伸びていて、片方の手には焦げた人間の腕らしきものを持ち、口元に運んでいた。

　──う、うわ……人の腕、囓かじってるよ……！　あれが獣皇グランドレオン……！

　遠く離れていても威圧感が存分に伝わってくる。今までイクスフォリアで見たどの獣人よりも、ドス黒いオーラを放っているように思えた。

　私の隣で同じように様子を窺っていたブノゲオスに扮ふんした聖哉が、

「ぐ……！」

　突然、振り絞るような声を出した。

「何だ……あの能力値は……！」

　どうやら聖哉はグランドレオンのステータスを透視したらしい。それにしても聖哉がこんなに驚くなんて、一体どれ程の能力値だと言うのだろう？

　私も能力透視を発動。グランドレオンを見た……。





獣皇グランドレオン
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攻撃力：８５６１２１　防御力：８１９６３７　素早さ：８０７７１１　魔力：５８７５４　成長度：９９９（ＭＡＸ）

耐性：火・風・水・雷・氷・土・光・闇・毒・麻ま痺ひ・眠り・呪い・即死・状態異常

特殊スキル：邪神の加護（ＬｖＭＡＸ）

特技：ジェットブラック・ネイル漆黒殺爪

性格：凶悪






「攻撃力……八十五万……!?　何よコレ……!!」

　私は震える手で聖哉ブノゲオスの肩を揺する。

「こ、こ、こんなことある筈はずない!!　偽装フエイク!!　偽装よね!?　偽装のスキルでステータスを偽ってるんだよね!?」

「大きな声を出すな。今見えているのは、疑いなく奴本来の能力値だ」

「だって!!　攻撃力も防御力も魔王アルテマイオスを超えてるよ!?」

「落ち着け。当初の予定通り、今回はグランドレオンの視察を凌しのぐことのみに集中して行動する。ただ、それだけだ」

　そして鋭い目を私に向けた。

「詳しく説明する時間はもうない。とにかく、今から何が起こっても黙っていろ。いいか。何が起こっても、だ。それが出来なければ俺達は死ぬ」

「わ、わ、分かったよ……」

　そうは言ったが、内心はパニック状態!!　部下が魔王の能力値を超えている──こんな異常なことってある!?

　動揺は治まらない。だが、部屋の外からは足音が近付く。

　気持ちの整理もつかない状態で、扉がゆっくり開かれ──獣皇グランドレオンがその姿を現した。

「……荒れ果ててんな。勇者がテメーの住処まで乗り込んで来たって訳か」

　ぐるりと部屋を見渡し、そう呟つぶやく。内臓に響いてくるような、低くて貫かん禄ろくのある声だった。

　グランドレオンは聖哉ブノゲオスを見た後、背後にいた私にも視線を投げた。一瞬、どきりとするが、すぐに目をブノゲオスに戻す。この町の支配者であるブノゲオスがお付きの獣人を連れているのは珍しいことではないのだ。

「ブノゲオス。傷を負ってるようだが、平気か？」

「へえ。ゆ、勇者の野郎、どうにか倒しましたが……なかなか厄介な奴でして……」

「倒したか。まぁ、たかが人間にお前が負ける筈はねえよな」

　だが、聖哉ブノゲオスはフラフラとして、壁に手を突いた。苦しそうに唸うなる。

「おいおい。大丈夫か？」

「ぶ、ブヘヘヘ。な、何とか」

「ずいぶん、やられちまってんな。怪我のところ悪りぃが、視察は続けなきゃあならねえ。まぁすぐに終わらせるからよ」

　……会話を聞きつつ、私は聖哉の行動に感心していた。

　う、うまい！　重傷を負っているように振る舞えば、より気付かれにくいわ！　普段と違う所作があったとしても怪我のせいということで誤魔化せる！

「それで、この視察の目的だが……」

　グランドレオンがガルバノ視察を決めたのは二日前、聖哉が獣人達をバースト・エア圧縮空土砲で葬っていた時。つまりあの時点では、グランドレオンはブノゲオスの加勢に来て、一緒に勇者を倒すつもりだった筈。でも、勇者はブノゲオスが倒したことになっている。それじゃあ視察の目的って一体……？

　そしてグランドレオンの次の台詞に私の背筋は凍り付く。

「ハッキリ言うぜ。この視察はブノゲオス。テメーがテメーであることを確かめる為だ」

　──な……な……何ですって……!?

「まだら髪の悪魔が俺に進言してきやがった。『勇者がお前を倒し、お前に化けている可能性がある』とな」

　ま、また『まだら髪の悪魔』!!　そして……マズい、マズいよ!!　私達の行動、見通されちゃってんじゃんか!!

「悪りぃが、二、三、調べさせてくれや。テメーが本物のブノゲオスだって分かりゃあ、すぐに切り上げるからよ」

　グランドレオンはゆっくりと聖せい哉やに近付き、睨にらむような目を向ける。そして息の触れるような距離で──無言。十数秒の時が私にはものすごく長く感じられた。

「匂い、オーラ、能力値……ブノゲオスに間違いはねえな」

「と、当然じゃないですかあ」

　愛想笑いする聖哉ブノゲオスに、グランドレオンは質問する。

「テメーが殺した勇者の死体はどうなった？」

「それが粉々になっちまいまして。生け捕りにしたかったんですが」

「強敵だったんだろ。それは仕方ねえ。だが……本当か？　テメーのことだ。食っちまったんじゃあねえだろうな？」

「ま、まさかそんなあ。ぶ、ブヘヘヘ……」

「ケッ。なら、次の質問だ。前に水晶玉で俺と会話した時の話だが……覚えてるよな？　その時の答えを聞かせて貰もらおうか」

「へ、へえ？　答え、ですかあ？」

「前に言っただろが。『正確な数』だ。何の数かは言わなくても分かるだろ？」

　押し黙る聖哉に対し、グランドレオンが射抜くような目を向ける！　だが……それでも私は安あん堵どしている！　グランドレオンが聞いている数──それは『勇者によって殺された獣人の総数』だ！　ブノゲオス屋敷の真下にいる時、聞き耳を立ててリサーチ済！　そう、あの辛いモグラ生活はこの時の為だったんだ！　ブノゲオスを倒す前からブノゲオスになりきることを考えていたなんて……流石は聖哉！　抜かりはない！

「おい。どうした？　テメーは前に調べるって言ったよな？」

「へ、へえ……。勇者に倒された獣人の数……ですよね……」

「そうだ。早く言えや、ブノゲオス」

　痺しびれをきらしたように凄むグランドレオンを見て、私は一転、焦り出す。

　ど、どうしたの、聖哉!?　まさかこの状況にテンパって、ド忘れ!?　退治した獣人はピッタリ三百体!!　それを言えば嫌疑は晴れるのよ!!

「どうして言えねえんだ？　おい」

「そ、それが……えぇと……」

　汗がタラタラとブノゲオスの顔を垂れる！　そんな中、グランドレオンから溢あふれ出す凶悪なオーラ！

「言え……ドカス野郎……言わねえと……殺すぞ……！」

　えっ、えっ、えっ!?　何で!?　どうして答えないの!?

　緊迫した状況に狼狽うろたえ、呼吸を乱す私！　だが、やがてグランドレオンは、今にも飛びかかりそうだった獰どう猛もうな顔を僅わずかに緩めた。

「やっぱり把握なんざしてねーか……」

　え……！　こ、これは一体……？

「テメーらしいな。ブノゲオス」

「す、すんません……」

　そ、そうか!!　ブノゲオスの性格を考え、知ってるのにあえて答えず、知らない振りをしたんだ!!　か、完かん璧ぺき!!　完璧すぎるっ!!

「まぁ……どうやら十中八九、本物に間違いねえらしい……」

「や、やだなあ。最初から俺は俺ですってえ」

「ああ。だが、あのドカスのまだら髪が言うには、だ。勇者の動向を見ていた水晶玉に数日前からノイズが映っていやがるらしい」

　数日前……それは聖哉が向こう見ずから慎重になった時！　つまり、聖哉は敵に自分が見られていることを予想し、偽装フェイクのスキルを使い、水晶玉をノイズで妨害した？　だ、だとしても……！

「そのノイズはまだ晴れてねえ。まだら髪に言わせりゃあ、それは勇者が生きていて妨害を続けている……そういう可能性もあるってことらしい。あのドカスの悪魔は『うまくブノゲオスに化けているかも知れないから根掘り葉掘り聞け』と、この俺にそう言う訳だ」

　グランドレオンは忌々しげにテーブルに拳こぶしを叩たたき付ける。驚異の膂りよ力りよくでテーブルは一瞬で跡形もなく崩れ去った。

「ドカスが！　まどろっこしいんだよ！　もっと簡単に分かる方法があるだろうが！　人間と魔物を区別する簡単な方法がよ！」

　そしてグランドレオンは部屋の隅で震える奴隷の女性を指さす。

「ブノゲオス。これで最後だ。あの女を……殺せ！」

　途端、「ひいっ」と女性が小さく叫んだ。聖哉ブノゲオスも、心なしか上擦った声を出す。

「い、いいんですかあ？　この町じゃあ殺人は御法度で、」

「今回は許す。殺せ」

　私の体中からブワッと汗が吹き出る。

　そ、そ、そんな!!　いくら何でも人間を殺せる訳がない!!　ブノゲオスらしさの演出の為に連れてきた奴隷が、自らの首を絞めてしまった!!

「殺せるだろ。てめえが勇者でなけりゃあよ」

　グランドレオンがブノゲオスの肩に手をやる。

「し、仕方ねえなあ……」

　聖哉ブノゲオスは背中の斧おのを抜いた。

　──その斧は、実は変化しているプラチナソード！　こうなったら、もう仕方ないわ！　奴隷を殺すように見せかけて、それでグランドレオンに不意打ちを！　そして、どうにかこの場から逃れて……

　だが！　私の思惑は大きく外れる！　奴隷女性に近付いた聖哉ブノゲオスは斧を振りかざし、有無を言わさず、女性に叩き付けた！　強力すぎる攻撃は、轟ごう音おんと共に女性もろとも床を砕き、床下に大きなクレーターを形成する！

　その光景に私は絶句し、金縛りにあったように固まってしまう。

　──噓……!!　聖哉が奴隷を……人間を……殺した……!?

　聖哉ブノゲオスは平然と喋しやべる。

「どうせなら食っちまいたかったなあ。おっと！　な、何でもありませんよお！　今のは、ブヘヘヘ、単なる冗談で！」

「ようやく調子が出てきたじゃあねえか、ブノゲオス」

　楽しげに話す二人。だが私は震えが止まらない。

　せ、聖哉が人殺しなんかする筈ない!!　殺した振りよ!!　そうに決まってる!!　でも……でも……!!

　私の網膜には奴隷女性に攻撃がヒットした瞬間が焼き付いていた。そしてクレーターに飲み込まれる寸前、四肢がバラバラに破壊される姿も……。

　自分の意思とは無関係に、私は聖哉の背後へと近寄っていた。

「せ、せぃゃ……」

　呼びかけた途端、聖哉ブノゲオスが振り返り、私の腕を握る。そして目を大きく見開いた。

『黙れ！　静かにしろ！』──聖哉は無言で私にそう告げていた。

　グランドレオンが私に不審そうな顔を向ける。

「おい。何だ、この魚は？」

「あ……ああ、身の回りの世話をさせてるんですわあ」

「今、何か喋らなかったか？」

　私に近付こうとしたグランドレオンだったが、途中で、しかめ面をして首を横に振る。

「チッ。魚臭え」

　私はとりあえず頭をポリポリと搔かき、魚人らしい言葉を発する。

「う、ウオウオ……」

「ったく。魚人って種族は何を考えてるのか、さっぱり分かりゃあしねえ」

　そしてグランドレオンはブノゲオスに向き直る。

「怪我してるところ悪かったな。視察はこれで終わりだ。俺はターマインに戻る」

　……二言、三言、聖哉ブノゲオスと会話した後、グランドレオンは踵きびすを返した。聖哉ブノゲオスが一礼するのに倣って、私も頭を下げる。




　やがて、ドアが閉まる音。頭を上げると獣皇グランドレオンはもう部屋にはいなかった。

　私は聖哉に話しかけようとするが、聖哉は無言で首を振って、目を瞑つぶった。空気を読んで黙っていると、ようやく聖哉が頷うなずく。オートマティック・ナーガで、グランドレオンが確実にこの場から去ったことを確認したのだろう。

「ね、ねえ、聖哉!!　あ、アンタ、さっき奴隷を、こ、こ、殺し、」

　溜たまりかねた疑問をようやく口にした刹せつ那な、聖哉ブノゲオスが私の胸ぐらを摑つかんだ。

「ひえっ!?」

　同時に、まばゆく輝く光。私と聖哉の変化は解け、普段通りの姿に戻る。そして今──鷹たかのような目で勇者は私を睨んでいた。

「何が起こっても黙っていろと言っただろうが」

「だ、だって……！」

「お前がグランドレオンに疑われなかったのは単に運が良かっただけだ。奴の注意がお前に向けられれば、取り返しのつかないことになっていた」

　そして聖哉は『ドン』と私を乱暴に突き飛ばす。私は床に尻しり餅もちをついた。

「で、でも！　だって、せ、聖哉が奴隷を……！」

　聖哉は部屋の隅で震えるもう一人の男の奴隷に近付き、手をかざす。

「えっ……！」

　光が消えた後、男性は土塊つちくれの人形になっていた。

「土魔法と変化の術との合わせ技だ。グランドレオンが俺を疑い、人間の殺傷を命ずる可能性を考え、土人形を二体、部屋に配置しておいたのだ」

「こ、こんなことも出来るんだ……！」

「簡単な動きに加え、一言程度なら人語を喋らせることが出来る。更に偽装のスキルを用い、能力透視されても一般的な人間のステータスが映る仕様にしてあった。無論、偽装ステータスは俺やお前にも発動している」

「そこまで考えて……！」

「そうだ。だが、どれ程、俺が入念に準備をしていても、お前がボロを出せば全ては水の泡だ」

「ご、ごめん……」

　小さく舌打ちした後、聖哉は独りごちるように言う。

「魔王に至近した能力値を持つ敵の存在は無論、想定内だった。だが正直なところ、この序盤で、しかも魔王を超えるステータスを持つ敵が現れるとは思わなかった。今後の予定を大幅に修正せねばならん……」

　常に『想定内』と言う聖哉にしては珍しいことだった。口調も少し荒々しい。

　だが聖哉の苛いら立だちは、もっともだ。想定外の能力値を持つ敵の出現に加え、またしても私は聖哉の足を引っ張るところだったのだ。グランドレオンに私の正体がバレれば間違いなく二人共、殺されていた……。

　辺りに漂う重苦しい空気に、私は居たたまれない気分だった。








第十六章　女神宣言






　とにもかくにも一応の窮地は脱した。私は神界への門を出現させてから、おずおずと聖せい哉やにイシスター様が呼んでいたことを伝える。だが聖哉は無言で土魔法と変化の術を駆使し、ブノゲオスの人形を作るや、部屋のベッドに配置して毛布を被せた。どうやら自分が神界に帰っている時の時間稼ぎのようだ。

「ねえ。そう言えばブノゲオスを倒したこと、希望の灯火の皆に言わなくていいの？」

　しかし聖哉は私を無視して門へと向かおうとする。

「ちょ、ちょっと聖哉!!　話、聞いてる!?」

「……希望の灯火のことがグランドレオンに知れたら狙い撃ちだ。今は何も知らせず、そのまま地下で暮らしていた方が安全だろう」

　私の顔も見ず、吐き捨てるように言う。

　最悪な雰囲気のまま、私達は統一神界に戻ったのだった。




　イシスター様の部屋の前に門を出現させると、聖哉はノックもせずに部屋の扉を大きく開いた。

「おい、バアさん。あの魔王のデータは本当に最奥神界にいる神がくれたものなのか？」

　挨あい拶さつもなく、大女神にぶっきらぼうに尋ねる聖哉にハラハラしたが、

「ええ。間違いなく時の神クロノア様に頂いたものです」

　イシスター様は例の如く、聖哉を諫めたりはしなかった。その後も愚痴のような聖哉の話を、うんうんと頷きながら聞いている。そして獣皇グランドレオンの能力値が魔王アルテマイオスを上回っていることを知ったイシスター様は神妙な顔になった。

「ならば、その敵──グランドレオンとの直接戦闘は絶対に避けてください。攻撃力八十五万以上……それはオーダー神界特別措置法施行受諾後、神力を全解放した軍神アデネラに至近する能力値です。はっきり言います。人の身でグランドレオンを倒すことは不可能です」

　私はごくりと生なま唾つばを飲む。統一神界最高位のイシスター様が『不可能』と言い切ったことに戦せん慄りつしたのだ。

「じゃ、じゃあ一体どうすれば……!?」

「方法はあります。グランドレオンの驚異的な強さは、邪神の絶大なる加護を得ているからに違いありません。その力を止めればグランドレオンは弱体化するでしょう」

　そしてイシスター様は聖哉に視線を向ける。

「本来は魔王戦に向けてのものだったのですが……仕方ありません。竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉や。今からアナタに『六芒星破邪の秘儀』を伝えましょう。既に最奥神界の許可は得てあります」

　私は愕がく然ぜんとして、呟つぶやいてしまう。

「六芒星破邪の秘儀……!!」

　瞬間、イシスター様と聖哉が揃そろって私の顔を見た。

「おや。リスタルテ。知っているのですか？」

「いえ!!　全然、知りません！　何ですかソレ!!」

　……気まずい沈黙が辺りを支配した。

　数秒後、聖哉が真剣な顔で言う。

「リスタ。邪魔だから出て行ってくれ。五秒以内に」

「う、うん……分かった」

　パタン、と扉を閉めた後、私は無言で歯を食い縛っていた。

　──なんだよ、もおおおおおお!!　知らないんだから仕方ねーじゃんかよおおおおお!!




「……六芒星破邪の秘儀ね。詳しい内容は私も知らないけれど、邪神クラスの強大な敵を葬る時に神々が使う秘中の秘と聞いているわ」

　ハブにされた私は先輩女神のアリアの部屋にいた。話を聞いた後、大きな溜め息いきを吐き出すと、アリアが心配そうに私を眺める。

「大丈夫？　リスタ？」

「うん……何だかもう最近、辛くって……」

「色々と大変ね。これでも飲んで元気出して」

　差し出された紅茶を優しさと一緒に飲み干すと、溜まっていた不満が口を突いて出た。

「ってかさぁ、私だって頑張ってんのよ!?　女神なのにデスミミズ食べたり、魚人になって『ウオウオ』言ったりして!!　なのに、足手まとい扱いされてさあ!!」

「で、でもそのグランドレオンという敵に正体がバレたら、アナタの命も危なかったんでしょ？　だから聖哉は必要以上に怒ったんじゃないかしら……」

「そうかなあ!?　もう、よく分かんないよ!!　ホントにあんなのが前世の私の大切な存在だった訳!?」

　憤る私と反対にアリアは紅茶を一口。冷静な顔を私に向ける。

「ねえ、リスタ。生まれ変わった人間は過去世を覚えていないわ。女神に転生した人間もそう。どうしてか分かる？」

「え……それは……」

　答えに詰まっていると、アリアがキッパリと告げる。

「それはね。『全てを忘れて、新しい生せいを生きる為』よ。あまり過去にとらわれないようにしないといけないわ」

「う、うん」

　……アリアの言い分はもっともだと思った。だけど『なんだかんだ言っても聖哉は私にとって特別な存在』──そのことを完全には否定出来ないのであった。




　アリアの部屋を出た後、私はイシスター様のもとへと向かった。無論、聖哉の様子を窺うかがう為だ。

「失礼します……」

　そう言って扉を開く……が、既に聖哉は部屋にいない。

「あれっ!?　まさか聖哉、もう覚えたんですか!?」

　イシスター様が微笑む。

「元々、飲み込みの早い子ですし、秘儀の手順を覚えるのはさほど難しくはありません。六芒星破邪は、その実践こそが難しいのです」

「そ、それで聖哉はどこに？」

「慎重な子です。秘儀だけでは不安なのでしょう。『新たな特技を身に付けたい』と言って、屋上にいるヴァルキュレのところに向かいました」

　何だかイヤな予感がした私は、イシスター様に一礼した後、屋上へと急いだ。




　神殿最上階の扉を開くと、空には三日月と満月──二つの月が寄り添うように輝いている。そして……

　神界の月明かりに照らされて、聖哉は破壊の女神ヴァルキュレ様と立ったまま、抱き合っていた！

「!!　うおおおおおい!?　またしてもアンタら、何やってんのォ!?」

　イヤな予感が的中。デジャヴのような光景に私は叫ぶが、それでも二人は抱き合ったまま、自分達だけの世界に入っている。体に鎖を巻き付けただけで、ほぼ半裸の女神が聖哉に囁ささやく。

「聖哉。お前ならもう一度帰ってくると思ってたぜ」

「ヴァルキュレ。ゲアブランデの時は破壊術式のお陰で助かった」

　そして、息の触れるような距離で顔を近付けているではないか！

　──な、何で!?　以前、聖哉とヴァルキュレ様が抱き合ってたのは、破壊のオーラ付与の為!!　実際はそんな関係じゃなかった筈はずなのに!!

「ところで他の神の技は忘れていたのに、シャタード・ブレイク掌握圧壊は思い出せた。一体、何故だ？」

「破壊術式ヴアルキユリエはアタシとお前の契りの証だ。完全に忘れる筈はない。いずれ全てを思い出すだろうさ」

「なるほど……。それでヴァルキュレ。俺は今、能力値の限界を超える方法を探している。以前、お前を能力透視した時、特殊スキルに『ステータス限界突破』とあるのが見えた。お前なら何か方法を知っているのではないか？」

「残念だが、それは破壊神であるアタシに生まれもって備わっていたスキルだ。他者に教えることは出来ねえ」

「そうか……」

　聖哉に見詰められ、ヴァルキュレ様は少し気まずそうに目を逸らした。

「ステータスの限界を超える方法は、この統一神界内に確かに存在する。だがイシスターは言えねえ。そしてアタシの口からもハッキリと言うことは出来ねえ」

　そ、存在するのに言えないって何よ!?　つまり、かなりヤバい方法ってことなんじゃないの!?

「いいか、聖哉。神しん緑りよくの森だ。そこにヒントがある」

　……完全に空気となっている私は、存在感を示すべく、二人の間に割り込み、声を張り上げる。

「聖哉!!　イシスター様が秘儀を教えてくれたんでしょ!?　グランドレオンの攻略法は既にあるわ!!　どうして今、そんな危なげな修行をする必要があるのよ!?」

「いざとなった時、『やっておけばよかった』では遅い。本番で本気を出すのではない。練習でこそ本気を出すのだ」

　ヴァルキュレ様が腕組みをして、コクコクと頷うなずく。

「流石だ。よく分かっていやがる」

　そしてウットリとした表情で、聖哉の頰を細い指で撫なでる。

「アタシがお前の担当女神だったらな」

「うむ。そうだな。ヴァルキュレと一緒ならイクスフォリア攻略も容易だろう」

「な、な、な、な、な……!?」

　あまりの屈辱にワナワナと震えていると、ヴァルキュレ様は、またも聖哉に体を近付けた。

「聖哉。もう天獄門は二度と使うな。お前がいなくなるとアタシは寂しい……」

「そうだな。なるべくならそうしよう」

　そして二人はキスでもするように、顔を近付けて──

「うっわああああああああああ!!　やぁめてええええええええええ!!」

　耐えられなくなって、私は間に割って入り、二人を力ずくで引き離す。

「な、何だよ、急に!!　リスタルテ!!」

　あの時のように涙がボロボロと零れ落ちた。

「あううううっ!!　こんなことになるくらいだったら、聖哉なんてゲアブランデの魔王戦で粉々になったままの方がよかったよおおおおおおお!!」

「と、とんでもないこと言ってんじゃねえよ！　担当女神だろ、お前！」

「おぐうぅ！　だって、だって……うっぶうっ！　あっびゅうっ！」

「リスタルテ……」

　ヴァルキュレ様が真剣な顔になった……と思った次の瞬間、

「ハ──ッハッハー!!　汚ったねー泣き方だなー!!　それでも女神かよ!!」

　腹を抱えて笑い出した。

「!?　なによォォォォォォ!!」

　私は泣きながらヴァルキュレ様にポコポコと殴りかかったが、神界最強の破壊神は私の猫パンチなど避けようともせず、呆あきれ顔がおを見せていた。

「ったく。ちったあしっかりしろよ、リスタルテ。もう人間じゃねーんだからよ……」




　私は神緑の森に向かう聖哉の後を泣きじゃくりながら付いていった。

　屋上から神殿を出て、森まではかなり距離がある。

　悲しさと切なさは長い距離を歩くうちに、苦しさに変わっていった。そして……

　──あーあ。一体、何やってんだろ、私。バッカみたい……。

　やがて、それは苛いら立だちと腹立たしさへと変わっていく。

　そうよ……！　ヴァルキュレ様の言う通りだわ！　アリアも、それに聖せい哉やだって言ってたじゃない！　私はもう聖哉と恋仲だったティアナ姫じゃない！　私は女神で聖哉は人間！　これから先、私達が結ばれることなんか絶対にないんだもの……！

　新緑の森の入口は月夜に照らされ、ほの明るかった。

　私はドレスの袖そででゴシゴシと涙を拭ぬぐうと、聖哉の背中に向かって大声を出す。

「竜宮院聖哉!!」

　気だるそうに聖哉が振り返った。

「何だ？」

「私は女神!!　そしてアナタは私に召喚された勇者!!　それ以上でもそれ以下でもありません!!」

「何を今更、当然のことを」

「そうね!!　だけどコレは私自身に再認識させる為なのよ!!」

　私は胸を張って宣言する。

「イクスフォリアを救うわ!!　一億人に一人の逸材、竜宮院聖哉!!　その為にアナタの力を貸しなさい!!」

　バカを見るような目をくれた後、「フン」と鼻を鳴らし、聖哉は歩き出した。

　私は先程と同じようにその後を追ったが、気分はさっきまでと比べようもないくらい晴れ晴れとしていた。




「……それで、ミティス。ステータス限界突破の方法だが、お前は何か知っているのではないか？」

「ええ。確かに方法はあるのでございます」

　妖よう艶えんなる弓の神ミティス様は、聖哉の問いに口角を上げて答えた。

「なら、それを教えろ」

「ふふふ。それは良いのでございますが、その前に一つだけ気になることが」

　そこまで言ってミティス様は「ふぅ」と息を吐き出す。

「……私は何故、いきなり大木に括り付けられているのでございましょう？」

　ミティス様を見つけるや、聖哉はいきなり背後から近付き、手刀を喰らわした。そうして気を失わせた後、近くの大木にロープでグルグル巻きにしたのであった。

「お前は急に裸になって襲いかかってくる変態女神だ。なので早めに処置しておいた」

「そうでございますか」

　特に反論もなく、ミティス様は納得したようだった。縛られたまま真剣な表情で言う。

「この森の奥深く……大女神イシスターの千里眼も届かぬ深しん淵えんにて……聖哉さんの力を限界突破させる可能性が存在するのでございます」

「ほう。森の奥深く、か」

　それだけ聞くと、聖哉はミティス様を置き去りにして身を翻したので私はビックリする。

「えっ……縄、解いてあげないの？　教えてくれたのに……？」

　心配げにミティス様を振り返ると、顔を紅に染め、打ち震えていた。

「ああっ!!　縛られたまま放置プレイ!!　ゾクゾクするでございます!!」

　……うん。やっぱりいいや。別に死ぬ訳じゃないし、ほっとこう。

　私達はミティス様を残し、神緑の森の更に奥まった場所へと歩を進めたのだった。




　黙々と歩いていると、やがて辺りの木々がくねったような、おどろおどろしい形をしていることに気付く。それは月明かりを遮って、視界をかなり悪くする。神界にいる筈なのに、魔界の森に迷い込んだような感覚だった。

　怖くなり、聖哉の腕に抱きつこうとしたが、『私は女神！　聖哉は人間！』と自らに何度も言い聞かせ、拳こぶしをギュッと握ったまま歩き続ける。

　不意に、聖哉が歩みを止めた。

「む。これか……」

　不気味な木々を抜けると、草原の中、古びた井戸がぽつんとその姿を現した。

「何でこんなところに井戸が……って、待って!!　コレってひょっとして!!」

　……私が女神転生して、すぐの頃。アリアは、幼く、おてんばだった私にこう言った。

『リスタ。あんまり言うことを聞かないと、森の中にある帰らずの井戸に入れちゃうわよ』

　すると私は怖くなって泣き出してしまう。

『だったら、これからはちゃんと言うことを聞いてね？』

　そしてアリアは優しく私の頭を撫でたのだった。

　──『帰らずの井戸』……！　アリアが私をしつける為に作ったホラ話だと思っていたのに……本当にあったんだ……！

　私は聖哉の肩を揺さぶる。

「せ、聖哉！　此処ここはダメよ！　この井戸に近付くとおかしくなっちゃうって、昔アリアが言っていたもの！」

「ならば、お前は全く心配ないではないか」

「えっ……あっ？　い、いや……どういう意味だ、この野郎!!」

　聖哉は井戸へとドンドン進む。昔から、こと修行に関しては慎重さの欠片もない。

「イクスフォリアを救いたいのだろうが？　多少の無茶をせねば限界など超えることは出来ん」

「そ、そうかも知れないけどさあ!!」

　井戸には縄ばしごが付いていた。聖哉は触って安全を確かめると、そのはしごを下り始めた。私も戸惑いながら聖哉に続く。

　縄ばしごを下りると、薄暗く、開けた空間が広がっていた。

「これが井戸の中？　思ったより広いわね……」

　向こうにはポッカリと口を開いた洞どう窟くつが見える。コンクリートで作られた近代的なトンネルのような風ふう貌ぼうだった。

「ま、待ってよ、聖哉……」

　聖哉を追って、トンネルに足を踏み入れたその時。

「身を伏せるであります!!」

　急に大声！　トンネルから飛び出してきた何かが、私に体当たりしてきた！

「ぎゃふっ!?」

　衝撃で私は地面に倒れる！

「な、な、何事!?」

　顔だけ振り返って見れば、汚れた迷彩服を着た何者かが私におぶさっている！　そして私の背中には二つの柔らかなものが当たって……ってことは、女……？　で、でもこんな井戸の中に……？

「チュドドド！　ドッゴーン！」

　アデネラ様を彷ほう彿ふつとさせる、ざんばら髪の女は叫びながら私から離れ、一人で地面をゴロゴロと転がった。

「敵の爆裂魔法が炸さく裂れつ！　被害を避ける為、左右に展開するであります！」

　叫びながら前方を見据えている。だが、その視線の先には何もない。

「アルマゲゼーダ神界統一戦争は、まだ続いているのであります！」

「アルマゲ……な、何言ってるの、この人!?」

　呟つぶやいた瞬間、迷彩服の女は目を大きく剝むいて私に飛びかかってきた！

「ひえええっ!?」

「アルマゲゼーダ神界統一戦争を知らないのでありますか!?　貴女は新米女神でありますか!?」

「し、知りません!!　すいません!!　新米女神で何だかすいません!!」

　すると、迷彩服女は拳を地面に叩たたき付けた。

「アルマゲゼーダ・ファースト第一次神界統一戦争で、イシスターを擁する破壊神ヴァルキュレに、暴虐の神メルサイス様指揮の我が隊は瀬戸際まで追い詰められたのであります!!　メルサイス様はヴァルキュレの破壊術式に破れ、そして自分もまた軍神アデネラの双極・連撃剣の前に……ぐぐうっ！」

　憤怒の形相を、だが、不意に緩める。

「しかし！　しかし、であります！　改良に改良を重ねた、我が最強の絶技『ステイトバーサーク・フェイズサード状態狂戦士・第三段階』を以てすれば、軍神アデネラなどもはや敵ではないのであります！」

　一転ニヤニヤと笑い出した不気味な女に、私はどうにか口を開く。

「い、一体、な、何なんですか、アナタは!?」

「ああ……名乗ってなかったでありますね。これは失礼……」

　そして女は、焦点の定まらない目をこちらに向けた。

「自分は戦神ゼトであります」

















第十七章　戦神






　迷彩服の女神が頭をボリボリと搔かくと、ただでさえ乱れていた頭髪が更に乱れた。

　──せ、戦神ゼト……！　この神がステータスを限界突破出来る方法を知って……あ、あれっ？　いなくなった？

　ふと気付くと、ゼトは地面を匍ほ匐ふく前進していた。

「ふぅふぅ！　アルマゲゼーダ・セカンド第二次神界統一戦争に向けて、ふぅふぅ！　演習は欠かせないのでありま[image: ][image: ][image: ][image: ]す！」

　う、うーわ……！　アデネラ様と同じ……いやそれ以上の異常性を感じるわ！　これは気を付けて接しないと！

　しかし聖哉は地を這はうゼトを見下ろしながら言う。

「おい。そこの『気持ち悪い変な奴』」

「!!　そんなにもハッキリ言う!?」

　いや、どうして初対面でそんなこと言えるの!?　こっちにも変な奴、いたよ!!

「俺のレベルはＭＡＸでこれ以上、上がらない。お前は俺の能力値の限界を超える方法を知っているか？」

「……知っているであります」

　ゼトは、すっくと立ち上がり、聖哉の眼前に顔をズイッと近付ける。

「人間の限界を超えるには、人間をやめてしまえばいいのであります！　人ならぬ存在『バーサーカー狂戦士』になることで、魔力を除く、全てのステータス値が倍加するのであります！」

　す、ステータス倍加!?　そんな夢みたいな方法が!?　で、でもそれが本当だったとして、それ程の絶技、簡単に教えて貰もらえる筈はずがない!!

　しかし、ゼトは聖哉にニコリと微笑む。

「暇だから教えてあげるであります！」

「!!　ウッソ、マジで!?　そんな簡単に!?」

「ずっと井戸に閉じこめられて、退屈しているのであります。イシスターの結界のせいで、貴殿達は帰ることが出来ても、自分は井戸の外に出られないのであります」

「それでは始める前に質問だ。今までそれをマスターした人間はいるのか？」

「うーん。まぁ……一人だけ、いたのであります」

「習得に当たって危険は？」

「うーん。まぁ……死にはしないのであります」

　あ、怪しい……!!　実際、うまい話すぎるわ!!　能力値が倍になるだなんて……!!

　私は聖哉を呼んで、こっそり耳打ちする。

「ね、ねえ。何だか安全の保証はなさそうだよ？　やっぱり止めた方がいいんじゃ……？」

「イシスターによれば、六芒星破邪は決めた標的に対して、一度しか使えないらしい。失敗した時、どうにかグランドレオンに対抗する手段が必要だ」

「だからって！　実際、教えて貰ったところでマスター出来るかどうかも分かんないし！」

「ヴァルキュレは暗黙の了解で俺にコイツを勧めてきた。つまり俺ならば習得可能と踏んだ訳だ。やる価値はある」

　またヴァルキュレ様か……。慎重な聖哉が……すごい信頼なのね……。

　聖哉はゼトにハッキリと告げる。

「では、アデネラを倒せると言った『ステイトバーサーク・フェイズサード状態狂戦士・第三段階』とやらを教えて貰おう」

　アデネラ様の名を聞くや、ゼトは鼻をひくつかせた。今までの話の流れから、双方に確執があるのは間違いない。

「能力値を四倍にするフェイズサードはもちろん、三倍にするフェイズセカンドも人間には無理なのであります。貴殿は第一段階であるステイト・バーサーク状態狂戦士を習得するであります」

　そしてゼトは暗いトンネルへと進み、聖哉に手招きする。

　ゼトを追うようにトンネルに入った聖哉は途中、一度だけ私を振り返った。

「リスタ。俺が此処で修行をしていることは誰にも言うんじゃないぞ」




　……夜の森を一人歩きながら、私は神殿へと戻っていた。

　ステイト・バーサーク状態狂戦士──危険を冒してまで、今この技を覚える必要はあるのだろうか。イシスター様に教えて貰った六芒星破邪だけでどうにかなるんじゃないだろうか。

　しかし、他ならぬ聖哉が決めたことである。それに修行はもう始まってしまったのだから、考えても仕方ないのかも知れない。

　その時。不意に、

『こっちだよ……』

　暗い夜の森で、誰かが私を呼ぶ声が聞こえた。

『こっち……こっちだよ……』

「ひえええええっ!?」

　私は怖くなって、耳を塞ふさぎ、一目散に駆け出した。

　神殿に戻ってから、よくよく考えれば、あれは聖哉にロープでグルグル巻きにされたミティス様の声だったのだろう。

　……明日、ロープ解いてあげなくちゃ。




　翌日。

　ランチセットをこしらえ、私は帰らずの井戸に向かった。

　縄ばしごを下りると、トンネルの前、ゼトが一人で匍匐前進していた。

「あ、あの……聖哉は？」

「ああ、竜りゆう宮ぐう院いん殿でありますか。彼は今、『改造実験房』……もとい、『精神集中の間』にて頑張っているであります」

「!!　今なんかとんでもないこと言わなかった!?」

「全く言ってないであります」

　気になってトンネルに向かおうとするが、ゼトが両手を広げ、通せんぼする。

「此処から先は、修行の妨げになるであります」

　私は仕方なく、ランチセットをゼトに渡して帰ったのだった。




　翌々日。

　聖せい哉やの昼食を作り、森へ行こうとカフェの前を通りかかるとアリアが声を掛けてきた。隣にはセルセウスとアデネラ様もいる。

「ねえ、リスタ。今回、聖哉はどんな神について修行しているの？」

「えっ！　えぇと、そ、その、す、すごい神に、すごい技を教わっているわ！」

　するとアデネラ様の目がギョロリと光った。

「な、何で、そ、そんなに、抽象的なんだ？　せ、聖哉は、い、今、何処にいる？」

「そ、そうね！　こもってるわ！　個室で一人！」

　セルセウスが呆あきれた顔をする。

「何だそれは。トイレじゃあるまいし」

「うん、まぁトイレみたいな感じよ！　とにかく忙しいから！　それじゃあ、またね！」

　私は冷や汗タラタラ。逃げるようにして走る。

　──あ、危なっ！　これからは出来るだけ、カフェの前は通らないようにしよう！

　……帰らずの井戸では、その日も聖哉の姿はなかった。ゼトだけがトンネルの前で鉢巻きをして、竹たけ槍やりを突いている。

「来たれよ、革命！　夜明けは近いのでありま───す！」

　そんなゼトを見て限りなく不安になるが、トンネルの前には昨日持ってきたランチセットが空になって置かれていた。聖哉はどうやらご飯は食べているらしい。私は少しだけ安心した。




　更に次の日。

　またしても聖哉の姿は見えない。トンネルの前でしばらく待ったが、出てきそうにないので仕方なく帰ることにした。

　しかし、井戸を出た後、ランチセットに付ける箸はしを持ってきてしまったことに気付く。

　慌てて再度、井戸に入り……そこで私は信じられないものを見た。

「もぐもぐ、もぐぐ！　この配給はなかなかうまいのであります！」

　何とゼトが手づかみで、聖哉のご飯を食べているではないか！

「ちょ、ちょっと!!　何してるの!?」

「おっとと！　これは失敬！　しかし竜宮院殿は修行中！　腐ってはいけないと思い、自分が平らげていたのであります！」

「!?　ま、待って!!　ひょっとしてずっとアナタが食べてたの!?　聖哉は三日間、トンネルから出てきていないの!?」

　居ても立ってもいられなくなって、私はトンネルへと駆け出した。

　暗いトンネルを奥へと進むと、突き当たりにガラス張りの扉があり『改造実験房』と書かれたプレートが張り付けられている。

　その扉に近付くや、

「グオオオオオオ!!」

「きゃあっ!?」

　猛獣のような叫び声と共に何かが扉にぶつかってきた！

　扉の向こうには、牙きばを剝むき、髪の毛を真っ赤に染めた魔物がいた。いや……魔物ではない。着ている服、背格好は間違いなく……

「聖哉っ!?」

「……ほうほう。そろそろ頃合いでありますな。立派なバーサーカーに育ったであります」

　背後からゼトの声。私は振り向いて、ゼトを思い切り睨にらむ。

「な、何よ、これ!!　アンタ、聖哉に一体何をしたの!?」

「無論、望んだ通りの狂戦士化であります。能力透視をして、竜宮院殿のステータスを見てみるであります……」





竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉や
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「ほうら。ステータス値が倍加しているでありましょう？」

「だからって、こんな!!　聖哉に意識はあるの!?」

「それはもちろん、意識も理性も無いのであります。今の竜宮院殿は、自分の従順な操り人形であります」

「な……何ですって!?」

　ゼトは持っていた鍵かぎを扉に刺し込みつつ、にやりと笑った。

「貴女は愚かな女神であります。簡単に能力値が二倍になるのに、どうしてイシスターがこの方法を会得させないか、考えなかったでありますか？　誰もが狂戦士化の精神汚染には耐えられないのであります。どうにか耐えた者も、心が完全に壊れてしまうであります。まぁそれでも死にはしないので、自分は噓は言っていないのであります」

　言葉を失う私。そして、扉は開かれる。

「グルルルル……！」

　そこからゆっくりと狂戦士と化した聖哉が現れる！　体から発散されるオーラは邪気とは別種の──『狂気』！

「今や、竜宮院殿は戦いにしか興味のない戦闘マシーンになったのであります!!　さぁ、その力でイシスターの結界を破壊し、自分を井戸より出すのであります!!　現刻をもちまして、アルマゲゼーダ・セカンド第二次神界統一戦争の開始でありま───────す!!」

　な、な、なんてこと!!　戦神ゼト……井戸に閉じこめられている訳だわ!!　こんなのに頼むなんて間違いだった!!

　悲嘆に暮れる私！　哄こう笑しようするゼト！

　だが狂戦士は、

「グルルルル……」

　唸うなっているのみで全く動かない。

「あ、あれ？　結界を破壊してくるであります！　さぁ早く！」

「グルルルル……断る」

　一瞬の沈黙の後。ゼトが大声で叫ぶ。

「!!　唸りながら断ったァ!?　未だに理性が残っているのでありますか!?」

「グルルルル……狂戦士化解除……」

　またも唸りながら言葉を発する。やがて、聖哉の髪の色は元に戻った。牙も消え去り、発散されていた狂気も無くなっている。

　私は呆気あつけに取られ、そしてゼトは震える指で聖哉を指す。

「お、おかしいであります!!　『戦いにしか興味のない狂戦士』になった筈はずなのに!?」

　ゼトの言葉を聞きながら、私は頰をポリポリと搔かく。

「まぁ……聖哉は元々、そういう人間だからね……」

　出会った時から修行、修行、修行、修行。昔、セルセウスに人間の身ながら『スーパー・バーサーカー』と呼ばれていた事実を私は思い返していた。

「も、元々、戦いにしか興味がない？　そ、そんな人間、いないのであります！　異性、遊戯、食べ物、睡眠──人間には色々あるであります！　貴殿は他に楽しいこと、ないのでありますか？」

「……何の話だ」

「ええええぇぇぇぇ……」

　言葉を失い、放心状態のゼトを無視し、聖哉は私に目を向けた。

「行くぞ、リスタ。もう此処ここに用はない」

「う、うんっ！」

　トンネルを出て、井戸の縄ばしごを上ろうとした時、ゼトが追いかけてきた。

「何よ、アンタ!!　まだ何かあるの!?」

「ち、違うであります！　戦いこそが生き甲が斐いの同志、竜宮院に忠告をしに来たのであります！」

　そしてゼトは真剣な顔で言う。

「同志、竜宮院。覚えておくであります。バーサーク中は魔法や特技は一切使えなくなるであります。そして段階は上げてはダメであります。特にフェイズ・サードは確実に脳が崩壊するのであります。これが出来るのは戦神たる自分だけであります」

　聖哉が「フン」と鼻を鳴らすと、ゼトは血相を変えた。

「『俺なら出来る』と思っているでありますね？　確かに貴殿なら、フェイズ・セカンド第二段階を発現する可能性は無きにしも非ず！　だが、しかし！　人間には『超えられない壁』というものが存在するのであります！　人間がフェイズ・サードを発現させれば、確実に精神は崩壊！　バーサークの傷跡は魂にも刻まれ、元いた世界に戻れたとしても後遺症は残るのであります！　これは同志と認めた貴殿だからこそ伝えているのであります！」

「……覚えておこう」

「絶対の絶対にダメでありますよ？」

　そうして、ゼトは両の口角を上げた。

「それでは同志、竜宮院！　ステイト・バーサーク状態狂戦士で、その何たらとかいう世界、完膚無きまでにブッ潰つぶしてくるのであります！」

「うむ。無論そのつもりだ。ブッ潰す」

「いや……潰しちゃダメでしょ……。救わなきゃ……」

　井戸から出て、森を進んでも、背後からゼトの意味不明な言葉が響いていた。

「嗚呼ああ！　貴殿と再び出会う日が楽しみであります！　その時こそ『捻じ曲がった時空』で互いの健闘を讃たたえあうのであります！　どうかどうか、それまではお元気で……」




　神殿の食堂にて、三個目のパンを囓る聖哉に私は微笑む。

「こんなことならゲアブランデの時から、ゼトに会っておけばよかったね？　そしたらもうちょっと楽に攻略出来たかも！」

「いや。あのトンネルの中では禍々しい気配が渦巻いていて、何度か意識を失いかけた。破壊のオーラを身に付け、天獄門の代償を二度経験したからこそ、精神汚染に耐えられたのだ。ヴァルキュレはそれが分かっていたから、このタイミングで戦神ゼトを俺に示唆したのだと思う」

「そ、そっか。やっぱり大変だったんだね……」

　聖哉はコップの水を飲み干した。腹ごしらえは出来たようだが、

「もう少し修行して、ステイト・バーサーク状態狂戦士を完全に使いこなせるようになりたい」

　そう言って聖哉はカフェに向かった。座ってコーヒーを飲んでいたアデネラ様を猫の首を持つようにして引きずる。

「アデネラ。修行するぞ」

「う、うん！　す、する！　修行する！」

　召喚の間に向かう二人の後を追おうとするが、アリアが私の肩を叩たたく。

「リスタ。イシスター様がお呼びよ」

「ええっ？」

　ま、まさかゼトの技を身に付けたことがバレたんじゃ？　だ、大丈夫よね？　だって森の奥はイシスター様の力も及ばない場所って言ってたし……




「……ゼトに教えを乞こいましたね」

　開口一番、大女神の言葉に心臓が止まりかけた私だが、

「六芒星破邪の成否に関わりなく、グランドレオンに対抗する力を身に付ける──相変わらずの慎重さですね」

　どうやらイシスター様は怒ってはいないようだった。

「でもリスタルテ。覚えておいてください。ゼトの禁じ手を使って、それでもなおグランドレオンには及ばないでしょう。もう一度言います。グランドレオンとの直接戦闘は絶対に避けてください」

「は、はいっ！」

「しかし六芒星破邪で弱体化したグランドレオンを葬るのに、ゼトの技を使えば確実。成功の確率は跳ね上がりました」

　微笑んだ後、イシスター様は少し、表情を引き締めた。

「前回、呪縛の玉の力で神界に戻れなかったように、グランドレオンの本拠地であるターマインにいる限り、また此処へは帰れなくなるでしょう。門によるターマイン内での移動は可能でしょうが、使えばアナタの気配を察知されるかも知れません。なるべく使わないように」

「分かりました！」

「最後に。ターマイン王国はアナタが人間だった時の故郷。辛い思い出もあるでしょう。それでも女神としての規律ある振る舞いを期待します……」

　イシスター様に頭を下げて、私は部屋を退出した。

　──辛い思い出かぁ。アリアも心配してたけど実際、ティアナ姫だった時の記憶はもうないし、そんなに心配ないと思うけどな……。




　召喚の間に向かうと、扉は開かれており、部屋の外では汗を搔いた聖せい哉やが佇たたずんでいた。

「あれ？　聖哉、もう終わったの？」

「うむ。本気のアデネラと戦ってみた。そして、手応えはあった。もう充分だ」

「えっ!!　ひょっとしてアデネラ様にステイト・バーサーク状態狂戦士見せちゃったの!?　私には口止めした癖に!?」

「修行中は誰かに邪魔されるのがイヤだっただけだ。習得した今となってはバレても問題はない」

　するとアデネラ様が、扉からひょっこりと顔を覗のぞかせる。

「お、おい。リスタ。こ、こっちに来い」

　扉がしっかりと閉められ、召喚の間で二人きりになった後、アデネラ様はジト目を私に向けた。

「ぜ、ゼトの技、狂戦士化を、せ、聖哉に、み、身に付けさせたな？」

「す、す、すいませんっ!!」

　頭を下げるが、アデネラ様は大きな溜ため息いきを吐いただけだった。

「えっと……それでどうでした？　聖哉、強くなってました？」

「ああ。と、とんでもなく、強い。あんな人間は、こ、これから、先も後も、あ、現れないだろう」

「!!　ってことは『双極・連撃剣』も凌しのいだんですか!?　うわあっ!!　やっぱり聖哉ってば、すごいなあ!!」

　感嘆して叫ぶが、アデネラ様は浮かない顔をしていた。

「い、いや。せ、聖哉は、し、神剣・滑かつ空くう鶻はやぶさから、み、身を守ることだけで、せ、精一杯だった」

「え……」

「り、リスタ。聖哉は強い。それでも、に、人間だ。もし本当に、ぐ、グランドレオンという奴が、ぜ、全力の私に近い能力値なら……き、狂戦士化を仮に、も、もう一段階、進めたところで……」

　そして。アデネラ様は残酷な言葉を私に告げる。

「せ、聖哉は、か、勝てないだろう」




　アデネラ様を残して扉の外に出ると、聖哉が私に尋ねてきた。

「話は済んだか？」

「う、うん」

「それでは出発するとしよう」

「聖哉。もう準備はいいの？」

　しばらく黙った後、いつものように自信ありげに言う。




「レディ・パーフェクトリー準備は完全に整つた」




　……今まであんなに頼もしかった台詞が、アデネラ様の言葉を聞いた後では儚はかなく思えた。

　聖哉はアデネラ様に手加減されたことを知っているのだろうか。いや……聖哉のことだ。ひょっとしたら分かっているのかも知れない。『レディ・パーフェクトリー』と言ったのは、あくまで『六芒星破邪を確実に成功させる』といった意味だろう。

　──だけど……もしも万が一、六芒星破邪が失敗すれば、その時は……？　う、うぅん!!　何を考えてるの!!　成功するに決まってるじゃない!!

　ネガティブな思いがこれ以上広がっていく前に、私はイクスフォリアへの門を出現させたのだった。








第十八章　旧ターマイン王国






　イクスフォリアへの門を潜る前に、聖哉が向こうに着いてからの簡単な説明をする。

「まずはターマイン王国の偵察を行う。ケイブ・アロング移動式洞窟は安全だが、地下だと情報収集に限界がある。よって少し危険だが獣人に変化して散策する」

　獣人は犬の比率が高く、目立ちにくいということから、聖哉は犬の獣人に。私は相変わらずの魚人にされた。ドーベルマンのようなシュッとした外見の聖哉に比べ、私は金魚のような全身真っ赤な魚人である。まぁ以前のマグロ頭より多少はマシ……なのかも知れない。

「ちなみにガルバノの町に寝かしてあるブノゲオス人形は、誰かに話しかけられたら『ブッ殺すぞお』と一言だけ喋しやべる仕様にしてある。しばらくは大丈夫だろうが、出来ればバレる前にグランドレオンを倒したい。三、四日以内がベストだ」

　そこまで言って、門の中に土蛇を挿入。移動先の安全を確保した後でようやく私達は門を潜った。

　ターマイン王国周辺の荒れ地に出た私達は、遠くに見える城に向かって歩を進める。

　近付くにつれ、全ぜん貌ぼうが目に入ってきた。巨大な城を含む町をぐるりと防御壁が囲んでいる。しかし壁はところどころが崩れ去っており、もはやその意味を成していない。

　町の中に足を踏み入れた途端、嫌な感覚が襲った。おそらくこれは邪神の力。この瞬間からターマインにいる限り、神界に戻ることは出来なくなったのだろう。

　犬の獣人に化けた聖哉がちらりと私に目配せする。「これから先は絶対に人語を喋るな」という意味だ。私は無言でこくりと頷うなずいた。

　私と聖哉は荒れ果て、汚れた通りを歩く。周りの景色は廃はい墟きよのような有様だが、その中で獣人達は生活していた。ガルバノの町のように人間の作った建物を利用して商売をしている者もいるようだ。

　ふと吐き気を催す異臭に気付き、そちらを見て、

　──うっ……！

　私は思わず声を発しそうになった。頭部のない人間の黒焦げ死体が建物の軒先から鎖で繫つながれ、ぶら下がっていたからだ。

「おいしいおいしい、人間は如何いかがかね～」

　トカゲの獣人がうちわでパタパタと死体を扇いでいる。更にその隣では、干からびた人間の腕、足、臓器などが並べられていた。

　まるで地獄絵図。奴隷で溢あふれたガルバノの町の方が全然マシな状況だった。ターマインでは人間は完全なる食料として扱われていた。

　私が目を背けていると、聖哉はその店へと近付いていく。

「いくらだ？」

　!!　いや噓でしょ!?　それ、買っちゃうの!?

　私は驚きよう愕がくするが、実際、本当に買う気はなく情報収集だったらしい。値段を聞きつつ、聖哉は自然に、ターマイン内では以前人間が使っていた通貨をそのまま使用していることなどを聞き出していた。会話は更に進む。

「へえ。そしたらアンタら、ガルバノから来たのか」

「ああ。此処ここでは人間を好きに食えると聞いたからな。だが、思ったよりも値が張るんだな」

「人間は高価さ。獣皇隊にでも入らねえ限り、食べ放題って訳にはいかねえ」

「獣皇隊とは？」

「選ばれた強い獣人だけが入れるグランドレオン様直属兵の集まりさ。隊に入れば、豊かな暮らしが約束されるし、王宮の中にだって入れる。王宮内の邪じや神しん殿でんを拝めば、より大きな邪神の加護が得られるって噂だぜ」

「ほう。それでその獣皇隊には、どうすれば入隊出来る？」

「毎日、広場で入隊試験をやってるよ。そこで相手を倒し、自分の強さをアピールすりゃあいい」

　早速、様子を見に広場に向かうのかと思いきや、聖哉は横並びの店へと足を運んだ。

　店内に入ると、熊の店主が頭ず蓋がい骨こつなどのおどろおどろしい品物を並べている。獣人が経営している道具屋らしい。店主が犬の獣人姿の聖哉を見て、口角を上げた。

「よう。アンタ、これを買っていかねえか？　当店オススメ『邪神のお守り』だ。持っていると、ほんの少し、邪神の加護が受けられるぜ」

　奇妙な文字が彫られている黒い石版を聖哉は興味深げに見詰めていたが、やがてお金の入った小袋を出した。

「少し貰もらおう」

「へへっ！　毎度あり！　いくつにするね？」

　私はごくりと生なま唾つばを飲む。

　せ、聖哉！　分かってるよね！　此処は敵地！　いつもみたいに爆買いしたら怪しまれるんだからね！

　私の視線を感じたのか、聖哉はこくりと頷いた。

　よかった！　どうやら理解してくれたみたいね！

「主人。少なくて悪いが……たった三十個だけ、くれ」

　!?　いや、充分多いわ!!　聖哉なりに頑張って減らしたのかも知れないけど、それでも多いっての!!　……だ、だけど、どうなの!?　獣人の感覚は人間とは違う筈はず!!　案外、大丈夫だったり!?

　しかし、熊の獣人は顔を引きつらせていた。

「少なかねえよ!!　多いよ!!　それからあと『たった三十個だけ』って表現もおかしいだろ!!」

　ダメだあああああ!!　やっぱり獣人的にも多かったあああああ!!

　店主の叫びは店外にも木霊こだまし、道行く獣人達が足を止め、店内の私達を窺うかがった。

　ああ、もうっ!!　メッチャ注目されてるし!!

「ならば仕方ない。五個にしよう」

　辺りが少しざわついたが、聖哉は『邪神のお守り』を五個購入。更に隣の武器屋へと向かう。

　入った途端、今度はカエル頭の獣人が不気味な赤黒い刀身の剣を勧めてきた。

「やあ、お客さん。これは人間の生気を吸い取る剣だケロ。人間をカラッカラの干物にするのに便利だケロ」

　な、何よ、その怪しい剣は!?　使い道が全く見当たらない!!　流石にこんな物、買う必要は……

　だが聖哉は小袋を取り出す。

「貰おう」

　いや、また買うのかよ!!　何でそんなのが欲しいのよ!?

「店主。ものすごく少なくて本当に心苦しいのだが……五本だけくれ」

「ケロ──ッ!?　ど、どこが少ないんだケロ!?　それに、どうして同じ剣が五本もいるんだケロ!?」

　ざわざわざわ……。またも店内、店外を含め、辺りにいた獣人全てが聖哉と私に注目した……。

　私は聖哉の腕を引いて、人気のない所まで連れて行き、無言で地面を指さした。聖哉は私の意図を察したようで、念の為に土蛇を出し、周囲に獣人がいないことを確認した後、ケイブ・アロング移動式洞窟で地下に潜った。

　魔光石の薄明かりの中、ようやく私は溜まった鬱うつ憤ぷんを聖哉にぶつける。

「怪しまれちゃったじゃん!!　顔、覚えられたかも知れないわよ!!」

「案ずるな。問題ない」

　聖哉は変化の術を発動。そしてドーベルマンからシベリアンハスキーのような犬種の獣人へと姿を変える。そして私も赤い金魚から、くすんだ色の金魚にされた。

「い、いくら変化の術で姿を変えられるからって……大体、そんな物、どうして必要なのよ!?」

　邪気を発散しているお守りと、傍に置いているだけで気分の悪くなる剣を見ながら私は叫ぶ。

「町で売っている道具や武器はなるべく全部手に入れておきたい。いずれ何かの役に立つかも知れんからな」

「それは普通の冒険の場合でしょ!?　此処は獣人の町!!　そんな不気味な道具に武器なんか使えないわよ!!　あっ、あとそれから、地下にいる時は変化の術かけないでくれる!?　イヤなのよね、この格好!!」

「誰に見られている訳でもないというのに。全く、女というのは面倒くさいな」

　ブツブツ言いながらも聖哉は術を解く。すると眩まばゆい光と共に私は女神のヴィジュアルに戻った。

　ドレスの胸元から手鏡を出し、自らの顔を映してみる。

　フフッ!!　ああ……魚に比べて、何て美しいのかしら、私!!　……いやまぁ、魚と比べるのは卑屈すぎるけど!!

「それで聖哉。これからのプランは立ててあるんでしょうね？」

「当然だ。グランドレオンを倒す為、六芒星破邪の秘儀を行う。その為のシミュレーションも既にしてある」

　聖哉は真剣な顔で淡々と語り始める。

「まずは入隊試験に合格して獣皇隊に入り、王宮へと侵入する。そこで邪神の力の発信元である邪じや神しん殿でんの周りにイシスターより授かった六個の結界石を設置。更に受信元であるグランドレオンの体の一部を手に入れる。まぁ体毛が一番、手頃だろう。その準備が終わってから、グランドレオンの半径五百メートル以内にて『破邪の剣舞』を三時間行う。これには制約があり、剣舞の最中は決して誰にも見られてはいけない。剣舞が終われば六芒星破邪の秘儀は完了。グランドレオンの弱体化に成功する」

　聖哉は事も無げに言うが、やることも多く、なかなか厄介そうである。特に最後の……

「えぇと『破邪の剣舞』だっけ？　それって大変じゃない？　グランドレオンの近くで、誰にも見られず長時間だなんて……」

「イシスターも最難関だと言っていた。見られた時点で秘儀は失敗、もはやグランドレオンに対し、二度と使うことは出来ないらしいからな。だが、俺にはケイブ・アロング移動式洞窟がある。王宮の地下に潜み、密かに剣舞を行えば問題ない」

「あ、そっか！　なるほどね！」

「……問題なのは、お前だ」

　そして聖哉は冷めた目で私を見る。

「本来なら何処かでずっと静かに寝ていて欲しいところなのだが……アリアやイシスターに、イクスフォリア攻略はお前の罰も兼ねていると口すっぱく言われている。故に嫌で嫌で仕方ないが連れて行かねばならん」

「嫌で仕方なくて悪かったわね!!」

　叫んだ刹せつ那な、急に聖哉が私に片手を伸ばした。

「わわっ!?」

　殴られるのかと身構えたが、聖せい哉やは何もしてこなかった。代わりに、洞窟内の土壁から発生した何かが、目にも止まらぬ速さで地を這はい、私の脚を伝ってドレスの中に入っていく！

「いっやあああああああああ!?」

　体中を撫なで回されるような、おぞましい感覚に私は絶叫してしまう！

「な、な、な、何をしたの!?」

「お前の体に強力な土蛇を数匹、忍ばせておいた。今から向かう入隊試験で、お前はただ突っ立っていればいい。そうすれば土蛇が勝手に相手を倒してくれるだろう」

「へ、へえ……そ、そうなんだ……」

　ドレスの胸元から覗のぞくと、何匹もの土蛇が私の胸部と腹部でとぐろを巻いている。ゾッとして私は見るのをやめた。

「入隊試験以後、俺とお前が別行動になる可能性もある。だがその時も土蛇がお前を守ってくれる筈だ」

　ふぅん……何よ、私のこと、結構考えてくれてるんだ？　やっぱり聖哉ってば……

　そう思った瞬間、厳しい目を向けられる。

「ちなみにお前の監視も兼ねている。魚人のまま人語を喋ると喉のど元もとに食らいつく仕様だ」

「!?　ひっどい仕様だな!!　そんなことしなくても喋らないわよ!!」

　聖哉は憤る私に構わず、平然と宣う。

「お前のことなど、二の次、三の次だ。六芒星破邪はグランドレオンを安全かつ確実に倒す唯一の手段。全てに於おいて、それを優先する」

「フン!!　上等よ!!　アンタこそ、ヘタこくんじゃないわよ!!」

「……誰に対して言っている」

　腕組みをした聖哉から、漲みなぎるような自信が溢れている。毒づきながらもそんな聖哉を見て、私は内心、安あん堵どしていた。

　──相変わらず準備は万端のようね。それもそっか。潜入に隠密行動。こういうことをさせたら、きっとこの勇者は天下一よね。私ったら一体、何を心配していたのかしら……。

　神界で感じた私の不安は、いつの間にか消し飛んでいたのだった。








第十九章　入隊試験






　再び、犬と魚の獣人に変化して、人ひと気けのないところで浮上した私達は、町の広場へと足を向けた。

　広場に近付くにつれ、獣人達の人山が見えてきた。皆、興奮している様子で拳こぶしを振り上げ、声を荒らげている。

　獣人達の間をすり抜けるようにして中心に向かうと、全ぜん貌ぼうが見えてくる。彼らが囲んでいたのは、土の上に四本の杭くいを打ち込み、それを縄で繫いで仕切った空間だった。どうやら此処で試験を行っているらしい。周りにいる獣人達の多くは見物客のようで、入隊試験はまるでリング内で行う格闘技の様相だった。

　一本の杭のもと、カラス頭の獣人が叫んでいる。

「カカカッ！　さぁさぁ、今日の挑戦者はどいつだ？」

　聖哉がカラスの獣人に向かい、手を挙げた。

「参加しよう。俺と、それからこの魚だ」

「よし、分かった！　それじゃあ早速、入隊試験を始めるぜ！」

　すると向こうから大柄な虎の獣人が現れ、私と聖哉の対角線上の杭に向かい、のしのしと歩いてくる。アレが対戦相手なのだろうか。

　だが、どうも様子がおかしい。虎の獣人は背後に麻袋を被せられた何者かを鎖で繫つなぎ、引き連れていた。麻袋のせいで顔は窺い知しれないが、足には鉄球が付けられている。

　罪人のようなその者を、虎の獣人がリングの中に押し込む。そして麻袋を剝はぎ取った。

　──ええっ!?　そんな!!

　私は驚愕する。それは『人間』だった。年は三十代後半か四十代前半か。長身で体格は良い為、精せい悍かんな戦士のようにも見えるが、目は落おち窪くぼみ、肌の色は土気色。髪の毛は手入れされておらず、縮れて伸び放題。まとったボロから見える手足はツギハギだらけであり、更に、その者から漂ってくるのは……

　──死臭!?

「……アンデッドか」

　隣の聖哉がぼそりと呟つぶやくと、カラスの獣人は「カカカ」と笑った。

「ああなる前は、ターマインの名だたる将軍だったらしい。まぁ今となっては『死なない玩がん具ぐ』だがな」

　──ひ、酷い！　ターマインの将軍をアンデッドにして……！

「人間は食料、もしくは玩具だ」

　またも楽しそうに笑うと、カラスは聖哉の背を押した。

「さぁ、アイツを倒してこい！　そうすれば試験は合格！　獣皇隊に入れるぜ！」

　周りの獣人達がカラスの言葉で一斉に沸き立った。誰しもが犬の獣人に化けた聖哉がリングに上がるのを今か今かと待っていた。

　しかし。聖哉は首を横に振る。

「勘違いするな。『参加する』とは言ったが『今すぐ試験を受ける』とは言っていない。まずは見学だ」

「そ、そうか。なら、最初はその魚人から行くのか？」

「いいや。コイツも見学。俺達は後でやる」

　……観衆から軽いブーイングが巻き起こったが、聖哉は気にする様子もない。どっかと杭の近くに腰を下ろし、見物の体勢を取る。私もおずおずと聖哉の隣に座った。

　その間に新しい挑戦者が申し込んできた。灰褐色でドブネズミのような獣人は、聖哉と違い、躊ちゆう躇ちよなくロープを潜り、勢い勇んでリング内に入る。

　私はドブネズミ獣人を能力透視してみた。何と攻撃力、防御力共に五万を超えている。ガルバノの町で見た獣人達の多くが三万台だったのに比べ、かなりの高ステータスである。

「それでは入隊試験、開始！」

　カラスの一言と同時に、

「ギギギギッ！」

　ドブネズミ獣人は余裕の表情で牙きばを剝むき、アンデッドに襲い掛かった。そして喉元に食らいつく。首を半分以上、嚙かみ切きられ、ドス黒い血がアンデッドから噴出する。

　勝負あったと思いきや、

「……捕まえたぞ」

　生物なら致命傷間違いない傷を首に受けながらも、アンデッドは低い声でそう呟いた。いつの間にかアンデッドの右手がドブネズミ獣人の顔面を包んでいる。

　刹那、『グシャッ』──と。果実を果皮ごと握にぎり潰つぶしたような音。顔を破壊されたドブネズミ獣人はその場にくずおれた。

　──つ、強い！　あのアンデッド……メチャクチャ強いじゃないの！

　元将軍のアンデッドは空を見上げ、呟く。

「ターマイン王国の為に……そして、あの御方の為に……一体でも多くの獣人を殺してやる……！」

　死人ながらも、その目は決意に満ちていた。私はリングに佇たたずむアンデッドに能力透視を発動する。





将軍ジョンデ　状態：アンデッド

Ｌｖ：59

ＨＰ：１７２２３４　ＭＰ：０

攻撃力：１１９８７４　防御力：９８１１１　素早さ：２８２　魔力：０　成長度：６９８

耐性　毒・闇

特殊スキル：腐敗体再生（Ｌｖ：３）

特技：デス・スクイーズ死絞殺

性格：実直






　……な、何て能力値！　勝てない筈はずだわ！

　私の戦せん慄りつを見通したように傍らでカラスが言う。

「玩具とはいえ、舐なめちゃいけねえ。獣皇隊は精鋭中の精鋭。無論、その試験も簡単なものじゃない。試験の落第──それは死を意味する」

　リングを見ると先程、ネズミ獣人に嚙まれたアンデッドの首が修復されている。能力の高いアンデッドに賦与される特殊スキル『腐敗体再生』だ。戦闘中は無理だろうが、こうして時間が経てば徐々に肉体は治っていくのだ。

　カラスが聖哉の顔を覗き込む。

「どうした？　怖じ気づいたか？」

「いや。試験を受ける決断に変わりはない」

「カカカ！　良い根性だ！　さぁ行ってこい！」

　そしてカラスは聖哉が潜れるようにロープを上げるが、聖哉は微動だにしない。

「……おい。何をしている？　やるんだろ？」

「いや。もう少し様子を見る」

「ま、まだ見学するのか！　話の流れからてっきり、やるのかと思ってたぜ……！」

「それはお前が勝手に思ったことだろう。まだ、やらん」

　わ、私もてっきりやるのかと……！　で、でも、まぁいいわ！　ここはもう少し見学するのが得策よね！

　聖哉と私はまたも見学した。二番目の挑戦者は蛇の獣人。首が自在に伸長し、アンデッド将軍に巻き付いて絞め殺そうとしたが、ネズミ獣人と同じように頭部を摑つかまれ、潰された。

　カラスの獣人が言う。

「元々、アンデッドは動きが鈍い。しかもコイツの場合、足の鉄球のせいで素早さは皆無だ。それでも捕まると、ああやって潰される。そこをどう攻略するかがこの試験の鍵かぎだぜ」

「うむ。そうだな」

　そしてカラスの獣人がロープを上げて、聖哉をリングに上げようとしたが、聖哉はまたも首を横に振った。

「もう少し、見学する」

「!!　どれだけ様子見るんだよ!?　やる気あんの、お前!?」

　流石にカラスが声を乱して叫んだが、それでも聖哉は動かなかった。

　い、いくら強いっていっても聖哉のステータスなら問題なく勝てそうなのに……！　相変わらずね、この勇者は……！

　……三番手の羊頭の獣人が将軍に首を引き千切られた後、聖哉はようやく重い腰を上げた。

「よし。ではそろそろ行くとしよう」

「ほ、本当に本当か？　遂にやるんだな？　俺は何だかもう、お前にからかわれているのかと思い始めていたぜ……」

　満を持して、犬の獣人に扮ふんした聖せい哉やがアンデッドの将軍が待つリング内に足を踏み入れる。

「よし！　では、試験開始！」

　カラスの声と共に素早く間を詰めた聖哉は、右腕を振りかぶり、爪でアンデッドに斬り付けた。触れた瞬間、アンデッドの胸元が引き裂かれる。実際、この攻撃は変化したプラチナソードによるものなのだろう。

　動きの鈍いアンデッドに対して、そのままもう二、三撃いけそうなところだが、聖哉はたった一撃与えたのみで、すぐに距離を取った。摑みかかろうとしていたアンデッドが翻ほん弄ろうされたように体勢を崩す。

　その後も聖哉は近付いて、一撃を加えると、すぐ離れて……を繰り返す。徐々に体が切り刻まれ、消耗していくことに焦ったのか、

「こ、この犬畜生が……！」

　将軍は悔しそうに言葉を発した。聖哉はフンと鼻を鳴らす。

「お前のような敵には、攻撃した後すぐに距離を取る『ヒットアンドアウェイ戦法』が最も有効だ」

「ぬうっ！　バカにしやがって……！」

　どうにかして聖哉を摑もうとする将軍。だが、まるで大人と赤子。相手にならない。

「無駄だ。お前の動きはもはや完全に見切っている」

　聖哉は自信満々にそう呟くが、私はさほど驚かない。

　──そりゃまぁ、あれだけ長いこと見学すればねえ……。

　やがて体力を削られたアンデッドは、がくりと膝ひざを突いた。戦闘不能状態になったことを確認した後、聖哉はゆっくりと近付いていく。

「先程『ターマイン王国の為に』などと、ほざいていたな？　お前如きアンデッドが獣人を数体倒したところで現状は何も変わりはしない」

　そして何と……

『ベッ』

　聖哉は将軍に対し、唾つばを吐いた！

「く、糞があああああああああ!!」

　激怒するが、もはや体の自由は全く失われていた。再生スキルがあるとはいえ、回復にはしばらく時間が掛かるだろう。

　聖哉はそんな将軍を蹴けり上げた後、氷のような目で見下ろしながら吐き捨てる。

「この死に損ないが」

　もはや誰の目にも勝者は明らかだった。沸き起こる歓声！　親の敵のような目で聖哉を睨にらむ将軍！　そして……内心、震える私！

　よ、容赦ねええええええええ!!　完全な獣人の振りをするには、このくらい非情にやらないといけないんだろうけど……それにしてもエグいわっ!!

　聖哉の戦い振りを見て、カラスの獣人は興奮し、肩を叩たたいた。

「すげえな、お前！　圧勝に加え、凶悪さも申し分ねえ！　ようし、俺がお前をグランドレオン様の直近に推挙してやろう！」

　おおっ！　グランドレオンに近付けば六芒星破邪に使う体毛も入手しやすい！　まさに聖哉の想定通りの展開ね！

　私の胸は躍るが、その後、カラスが私に目を向ける。

「それじゃあ次は、この魚人の番だな！」

「う……ウオ……」

　聖哉と入れ替わりに私はリングに立つ。数メートル先には体から煙を出しつつ、聖哉にやられた傷を自動再生する将軍がいた。

「獣人め……！　獣人めええええええええええ!!」

　!?　聖哉のせいでメチャメチャ怒っていらっしゃる!!

　怯おびえる私だが、

「カカカ！　それじゃあ、試験開始だ！」

　将軍の再生は完了！　入隊試験は始まってしまった！

「この魚野郎がァァァ……！」

　アンデッドの将軍は鬼神の如き顔で私を睨んでいる！

　だ、大丈夫よね!?　聖哉の土蛇が何とかしてくれるんだよね!?　私、立ってるだけでいいんだよね!?

　回復した将軍は、憤怒の形相で私に突っ込んできた！

「魚のたたきにしてやるわあああああああああ!!」

　ヒィィィィィィ!?　あんなこと言ってっけど!?　突っ立ってろって言ったけど、このまま立ってたら、やられちゃうよおおおおお!!

　将軍が私に近付こうとした、まさにその時だった。

　……ボトン。

　私の足下で音がした。

　──へ？

　見ると大きな魚が、足下でピチピチと跳ねている。

　!!　こ、これはまさか、聖哉が私の体に巻き付けていた土蛇!?　それが変化の術で、魚の姿になって!?

　……ボトボト、ボトボト。

　更に、私の股またから魚がどんどんと落ちる！　その様子に観客の獣人達が叫ぶ！

「な、何だ、アイツ!?　股から子供、産みやがったぞ!!」

「魚の出産って、卵じゃねえのか!?」

「それより入隊試験でどうして出産しやがった!?」

「気持ち悪りぃな、あの魚人!!」

　!?　いや何よコレ、メッチャ恥ずかしいんですけどおおおおおおおお!!

　だが、私の感情とは裏腹に、股から落ちた数匹の魚が地を這はうように素早くアンデッドに向かう！　そして将軍の脚に食らい付くや、ガジガジと囓り始めた！

「ぐおおおおおおっ!?」

　アンデッドなので痛みはないかも知れない。それでもピラニアの池に放り込まれた肉塊のように、瞬く間に脚が削り取られていく。将軍がたまらず叫んだ。

「おのれ……おのれえええええ!!　魚めええええええええ!!」

　やがて両脚が完全に食い千切られた将軍は地面に倒れ伏した。

「戦闘不能！　戦闘不能だ！」

「あの魚人、すげえな！　全く自らの手を汚してないぜ！」

「ああ！　産み落とした魚だけで勝っちまいやがった！」

　そして観客達は何かを期待する眼差しを私に向けている。

　──え……えーと。

　聖哉の方を見ると、無言で小さく頷うなずいていた。

　なので……

「ウオォォォォォォォォッ!!」

　私は両手を振り上げ、勝利の雄叫びを上げた。私の声に同調するように、辺りは割れんばかりの拍手と歓声に包まれる。

　……ぶっちゃけ、ほんのちょっと気持ちよかったです。








第二十章　愚者の塔






　カラスの獣人と共に王宮に向かう聖哉の後を、私はひょこひょこと付いていった。

　近付いてみるとターマイン王宮は、魔王軍の攻撃を受けた跡もそのままに荒廃した様相だった。鎧よろいをまとった獣人の門番の隣をすり抜け、手入れのされていない王宮の庭を歩く。

　──私って、人間だった時、此処ここで暮らしてた……のよね？

　雑草の生い茂った庭を見渡すが、当然のように何も思い出さない。巨大な王宮を目の前にしても何の感慨もなかった。

　イシスター様やアリアがあんなに心配していたものだから、てっきり魂が反応して苦しくなったり、泣けてきたらどうしようと身構えていたのだが、肩すかしを食らったような気分だ。また、それと同時に安心もした。万が一、記憶が戻り、感傷的になれば行動に支障が出る。そうなればまたしても聖哉の足を引っ張ることになりかねないからだ。

　そんなことを考えていると、聖哉がカラス獣人と一緒に王宮内に入っていく。慌てて後を追おうとすると、

「おい。お前はこっちだ」

　いつの間にか背後にいた、のっぽの馬の獣人が私の腕を引いた。

　──ええっ!?　私も王宮に行くんじゃないの!?

「ウオッ！　ウオウオウオッ！」

　魚人は喋しやべれないので、王宮と自分を交互に指さしながらジェスチャーしてみた。馬の獣人は私の意図を汲くんだようで、ヒヒンと軽く嘶いなないた後、言う。

「お前は確かに入隊試験に合格した」

「ウオ！」

『そうですとも！』と私は頷く。

「お前は獣皇隊の一員だ」

「ウオ！」

「お前は強い」

「ウオ！」

「だが、お前は……魚くさい」

「ウオッ!?」

「グランドレオン様は魚くさい魚人が嫌いなのだ。悪いが、お前を王宮内に入れることは出来ん」

　いやちょっと、何よソレええええええ!!

「それでも、お前は試験に合格した強者。よって重要な任務を与える」

　そして馬の獣人は、王宮から離れた位置にそびえる塔を指さした。

「『愚者の塔』だ。今から一緒に頂上に向かう」

　塔の中に入り、見上げてみると螺ら旋せん階段がぐるぐると上まで続いている。外観通り、かなり高い塔である。本来はターマイン王宮を外敵から守る為の見張り塔だったのではないかと私は推測した。

「此処をお前の住処にしてくれていい」

　一階の端にある小部屋を案内された。扉を開けてみると、人一人がくつろぐには充分なスペースが確保されており、机や椅子、簡易ベッドなども用意されている。

　その後、馬の獣人は長い螺旋階段を上り始めた。もくもくと黙って階段を進む獣人に付いていく。流石は獣人、体力があるのだろう。私の足が棒になりかけた時、ようやく螺旋階段が終わった。

　塔の頂上は、手て摺すりが付けられただけの吹きさらしだった。しかし中央に木の扉が備え付けられた四角い建物がある。見張り役が交代しつつ、休憩する場所だったのだろうか。馬の獣人は懐から鍵かぎを取り出して、取手の鍵穴に差し込みながら私に聞く。

「何故、この塔を愚者の塔と呼ぶか分かるか？」

「ウオ？」

「此処には愚者がいるからだ。痛覚のない愚か者が、な」

　扉が開かれると、薄暗く狭い部屋の中に老女がうずくまるようにして座っていた。手首には手錠、足には鉄球を付けられている。ボロをまとい、罪人のような格好をしているが、くたびれた顔には僅わずかながら威厳を漂わせているようにも思えた。

「これが旧ターマイン王国の王妃カーミラだ」

　王妃!?　い、生きてたんだ!!　てっきり王族は皆殺しにされたものだと思っていたのに!!

　……実際はもっと若いのかも知れない。だが瘦やせてシワだらけの顔の上には、沢山の白髪。カーミラ王妃は六十代くらいの老女に見えた。

「王宮にいた人間で唯一、この女だけはグランドレオン様に生かされている。面倒なことに、な。塔から飛び降りて自殺でもしてくれれば俺としては助かるんだが」

　馬の獣人のぼやきを聞いた王妃が吐き捨てるように言う。

「自害なんてしないよ。一応わたしゃ聖職者だからね」

　やつれているが、言葉には気概が感じられた。馬の獣人は相手にせず、私に近くの台を見せた。そこには針や焼きごて等のおどろおどろしい道具が並べられている。

「拷問は一通りやった。だがコイツは何をやっても痛がらないんだ」

　そして私の肩に手を乗せる。

「いいか。お前の仕事は、この女を痛めつけることだ。コイツが痛がる素振りを見せたら俺を呼べ。グランドレオン様はきっとお喜びになられるだろう」

　じゃ、じゃあ私ってば拷問係な訳!?　何てイヤな仕事なのよ……!!

　私の心の葛かつ藤とうなど知らず、馬の獣人は楽しげに言う。

「まぁ色々やってみろ。だが決して殺すんじゃないぞ。飯も日に一度は食わせてやれ」

　簡単な説明だけすると、馬の獣人は踵きびすを返し、扉を開けて出て行った。

　そして今。狭い空間に魚人の私と、前ターマイン王国の王妃だけが残された。

　──こ、この人が、私が人間だった時の母親……!?

　まじまじと見詰めてみるが、まるで何も思い出せない。魂の記憶と脳の記憶とは別種。いくら思い出そうとしても思い出せるものではないのだ。

「……何見てんだよ、この魚は」

　不意に王妃が眉み間けんにシワを寄せて私を睨んでいることに気付いた。足に鉄球が付いているが、のそりのそりと私に近付いて来る。

「何か言いたいことでもあんのかい？」

「う……ウオウオ！」

　私は首をぶんぶんと横に振った。王妃は更に顔をしかめる。

「ああ、魚くさい、魚くさいね。そうか、これは新手の拷問だね」

　!?　いや、そういう訳ではないんですけど!!

「ウオウオ言うだけで他の言葉を喋りもしない。本当に気持ち悪い獣人だよ」

　鼻をつまみながら王妃は私を睨にらみ付ける。

「ホラ。ぼーっと突っ立ってないで、飯を持ってきな。私は腹が減ってるんだ」

「ウオ？」

　ご、ご飯？　それって何処にあるんだろ？　えーと……

　すると凄すごい剣幕で叫ぶ。

「飯は一階のアンタの部屋に置いてあるよ！　さっさとおし！　モタモタしてるとアンタを食べちまうよ！」

「ウオオオッ!?」

　私は逃げるようにして王妃の部屋を飛び出した。

　──た、たくましいわね……！　拷問までされてるのに、あの態度……！　何だか想像してた母親と全然違うわ……！

　自分に割り当てられた一階の部屋に戻ると、机の上にパンが一つ置かれてあった。

　一日たったこれだけか。そりゃあお腹が減る筈はずだわね。ってか私もちょっとお腹すいたなあ……。

　ふと、パンの隣にホコリ避けの布が被せられた籠かごがあることに気付く。

　あ！　これってきっと私の食事だよね！

　だが、布を取って、私は絶句する。

　……そこには焼き焦げた人間の両腕が入っていた。

　ギャアアアアアア!?　食べられるかああああ、こんなもん!!　……ってことは、ええええ……私ってば、しばらくご飯抜きですか!?　そ、そんなあ……。

　落胆して、ベッドに腰を下ろす。大きな溜ため息いきが漏れた。

　はーあ……聖せい哉やとも離ればなれになっちゃったし、こんなことなら強情張らずにケイブ・アロング移動式洞窟で、おとなしく待ってた方がよかったかな？　……い、いや！　そんなことでどうするの！　私は女神！　今度こそ冒険の役に立つってところを見せるチャンスじゃない！　そうよ！　私にだっていろいろ出来ることはある筈！　たとえばこっそり辺りを探索して道を覚えるとか、珍しいアイテムが落ちていないか探してみるとか……！

　そんなこと考えていたら、不意に、

　──ボトッ。

　私の股またから魚が床に落ちた。

「!!　ウオッ!?」

　驚いていると、魚は土砂に戻り、散らばるようにして床に文字を書き始める。

『念の為に忠告する　余計なことを考えるな　お前は何もしなくていい』

　……聖哉からの『土魔法メッセージ』を私は冷めた気分で眺めていた。

　私が何かしでかさないように、こんなメッセージを……はいはい！　あー、そーですか！　これまた準備のよろしいことで！

　やがて文字が消え、新たなメッセージが出現する。

『夕刻　王宮の庭に来い　以上』

　土砂は合わさり、またも魚の姿になった。そして私の股の辺りに『ズボンッ』と飛び込んでくる！

「いっやあああんっ!!」

　妙な感触に思わず叫んでしまった。

　あ、危ない！　誰もいなくてよかった！　で、でも魚は一体、何処に消えたの？　まさか変なところに入ったんじゃあないでしょうね……？

　お股の辺りを『何処ですか？』と、ポンポン叩たたくと、

　──ボトッ。

　新しい魚が落ちてきた。

　!!　オィィィ!?　また別なの出ましたけど!?　こ、今度は一体、何よ!?

　すると魚は私の方を見ながら、口を大きく開く。

「ゲェ」

　何と魚の口からリンゴのような果物が吐き出された！

　──は？　何コレ……って、そうか！　食べられない物が食事に出されることを見越して、聖哉があらかじめ用意してくれてたんだ！

　慎重勇者の思慮深さにちょっとだけ感謝したのだが、

「ゲェ」

　続けてオレンジのような果物を吐き出した魚を見て、白目になる。

　こ、この出し方……どーにかならないのかしら……。

　その後、魚は人間の腕にバギバギかじりついて、私が食べたようにしてくれました。




　パンを持って、螺旋階段を上り、塔の天辺にある部屋の扉を開く。

「ずいぶん遅かったね」

　王妃はイライラした口調だった。

「う、ウオ……」

　私は早速、王妃にパンを差し出した。訝いぶかしげにそれを受け取るや、すぐにかぶりつく。あっと言う間に平らげてしまった。

「フン。それでどうするんだい？　拷問でも始めるかい？　指に針を刺すか、腹に焼き印でも押すか……まぁ意味のないことだけどね。聞いただろ？　私は痛みを感じないのさ」

　王妃は皮肉ぶった笑みを見せていた。言われて私は王妃の腕を眺めてみる。

　火傷の痕あと。切り傷。打ち身のようなアザまである。服の下にも無数にあるであろう拷問の傷を想像し、心が痛んだ。

　強がってはいるが、一体今までどれほどの酷い仕打ちをされてきたのだろう。グランドレオンは凶悪だ。普通の人間なら死んだ方がマシだと思えるようなことをされたに違いない。

　……私には人間の時の記憶はない。だが単純に目の前の老女が哀れだった。女神としての私の神性が反応していた。

　気付けば、私は王妃の手を撫なでていた。

「な、何だい、この魚は？　まさか、私に同情してんのかい。獣人のくせに」

　王妃は私の腕を取っ払うと、少し気まずそうにそっぽを向いた。

「……変わった獣人だね」

　ちょっと閃ひらめいたことがあって、私はポンポンと下腹を叩く。

　股から魚をボトリと落とすと、王妃がたまげて、後ずさった。

「アンタ、何してんだい!?　急に魚なんか産んで!!」

　だが、床に落ちた魚は、

「ゲェ」

　オレンジを吐き出した。私はそれを王妃に渡す。

「ウオウオ！」

「わ、私にくれるのかい……ってか、食えるのかい……コレ……」

　私はオレンジを剝むいて、毒見に一房食べてから王妃に渡す。

「ウオ！　ウオウオ！」

　おそるおそるオレンジを食べてから、

「……本当に変わった獣人だね」

　王妃はほんの少しだけ笑った。笑うと険が取れて、王妃らしい高貴な顔になった。

　だが、ちょうどその時。高い塔の天辺まで届いた叫び声に王妃は表情を引き締め、私はビクッと体を震わせた。

　──な、何よ、今の？　人間の悲鳴のような……！

　王妃はゆっくりと鉄格子のある窓まで近付いていく。

「また人間の処刑だ」

　そして何の感情もない淡々とした声で言う。

「グランドレオンは処刑場がよく見えるこの塔に私を閉じこめたのさ。あの怪物は、あの手この手で私を追い込み、痛めつけ、泣かそうとする」

　王妃カーミラは乾いた声で笑った。

「無駄だよ。涙なんか、とっくに枯れ果てちまったんだ」

　夕刻になったので、土魔法のメッセージで言われたように私は王宮の庭に行ってみた。

　庭にはまったく人影はなかった。キョロキョロするが、犬の獣人の聖哉もいない。

　少し早かったかしら、と庭の隅の草むらに歩み寄った時、

『ズボオッ！』

　足下が急に崩れ、私は落下する！

「ウオ──!?」

　尻しり餅もちをついて見上げるとケイブ・アロング移動式洞窟の中、人間に戻った聖哉が私を見下ろしていた。

「うむ。落ちた瞬間も『ウオ』と叫んだな。咄とつ嗟さの時の声も魚人になっている。その点は誉めてやろう」

「ってかアンタ、もうちょっと優しく誘導しなさいよ!!」

　聖哉に女神の姿に戻して貰もらった後で尋ねる。

「……それでどうなのよ、そっちの首尾は？」

「どうもこうも、他の獣人との格闘稽げい古この合間をぬって、王宮内外の下調べをしただけだ。本格的に動くのは明日から。それより……」

　聖哉は私に鋭い目を向ける。

「現在、お前が配置されている塔には重要犯罪人が収容されているらしいな？」

　げ！　もう知ってるんだ！　情報、早っ！

『それってば、私が人間だった時の母親なのよ』と言おうとすると、

「そいつが誰かは知らんし、知りたいとも思わん。いいか、リスタ。お前もその人物には必要以上に関わるな。ボロが出るおそれがある。とにかくお前は何もするな」

「土魔法メッセ、見たわよ。何にもしないよ。しつこいなあ」

「ひとつ、格言を教えてやる。『動かないリスタは良いリスタ』──覚えておけ」

「『便りのないのは良い便り』みたいに言ってんじゃないわよ！　ホント失礼ね、アンタって人は！」

「お前には、子供に言うように何度も言っておかないと不安だからな」

　そして聖哉は冷たい目を私に向ける。

「とはいえ、此処ここはグランドレオンの住処。怪しまれるリスクを最小限に抑える為、会うのは次で最後にする。今日より三日後の同時刻、此処に来い。俺はそれまでに確実かつ完かん璧ぺきに六芒星破邪を最終段階まで進めておく。以上だ」

　業務連絡のようなあっさりした会話が終わった後、変化＆土蛇地上偵察してから、私達は別々に土中より浮上する。

　聖哉と別れて、私は一人、塔の部屋に戻るとベッドに体を横たえた。

　──はぁ……やっぱり聖哉ってば、私のこと、特に心配してないみたい。ゲアブランデの時は何だかんだで気に掛けてくれてたのにな……い、いや、もうこんなこと考えるのはよしましょう！　私と聖哉は『召喚した女神と、召喚された勇者』！　それだけの関係なんだから！

　六芒星破邪の成功だけを考えようと、気持ちを新たにしてから私は眠りについたのだった。








第二十一章　反逆の怪物






　翌日。

　愚者の塔一階の私の部屋に、馬の獣人がやってきた。

「拷問は試してみたか？」

「ウオ」

「それで、どうだ？」

「ウオ～」

　肩を落として見せると、馬の獣人は察したように頷うなずく。

「あれを苦しがらせることは今まで誰にも出来なかった。焦ることはない」

　そうして私の部屋を出て行った。

　塔の最上階。監禁場所にて私がリンゴを差し出すと、カーミラ王妃は首を捻ひねる。

「……今日も拷問はしないのかい」

「ウオ！」

　ニコニコと微笑んだ……つもりだが、魚人なのでうまく笑えているかどうか自信はない。

「一体、何を企んでるんだろうね、この魚は」

　そう言いながらも王妃は毒見せずにリンゴにかじりついてくれた。昨日よりは私に対する警戒心を解いてくれたのかも知れない。

　聖せい哉やに『何もするな』と言われて、その通りにするのは癪しやくだったが、それでも六芒星破邪を完成させ、グランドレオンを倒すまで、此処で王妃に拷問している振りをしながら過ごすのが私にとって賢い選択なのだろう。

「……まだ、あるのかい」

「ウオ？」

「だから……その……果物だよ」

　王妃が少し、照れながら言ったのが嬉うれしくて、私は土蛇が変化した魚の口からオレンジと新たなリンゴを取り出す。そして王妃の手に渡そうとして、

「ウオッ!?」

　椅子の脚につまずいて、こけた。立ち上がろうとして、今度は机に頭をぶつける。

「何やってんだい。ドジな魚だねえ」

　転がった果物のホコリを払いながら、王妃は遂に声を上げて笑った。

「アッハッハッハ！　アンタを見てたら、何だか急に娘を思い出したよ！」

　!!　ええええっ!?　魚人を見て思い出したの!?　ま、まぁその感覚はある意味、凄すごく正しいのかも知れないけれど!!

「アンタみたいにドジでね。回復魔法以外、何にも出来ない子だった。王女としての資質なんかもほとんど無かったね。あ……でもツッコミは得意だったよ。その切れ味鋭いツッコミで、家臣や町の者からは『カミソリ・ツッコミ王女』と呼ばれていたんだ」

　……私、周囲からバカにされてません!?

　しかし王妃は少し沈んだ口調になって話す。

「まぁその『カミソリ・ツッコミ』だけど、勇者様と魔王を倒しに行ったっきり帰ってきやしなかった。何でも、魔王にやられて死んじまったんだとさ……」

「……ウオ」

　私はちらりと王妃の顔を窺うかがった。ひょっとしたら泣いているのでは──と思ったが、王妃はあろうことか片方の口角を上げ、笑みを浮かべていた。

「私は全然、信じちゃいないけどね！　あの子は悪運が強いんだ！　未だに何処かでのほほんと暮らしてるんじゃないかって踏んでるんだよ！」

　そして「アッハッハ」と快活に笑う。

　──うん……まぁ……半分当たりですけどね……。

　何にせよ王妃が思ったより元気なのは私にとって嬉しいことだった。

　果物を食べた後、私は王妃の肩を揉もんであげる。初めは嫌がっていたが、やがて受け入れてくれた。ベッドの上で全身マッサージしてあげると、そのまま眠ってしまった。

　私は王妃に毛布を掛けた後、自分の部屋に戻る。

　一人になれば気になるのは、やはり聖哉のことだった。

　──聖哉……大丈夫かな？　アイツのことだから、うまくやってるよね、きっと。



















　更に翌日。

　聖哉のことを思うとソワソワするが、気にしたところで仕方がない。私は私のやるべきことをしよう。そう思い、食事を持って螺ら旋せん階段を上る。

　扉の鍵かぎを開けてから王妃の部屋に入り、パンと果物を差し出した。

　腹ごしらえが終わった後、王妃は今日も私に尋ねる。

「……拷問は？」

　私は手と首を振った。

「ウオウオ」

「そうかい」

　王妃は私に心を開いてくれたのだろう。こんな話もしてくれた。

「私は別に生まれつき痛みを感じなかった訳じゃあないんだ。だが不思議なもんで魔王が世界を征服した後、何をされても痛みを感じなくなった。拷問だってへっちゃらだ。私はね、これを神様がくれた贈り物だと思っているよ」

　……イクスフォリアが魔王アルテマイオスの手に落ちたのはたった一年前。なのにターマインはこの有様だ。自分を除いた王族は皆殺し。家臣は玩がん具ぐになり、民は食料にされた。きっと地獄より辛い一年間だったことは想像に難くない。

　神の贈り物と言っているが、これは一種の心的症状かも知れない。受けた心の傷の為に、王妃は痛覚が鈍くなってしまったのではないだろうか。

　それでも王妃は、やせ細った体から意気のある声を出す。

「きっとね、『拷問なんかに屈するな』って神様が私に言ってくれてるんだよ」

　まさにその時だった。

「……そりゃあ随分としょぼくれた神もいたもんだな」

　不意に野太い声！　私も王妃もギクリとして、声のした方を見る！

　──う、噓でしょ……!!

　扉の傍には、グランドレオンが仁王立ちしていた！

「魔王を倒す力でなく、拷問に耐える力を与えてくれた、か。役に立たねえカスみてえな神だ。もしそんな神がいたらの話だが」

「グランドレオン……！」

　王妃が顔色を変えて、獣人の王を睨にらむ。

　い、一体いつの間に!?　まるで気配を感じなかった!!

　だが途端、辺り一面に凶悪なオーラが発散される。どうやら自在にオーラや気配を操れるらしい。

　私に近付こうとして、グランドレオンは顔を僅わずかにしかめ、足を止めた。馬の獣人が言っていた通り、魚人の臭いが嫌いらしい。

「おい、魚人。話は聞いてると思うが、俺が良いって言うまでこのババアを食うんじゃあねえぞ」

「う、ウオ」

「俺ぁ、コイツの惨めな泣き顔見るまで殺さねえって決めてんだ」

「フン。泣き真似でもしたら、さっさと殺してくれるのかね？」

　余裕の表情の王妃が気に入らないらしく、グランドレオンは胸ぐらを摑つかむ。王妃の体が軽々と宙に浮いた。

「黙れ、ドカスが。俺はテメーのその態度が気に入らねえ。皮と骨だけのくせに、命いのち乞ごいもしねえその態度がな」

　乱暴に手を放すと王妃はその場にくずおれた。

「魚人。俺にこのババアの泣き面を拝ませてみろ。そうしたら俺はお前ら種族を見直してやる。王宮にも入れて、テメーを戦闘部隊に抜ばつ擢てきし、俺の側近にしてやろう」

「ウオ……」

「また様子を見にくるぜ」

　そしてグランドレオンは部屋から出て行った。

　──ほ、本当に出て行ったのかしら……。

　私も聖哉のように、慎重に扉から数度、覗のぞいて確認してみたが姿はない。

　ホッとして振り返ると、王妃が私に針を差し出してきた。

「ホラ。お前のボスの言いつけだ。そろそろ本気で拷問を始めたらどうだい。そうでないとお前にも危害が及ぶよ」

「ウオウオ！」

　それでも私は首を横に振る。流石に王妃が驚いた。

「グランドレオンに言われたのに、まだ断るってのかい！」

　もはや呆あきれたような表情をした後、王妃は私に顔を近付ける。

「お前は見所のある獣人だから教えておいてやるよ。いいかい。グランドレオンはああ言っていたが、獣皇隊の戦闘部隊になんか絶対に入らないことだ。お前の死期を早めるだけだよ」

「ウオ？」

「グランドレオンが、どうして魔王が征服したこの世界で、更に精鋭を集めた獣皇隊なんか作ってるか分かるかい？　奴は野心家だ。魔王アルテマイオスを殺して、この世界の真の帝王になろうとしてるのさ」

　──なっ!?　そ、そんなことって!!

「私には分かる。グランドレオンには確かにその力がある。『世界を統べる器』って言うのかね。優秀な部下を作るつもりが、アルテマイオスはとんでもない怪物を作っちまったのさ」

　急激に不安になってきた。王宮配備の戦闘部隊は聖哉が所属している隊である。

　──だ、大丈夫なの……聖哉……！

　グランドレオンは単純にステータス値がとんでもなく高いだけでなく、底知れない何かを持っている。それはカーミラ王妃が言う通り、魔王アルテマイオスにも引けを取らない『器の力』なのかも知れなかった。




　そして遂にこの日がやってきた。今日は聖哉との約束の日である。夕刻までに聖哉は六芒星破邪を最終段階まで進めている筈はずであった。

　聖哉に言われたより少し早い時刻。私は王宮の中庭に向かった。

　相変わらず人気の少ない中庭の更に奥まった所にある草むらに向かうと、

『ズボッ』。私はケイブ・アロング移動式洞窟の穴に落ちた。

「……リスタ。随分と早いな」

　普段と変わらぬ様子の聖哉を見て、安心する。

「聖哉！　よかった！　私、アンタに何かあったんじゃないかって！」

「何を言っている。王宮内の邪じや神しん殿でんの周りに六個の結界石を設置。グランドレオンの体毛もバレることなく入手。計画は安全かつ完かん璧ぺきに進行中だ。後は王宮の地下に隠れ、『破邪の剣舞』を三時間行えば、六芒星破邪は完成。グランドレオンは弱体化する」

「そ、そう……。でもね！　グランドレオンはオーラも気配も消せるのよ！　後は剣舞を行えば終わるんだろうけど、それまでは決して気を抜かずに……」

「そんなことはお前に言われるまでもなく当然、把握している。何の問題もない」

　そして聖哉はバカを見るような顔を私に向ける。

「問題はいつも、リスタ。お前だ」

「わ、私っ!?」

「そうだ。今から行う『破邪の剣舞』は地下十メートルのケイブ・アロング移動式洞窟にて行う。通常、何の問題もない筈だ。お前の存在を除けば……」

「ど、どういう意味よ？」

「イシスターが言っていた。邪神の力が発動している現況、お前は神界へ帰る門は出せない。それでも、門を使ったターマイン内での移動は可能だと。つまり、お前の出す門は俺のケイブ・アロング移動式洞窟の中に侵入することが出来る」

　聖哉は鷹たかのような目で私を睨み付けた。

「今、この差し迫ったタイミングでお前を呼んだのも、このことについて釘くぎを刺す為だ。最後の最後で、くだらないことで邪魔されたくはないからな」

「何よ、それ!!」

「念の為にもう一度、言っておく。六芒星破邪の秘儀はグランドレオンを確実に葬る唯一無二の手段だ。だが、第三者に見られた瞬間、その聖なるエネルギーは飛散してしまう。そして同じ敵に対しては二度と使うことは出来ない。失敗は決して許されないのだ」

「そんなの分かってるってば!!」

「最後にもう一言」

「まだあるの!?　ホントしつっこいなあ!!」

「俺は今回、何よりも六芒星破邪を優先する。以上だ」

「あーそう!!　そういえば、私もアンタに言っておくことがあったわ!!　私の体にいる魚って、目が見えてたりしないよね!?　いっつもアンタに私の行動、見られてると思うとイライラするんだけど!!」

「そんな仕様にはしていない。お前のプライベートなどに興味はないからな。だが、」

　聖せい哉やが指をパチンと鳴らすと、私の股またから魚がボトボトボトボトボトボトボトと、十五匹くらい落ちた。

「!!　どんだけ魚、入れてんだよ!?」

「気になるなら返して貰もらおう。いくらお前でも後三時間くらいは平気だろうしな。まぁ、それでも念の為、防御用の魚は一匹残してあるが」

「全部取っ払ってくれて結構よ!!」

「ダメだ。それは残す。お前の為ではなく、俺自身の為にな」




　ケイブ・アロング移動式洞窟から出た私は聖哉を振り返らず、ズカズカと王宮の庭を歩いた。

　塔の階段をムシャクシャした気分で上る。

　──ああ、もうイライラするっ！　何よ！　こんな時までバカにして！　邪魔なんかする訳ないじゃない！

　そう。あとたった三時間。それだけ待てば、六芒星破邪は何の問題もなく完成する筈だった。








第二十二章　おかあさん






　ムシャクシャしながらも階段を上り、王妃の部屋に向かった。

　王妃は一日に、パン一つのみ。貧相な食事を可哀想に思い、私は夕食分に果物をあげるようにしていたのだ。

　リンゴを片手に、そっと扉を開く。王妃はベッドで横になっていた。

「ウオウオ？」

　呼びかけてみるが、深い寝息を立てている。私は果物を机に置いて、王妃の手を取った。

　──もうすぐ……もうすぐよ。いけ好かない勇者だけど、それでもアイツは六芒星破邪を絶対に成功させる。そしたらターマインは救われるわ。こんな塔なんかすぐに出られるからね……。

　その時、ふと。

　──あら……何かしら？

　私は王妃が右手に何かを握っていることに気付いた。

　気になったので、熟睡している王妃の指をゆっくり開いて、握っていたものを取り出す。

　それは、小さな人形だった。手作りのマスコットみたいな、女の子の人形。随分と昔に作られたのだろう。傷み、黒ずんでいる。いや、仮に汚れていなかったとしても、あまり良い出来映えではない。顔や髪の毛の作りが雑で、おせじにも上手いとは言えない手作り感あふれる人形だ。

　しかし、何気に引っくり返した背中を見て……私は喫驚する。




　『おかあさんへ　　ティアナ』




　そんな文字が黒い糸で縫い合わせてあった。

　──こ、これって、もしかして人間だった時の私が……!?

　その時。手に持っていた筈の人形が消えた。

「……ババアめ。バカみてえに安心して寝てやがるな。こんなことは今までなかった」

「ウオッ!?」

　低い声に背筋が凍る！　振り向くと、巨きよ軀くの獣人の王──グランドレオンが背後で、私から奪った人形を持って佇たたずんでいる！

「悪りぃな。テメーを脅かすつもりはねえ。ただ少しばかり気になったもんでな。昨日のババアのテメーを見る目……ありゃあ、これまでの獣人に向ける目じゃなかった。実際、今もテメーが傍にいるってのに熟睡してやがる」

　私達の騒ぎで王妃はようやく目を覚ました。グランドレオンを見て、表情を硬くし、身構えたが、

「ああっ……！」

　急に頓とん狂きような声を出して、自らの右手を見詰める。そこに握られているべき物は、グランドレオンの手中にあった。

「何だ、ババア。こりゃあテメーの私物か？　こんなもん、今まで何処に隠し持っていやがった？　ベッドの下か？」

「あ、アンタにゃ関係ないだろ！　返しておくれよ！」

　普段、飄ひよう々ひようとしている王妃が血相を変えて叫んでいる。尋常でない様子をグランドレオンも察知したらしい。より一層、人形を凝視する。

「この人形に何かあんのか？」

　そしてグランドレオンは人形の背中に目をやった。

「『ティアナ』……確かテメーの娘だったな。すると、そうか。コレは娘の贈り物か」

「か、返しておくれ……！」

　王妃はグランドレオンの胸元まで歩み寄っていた。図体の大きいグランドレオンに手を伸ばして、人形を取り返そうとする。

「返して！　返しておくれよ！」

「ウザってえんだよ、ドカスが！」

　咆吼のような怒声と共に、人形を持っていない方の手で王妃を押す。それだけで王妃は吹き飛び、床に倒れ込んだ。

「ウオッ！」

　私は咄とつ嗟さに王妃に駆け寄った。上体を起こして背中をさするが、王妃は私のことなど眼中にないように、ただただグランドレオンを見詰めていた。

「お願いだ……返しておくれよ……」

　哀れな呟つぶやきを聞いて、グランドレオンが床に唾つばを吐いた。

「死んだ娘の物が、そんなに大事か？」

「ティアナは……ティアナは死んじゃあいない！」

「ああ？　何言ってんだ、ドカスババア。とっくに知ってんだろうが。テメーの娘はアルテマイオスに、体かっさばかれて惨めに死んだ。こんな具合にな」

　グランドレオンが、人形を持つ手に力を入れる。王妃の体がビクッと大きく震えた。

「やめて……おくれ……！」

　だが次の瞬間、ブチブチと繊維が引き裂かれる音！　上半身と下半身が分かたれた人形をグランドレオンは無造作に床に投げ捨てた。

「ティアナ……！」

　王妃が振り絞るような声を出した。

　……私は歯を食い縛りながら、グランドレオンの暴挙を眺めていた。無論、止めに入りたかったが、私にそんな力はない。王妃のように弾き飛ばされるのがオチだ。だからせめて、王妃を支えるように背後から抱きついていた。

「ううっ……！　ティアナ……ティアナ……！」

　その時──『ぽたり』。

　王妃の肩に回した私の腕に何かが落ちる。

　──ええっ……！　そ、そんな……！　王妃が……！

　どんな拷問にも屈しなかった王妃の両目から涙が絶え間なく溢あふれていた。

「おいおいおい……！　泣きやがった……泣きやがったぜ……！　一年間、何をしても泣かなかったババアが！　そんなにこの汚ねえ人形が大事だったのかよ？」

　グランドレオン同様、私も合点がいかない。人間だった時の私があげた人形が、王妃の心の支えだった？　で、でも、どうしてそこまで、この人形を……？

　私は無惨に引き裂かれ、足下に転がった人形を眺める。『理由を知りたい』という思いが、知らず知らずのうちに私に鑑定スキルを発動させていた。





『幼いティアナ姫が王妃の為に作った人形──【注意】更に詳細を知りたいですか？』






　──ちゅ、【注意】!?　何よ、コレ!?

　一瞬、躊ちゆう躇ちよしたが、詳細が分かるなら知りたいに決まっている。私は頭の中で『知りたい』と願った。その途端。目眩めまいのように頭がクラリとする。




　……塔の最上階に居た筈はずの私は、白黒映画のような灰色の世界の中にいた。

　高そうな家具が配置された寝室に、

「おかあさん！　おかあさんっ！」

　白いドレスを着た五歳くらいの女の子が飛び込んできて、私の足下を元気に走り抜ける。その先に佇むのは同じくドレスをまとい、張りのある顔をしたカーミラ王妃だ。

「ティアナ！　走るんじゃない！　行儀が悪いよ！」

　窘たしなめられて、幼い私は頭を下げ、悲しそうな顔をする。

「だって、これ……おかあさんに見せたかったんだもん……」

「何だい。それは」

「人形……ティアナが作ったんだ」

　受け取ろうとして、王妃はティアナ姫の手が傷だらけであることに気付く。

「こんなに怪我して。アンタは不器用なんだから無理することないのに」

「だって、おかあさん、お仕事が忙しくてなかなか会えないでしょ」

　そしてティアナ姫はニコリと微笑む。

「だから、コレを私だと思って持っていて！」

　幼いティアナ姫は人形の手足を動かして、おどけて見せた。

「ほらね！　ずっとずっと一緒にいるよ！　離れていてもティアナは、おかあさんと、ずぅーっと一緒にいるよ！」

「ったく。このちんちくりんは……」

　人形を受け取った後、王妃は幼い私の頭を撫なでて、にこりと微笑む。

「ありがとうね。大事にするよ」




　……ハッと気付けば、灰色の世界は姿を消し、目の前には山のようなグランドレオンの巨体。怪物は私が抱きかかえている王妃を睨にらんでいた。

「死んだ娘の持ち物を壊されたのが、そんなに悲しいのか？　全く、人間ってのは意味が分かんねえな」

　グランドレオンは王妃に歩み寄ると、髪の毛を摑つかみ、凶悪な獅し子しの顔を近付けた。

「だが……いいぞ！　俺はテメーのその惨めな面が見たかったんだ！　死んだ、死んだ！　娘も、王も家臣も民も、テメーの大事だった者は何もかもが死んだ！　いいか、ババア！　この世界にゃあ、もう希望なんかねえ！」

　髪の毛から手を離すと、王妃はその場にくずおれた。

「長い間の胸の支つかえが取れたような気分だぜ。これでターマインは完全に獣人に屈服した……」

　グランドレオンは満足げに言う。

「これから処刑場でお前の首を落とす」

　──う、噓でしょ!?

「ウ……ウオウオウオッ！」

　もう我慢出来なかった。私はグランドレオンの前に立たち塞ふさがり、処刑を阻止しようとした。だが、グランドレオンは親しげに私の肩に手をやる。

「おう。勿もち論ろん、テメーのこたぁ忘れちゃいねえ。やるじゃねえか。まずはババアの心を開くことに専念したって訳だな。そうしてババアの弱みを引き出した。誉めてやるぜ。約束通りテメーを王宮に入れてやる」

　──ち、違う！　私、そんなつもりじゃ……！

　私を払いのけようとグランドレオンが手を突き出した。私への攻撃だと思ったのだろう。刹せつ那な、私の体から土蛇が変化した魚が現れて、牙きばを剝むいた。だが、グランドレオンは一笑に付す。

「褒美は後だ。今はババアの処刑が先だ」

　そして私をスルーするや、王妃の腕を乱暴に取って、引きずるように扉へ向かう。聖せい哉やがくれた魚は私を襲う者から自動的に守るのみ。グランドレオンが私への攻撃意思がないのを知ると、体に戻っていった。

　──だ、ダメ！　このままじゃ王妃が殺されちゃう！　グランドレオンを止めなきゃ！

　すぐさま追いかけようと、閉まった扉を開く。長く続く螺ら旋せん階段を見下ろすが、もうグランドレオンの姿はない。

　──そんな!?　こんな長い階段、一体どうやって下りたのよ!?

　私は焦りながら、螺旋階段を駆け下りる。慌てすぎて、下りている最中、足がもつれて階段を転がった。

　うううっ！　な、何よ、コレ！　何でこんなタイミングで、こんなことが起こるのよ！　聖哉と会ってから、まだ一時間程しか経っていない！　破邪の剣舞は半分も進んでいない筈なのに！

　ようやく塔から出て辺りを見渡すも、グランドレオンと王妃の姿はない。

　──処刑場！　塔から見た感じだと……あっちの方角だわ！

　私の勘は当たっていた。なぜなら私が向かう方向に、多数の獣人が会話しながら足を進めているからだ。

「いまから王妃の処刑を始めるらしいぜ」

「何だ。まだ生きてたのか、あのババア」

　急ぎたいのに多くの獣人が私の前にいて、思うように走ることが出来ない。

「ウオウオウオ！」

　私の叫びに前にいる獣人達がイラついた様子で振り返った。

「ああ、何だこの魚人は？」

「食っちまうぞ、コラ」

　睨まれても、なじられても、なりふり構わず間をすり抜け、前を目指す。

　みじめにかけずり回り続け、ようやくグランドレオンの背中が見えた。部下に王妃を担がせて、その先を悠々と歩いている。

　──よ、よかった！　やっと追いついたわ！

　だが、その瞬間。私の足は止まった。

　な……何やってるの、私!?　走って追いついて……それからどうするの!?　バカじゃないの!?　私なんかがグランドレオンを止められる訳ないじゃない!!

　気付けば、足下には砂利。荒れ地に磔はりつけ用の柱が横一列に立ち並び、また別の位置には断頭台も置かれている。グランドレオンは既に処刑場に到着していた。

　──こんな状況、私じゃあ、もうどうにもならない!!　聖哉っ!!

　しかし、私の頭の中。聖哉の声が木霊する。




『俺は今回、何よりも六芒星破邪を優先する』




　だ、ダメよ!!　また私は聖哉の足を引っ張るの!?　聖哉を呼ぶのは絶対にダメっ！　それにイシスター様も言っていたじゃない！　グランドレオンとの直接戦闘は絶対に避けるように、って！

　後悔の念が怒ど濤とうのように押し寄せてくる。

　全部……全部、私のせいだ！　寝ている王妃の手から人形を取らなければ、グランドレオンは気付かなかったかも知れない！　そもそも聖哉の言う通り、王妃と必要以上に仲良くならなければ、こんなことにはなっていなかったのに……！

　今さら悔やんでも遅いのに、後悔せずにはいられなかった。絶え間ない悔悟の行き着く先はやはり頼りになる勇者だった。

　い、いや……ひょっとしたら聖哉なら、この状況からでも何とかしてくれるんじゃ？　そうよ！　グランドレオンとの直接戦闘だって、いつもみたいなありえない慎重さできっと……！




『せ、聖哉は、か、勝てないだろう』

　だが、今度はアデネラ様の言葉が脳裏を過ぎる。戦神ゼトに教わった『狂戦士状態』──仮にそれを人間には到達不可能の『フェイズ・セカンド第二段階』まで高められたとしても、直接戦闘ではグランドレオンを倒せないという。この状況で聖哉に助けを求めても意味はない。グランドレオンを倒し、ターマインを救うには六芒星破邪の成功が絶対条件。つまり……つまり……

　──ごめんなさい、カーミラ王妃……！　許して……！　私はアナタを救えない……！

　目もうつろな王妃を獣人が、つまらない荷物のように引きずっていく。そして、その先に血ち糊のりで黒ずんだ刃を掲げる断頭台が見えた。

　もはや全てを諦あきらめた王妃の疲れた横顔と、幼い私から人形を受け取った時の優しい笑顔が対照的ながらも重なっていく。

　──おかあさん……っ!!




　……私がケイブ・アロング移動式洞窟の中に侵入した刹那、『バチッ』という耳をつんざく激しい音と共に、洞窟内が一瞬、激しく明滅する。空間に満ちていた神気が雲散霧消したのだろう。

　剣舞中だった聖哉は動きを止め、プラチナソードを地面に突き刺した。

「……リスタ。お前は自分が何をしたか、分かっているのか？」

　指を鳴らし、私の変化の術を解除した後、侮ぶ蔑べつの眼差しを向ける。

「グランドレオンを確実に倒す為にやってきた苦労──その全てが今この瞬間、水泡に帰した」

「あ、あのね……お、王妃がさぁ、今からね……グランドレオンに処刑されちゃうんだよ……」

　聖哉は無言だった。私はどんな顔をして良いか分からず、また、どんな言い方をすれば良いかも分からず、情けない愛想笑いを浮かべていた。

「あは……あははは……。も、もうウンザリだよね？　一体、どれだけ足を引っ張れば気が済むんだろね？　『私は女神、聖哉は人間』……そう決意したつもりだったのにね？　でもね……自分でも、どうしたら良いのか分かんないんだよ……」

　私は救いを求めるように聖哉に近付き、胸に頭を押しつける。

「大嫌いでいい。いくら殴ってくれても、蹴けってくれてもいい。だから、お願い……お願いだから……王妃を助けて……」

　私は一体、何を言っているんだろう。六芒星破邪の成功なくして、聖哉はグランドレオンを倒せない。なのに王妃を助けて欲しいなんて虫が良いを通り越して無茶苦茶だ。

　でも……それでも……

「記憶は無くしても……女神になった今でも……たった一人のお母さんだから……！」

　涙がボロボロと零れ落ちる。

「お母さんを……お母さんを助けてください……！　お願い……します……！」

　祈りにも似た思いで、私は人間の勇者に懇願した。

　しばらくの沈黙の後、聖哉が口を開く。

「お前は女神で、俺はお前に召喚された勇者。それ以上でもそれ以下でもない──お前は確か神界でそう言っていたな？」

　頭の上から響いた皮肉に体が震える。

「ごめんなさい……！　ごめんなさい……！」

　謝った途端、聖哉は私の肩を摑み、『ドン』と突き放した。

「うう……！　うううううっ……！」

　それは『物言わぬ否定』。聖哉に体を離されるのと同時に、私の魂までもが遠く離されたような気がして、辛くて悲しくて嗚お咽えつが止まらなかった。

　だけど……違った。

　カチャリと金属音。涙に濡ぬれた顔をゆっくり上げると、聖哉は腰の鞘さやにプラチナソードを装備していた。

「お前の言う通りだ」

「聖……哉……？」

「好きも嫌いも是も非もない。『王妃を救う』──それが俺を召喚した女神の意志だと言うのなら、俺はお前の意志に沿う」

　勇者は大きく息を吐き出した後、ごきりと拳こぶしを鳴らす。

「所しよ詮せん、実力でアレに勝てないようでは、この世界の魔王も倒せまい」

　そして、決意に満ちた鋭い目を私に向けた。

「行くぞ、リスタ。王妃を救い、グランドレオンを倒す」








第二十三章　ビースト・ハザード






　泣きじゃくる私に、聖哉が尋ねる。

「状況は差し迫っているのか？」

　ドレスの袖そでで涙を拭ぬぐいながら、どうにか言葉を紡ぐ。

「お母さん──カーミラ王妃が断頭台に……処刑場にはグランドレオンと多くの獣人達がいて……」

　聖哉は静かに頷うなずいた後、私に処刑場付近へと通ずる門を出させた。そして再度、私を魚人の姿へと変化させる。

「俺が奴らの注意を引く。お前はその隙に王妃を救出しろ」

　聖哉は門に手を当て、出現場所の安全を確認した後、扉を開く。

「ステイト・バーサーク状態狂戦士……！」

　途端、聖哉の体から赤黒い狂気のオーラが発散される！　艶つやのある黒髪は瞬時に赤く染まり、口元からは牙を覗のぞかせた！

　──い、いきなり狂戦士化するなんて！　聖哉のことだから犬の獣人に化けて、処刑場に紛れ込むと思ったのに！

　扉の向こうに消えた聖哉を慌てて追った。門を抜けた後で、辺りを見渡す。
















　処刑場は此処ここから数十メートル先。遠くには獣人達の人山と、断頭台近くで佇たたずむ王妃の姿が見える。

　慎重な筈はずの勇者は、抜き身の剣を肩に乗せ、ズンズンとそちらに向かって突き進んでいく。

　やがて一体の獣人が近付いてくる聖哉に気付いた。

「……ああ？　何だ、アイツ？」

　獣人達の視線は、断頭台に掛けられる寸前の王妃から聖哉へと注がれる。

「人間……か？」

「何処から来やがった？」

　その刹那！　不思議そうに呟つぶやいた獣人達の間を縫うように、赤の軌跡がジグザグに通過する！　聖哉が通り過ぎた後、数体の獣人の上半身と下半身は別離した！

　一瞬の沈黙の後、

「ひ、ひいいいいっ!?」

「うわああああああ!!」

　獣人達は絶叫する！　そしてその叫び声を上げた獣人の胴体もまた地に落ちる！　まさに文字通り、狂戦士！　目の前にいる全ての獣人を容赦なく一刀両断にしていく！

　もはや王妃の処刑どころではない。突如現れた敵に処刑場は阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化す。王妃にギロチンを落とす役の獣人もいち早く、この場から逃げ去ったようだ。

　今がチャンスと、魚人に化けた私は王妃のもとへと近付いた。

　王妃は私を見ると、正気を取り戻したように呟く。

「お……お前……？　ひょっとして私を助けに来てくれたのかい……？」

「ウオ！」

　私は王妃を断頭台から離れた安全な場所に避難させる。仮に他の獣人が私に気付いたとしても、傍目には王妃が逃げ出さない為の見張りとして映っていることだろう。

　辺りに獣人のいないところまで来てから、ようやく王妃は鬼神の如く獣人達を切り裂く聖せい哉やをまじまじと見詰めた。大きく目を開き、体を震わせる。

「アレは……勇者様？　そうだ……そうだよ……！　生きていらしたんだ……！」

　希望に満ちた声に私は頷く。

　──聖哉のお陰で、王妃を奪還出来た！　一番良いのは、王妃を連れて、とにかくこの場を離れること！　だけど……！

　じゃりっ、と。私の耳に巨体が小石を踏み鳴らす音。

「……俺の庭で随分と好き勝手、暴れてくれるじゃねえか」

　聖哉によって築かれた獣人達の屍しかばねの山──その向こうでグランドレオンは聖哉を睨にらんでいた。

「獣皇隊の精鋭を含む数十体の獣人が一瞬で殺された……か。たいしたもんだな、人間」

　同胞を惨殺され、しかし、まるで取り乱さず落ち着き払っている。その貫かん禄ろくはまさに獣人の王だ。

　私は能力透視でグランドレオンのステータスを再確認する。





獣皇グランドレオン

Ｌｖ：99（ＭＡＸ）

ＨＰ：１２０００４４　ＭＰ：０

攻撃力：８５６１２１　防御力：８１９６３７　素早さ：８０７７１１　魔力：５８７５４　成長度：９９９（ＭＡＸ）

耐性：火・風・水・雷・氷・土・光・闇・毒・麻ま痺ひ・眠り・呪い・即死・状態異常

特殊スキル：邪神の加護（ＬｖＭＡＸ）

特技：ジェットブラック・ネイル漆黒殺爪

性格：凶悪






　統一神界の上位神にも匹敵する能力値に、改めて身震いした。

　ステイト・バーサーク状態狂戦士は能力値を二倍にする。つまり今、聖哉の素早さは五十万程あるに違いない。ゲアブランデにいた超高速で動く蝿はえの魔物ベル＝ブブすら超える驚異の敏びん捷しようさである。なのに、それでもグランドレオンの素早さは聖哉を大幅に上回っている。その差は何と……三十万！

　──おそらくグランドレオンのマックススピードを聖哉は知覚すら出来ない筈！　この場から簡単に逃げられるなんて思えない！　一体、どうすれば!?

　とにかく、私は女神力を密かに発動。動体視力を上げて、聖哉とグランドレオンの動向を注視する。

「これ程の力を持つ人間が、まだこの地ラドラルに隠れていた──そんな筈はねえよな。ひょっとすると、テメーは召喚された勇者か？」

　応じず、戦闘態勢を崩さない聖哉に、グランドレオンは少し和らげた声を出す。

「おいおい。そう構えんじゃねえよ。俺は今、話してんだ。お前がこの世界に召喚された勇者なんだろ？　なぁ？」

　聖哉がゆっくりと口を開く。

「……そうだ」

「なら、ブノゲオスはテメーにやられてたってことか。つまりガルバノの町で俺と話したのはテメーだった訳だ。……ったく。まだら髪の言った通りじゃねえか」

　呟いた後、グランドレオンは何故だか楽しそうに笑った。

「それにしても、よくもまぁ、あんなに上手く成り済ませたもんだ。俺の目をかいくぐるたあ、大したもんだぜ」

「神界にいる変化の神直伝の術だ。見た目や雰囲気では誰にも見破れん」

「そうか、そうか。成る程な」

　グランドレオンは「クックック」と押し殺した笑い声を出した後、戦闘の意思はないとばかりに両手を広げて見せた。

「俺は単純に強い奴が好きなんだ。どうだ？　俺と協力して魔王アルテマイオスを殺さねえか？　俺とお前の利害は一致してんだろ？」

　な、何よ、ソレ!!　本気!?　い、いや……そんな訳がない!!　でも、とりあえず誘いに乗った振りをすれば、隙を突いて逃げることは出来るかも……!?

　誘いの言葉に、私がふと気を取られた次の瞬間。今の今までグランドレオンがいた場所には何もない！　瞬間移動かと見紛う速度で、グランドレオンは右腕を振り上げ、聖哉の眼前に音もなく至近していた！

「……『ジェットブラック・ネイル漆黒殺爪』！」

　低い声を発すると同時に標的に向け、チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を内包した漆黒の爪を叩たたき付ける！　凄すさまじい轟ごう音おんと振動が処刑場を揺るがした！

　──聖哉っ!!

　グランドレオンが腕を振り下ろした衝撃で地面が裂けている。だが……深く大きな爪形が描かれた地表に聖哉の姿はない。

　瞬間、激しい金属音！　聖哉はグランドレオンの背後！　そしてグランドレオンは聖哉の剣を長い爪を盾代わりにして受け止めていた！

「ほう……かわして更に俺に一撃加えるとはな……」

　か、かわした!?　そして、反撃までも!?　明らかにグランドレオンより、ステータスが下回っているのに、どうしてそんなことが……!?

　聖哉の姿を見て、私は驚く。

　体を覆う赤黒い狂気のオーラはその量を増し、また髪の毛ばかりか瞳ひとみさえも赤く染まっている！

　──こ、この変化は……!!　ま、間違いない!!　ステイト・バーサーク状態狂戦士をフェイズ・セカンド第二段階に上げたんだ!!

　通常のバーサークは能力値を二倍にする！　そして、その第二段階であるフェイズ・セカンド第二段階は三倍！　つまり今、聖哉の攻撃力は僅わずかながらグランドレオンを上回っている！

　私は歓喜に打ち震える。

　そうよ！　この勇者は今までだって人間に不可能と言われた技を幾度も身に付けてきた！　光矢七連射撃や破壊術式だってそう！　フェイズ・セカンド第二段階も発現出来たんだわ！

　しかし。私は聖哉の更なる変化に気付く。

　いつの間にか聖哉の瞳の色は元に戻り、オーラの量も先程までと変わらぬ状態になっている。

　──えっ!?　こ、これは……!?

「まぐれだとしたら次はねえ。いくぞ」

　グランドレオンはまたしても聖哉に接近、右腕を振りかぶる。その瞬間、聖哉の瞳の色が再度、変化。脅威の一撃をかわす。しかし、今度はグランドレオンが、かわした聖哉を追っている。体を捻ねじり、裏拳を出すようにして左手の爪を叩き付ける。

　だが、聖哉は反応していた。上半身を咄とつ嗟さに屈めて、追撃をかわす。聖哉の髪の毛が漆黒の爪に切られ、パラパラと地に落ちたが、事なきを得て距離を取る。

「……またかわしたか。どうやら、まぐれじゃあねえようだな」

　グランドレオンは驚いている。しかし、聖哉を注視していた私はある事実に気付いてしまう。

　──ま、また瞳の色が元に戻って……！　ううっ！　聖哉は……聖哉は……フェイズ・セカンド第二段階をマスター出来ていない！　きっと瞬間的にのみ、発現可能なんだ！

　グランドレオンが攻撃する刹せつ那なだけ、フェイズ・セカンド第二段階に上げている！　そして攻撃後、すぐに戻しているところを見ると、その時間は極々僅かの筈！

　真実を知って、私の呼吸は乱れる。それでもグランドレオンがこの事に気付かなければ、まだ勝機はある筈だった。

　だが、魔王アルテマイオスすら倒そうと目論む怪物はニヤリと口元を歪ゆがめていた。

「偽装スキルのせいでテメーのステータスは見えねえ。だが、俺はオーラの増減が分かる。攻撃を受ける瞬間、能力値を急激に高めているな？　そしてその後、オーラは激減する。つまり、テメーが俺を上回れるのは、ほんの短い間だけって訳だ……」

　グランドレオンは、まるで拳けん法ぽう使いのように、ゆらりと両手を円を描くように動かした。

「今からジェットブラック・ネイル漆黒殺爪による連続攻撃をテメーに叩き込こむ！」

　ま、マズい、マズいよ!!　見破られてる!!　どうするの!?　バーサーク中は特技は勿もち論ろん、火や土の魔法は使えない!!　魔法で目め眩くらましして、とりあえずこの場から逃げ出すには、一いつ旦たん、バーサークを解除!?　で、でも能力値が通常に戻れば、その途端、瞬殺されてしまうかも!!

　私の思考が定まる前に、グランドレオンが既に聖哉に迫っている！　そしてジェットブラック・漆黒ネイル殺爪での連続攻撃を開始する！　フェイズ・セカンド第二段階を発現し、迫り来る爪そう撃げきをどうにかかわし、また剣で打ち払う聖哉だが……やがて瞳の色とオーラが消え失せる！

　獣人の王がニヤリと笑った。

「……死ね」

　しかし、グランドレオンの体がぐらりと揺れる。体勢を崩したグランドレオンの爪は宙を切り裂くのみ。その隙に聖哉はバックステップしてグランドレオンから離れ、安全な距離を取った。

「何だ？」

　訝いぶかしげに呟くグランドレオンの片足には土蛇が絡まっていた。「チッ」と舌打ちするや、埃ほこりを払うように簡単に爪で切り裂く。土蛇はただの土へと戻り、地に落ちた。

「くだらねえ小細工しやがって」

　グランドレオンは聖哉を睨むが、その聖哉の足下がボコボコと隆起する！　そして、十を超える土蛇が地中から姿を現した！

　──土魔法!!　でも、バーサーク中は魔法は使えない筈はずなのに!?

　だが聖哉を守るように集まった土蛇の数を見て、私は気付く。

　そうか！　あれは私の体に入っていて、さっき聖哉に返した魚！　それが変化を解いて土蛇に戻ったんだわ！

「そんなのが何匹いたって、たいしたことはねえ。全て搔かき切っちまうだけだ」

　グランドレオンは聖哉に飛び掛かる！　足下の土蛇が反応出来ない速度で既に聖哉の眼前に到達しているが、聖哉も瞬間、フェイズ・セカンド第二段階を発現、攻撃をかわす！　その後、プラチナソードで反撃を繰り出すが、

「おっと。危ねえ」

　漆黒の爪にて防御され……そして聖哉の瞳の色は元に戻る！　好機とばかり、グランドレオンが追撃するが、主人の窮地を救うように土蛇が一斉にグランドレオンに飛び掛かる！

「ウザってえんだよ、ザコが！」

　十を超える土蛇達はジェットブラック・ネイル漆黒殺爪で次々と切り裂かれ、ただの土砂と化す！　グランドレオンはそのまま聖哉に向かおうとする！

　──土蛇は全部やられた!!　聖哉っ!!

　だが、グランドレオンは動きを止め、忌々しげに舌打ちした。

「まだ、いやがるのか……！」

　見れば、聖哉の足下が再び隆起、土蛇がウジャウジャと顔を覗のぞかせている！　その数は……

　三十……五十……い、いや百匹以上いるわ!!　こ、これは一体!?

　土蛇の群れはグランドレオンに四方八方から襲いかかる。

　聖哉が平淡な口調で言う。

「どちらにせよ、お前とは戦うつもりだったからな。事前に土蛇をターマイン中に放っていた。それを今、此処ここに集めたのだ」

　な、なるほど……!!　いや、それにしても、どれだけ放ってんの!?　聖哉は六芒星破邪の成功を九割方見越していた筈!!　なのに、こんなに沢山の土蛇を放っていたというの!?　やっぱり、とんでもない用心深さね!!

　しかし、所しよ詮せんは目眩まし。グランドレオンには通用しない。ジェットブラック・ネイル漆黒殺爪は土蛇を次々に土塊へと変えていく。

　聖せい哉やはフェイズ・セカンド第二段階を発現。土蛇をあしらうグランドレオンの隙を突いて、安全な距離を取ろうとするが、グランドレオンは甘くない。聖哉を追いながら同時に土蛇にも対処。二十匹、三十匹と着実に葬っていく。その度に私の心臓は鼓動を速めた。

「……どうした？　もう終わりか？」

　グランドレオンがそう言った時、聖哉の足下に隆起は無くなっていた。

　グランドレオンの目が勝利を確信したように怪しく輝き……聖哉に猛進する！

　即座にフェイズ・セカンド第二段階を発動！　一撃をかわし、次の爪もかわす！　かわしざまに聖哉はカウンターで全力の刺突をグランドレオンの心臓に向けて放つが、紙一重で避けられてしまう！　そして……絶望の三撃目が聖哉を襲う！

　──フェイズ・セカンド第二段階が終わる!!　今度こそ……やられる!!

　だが信じられないことに、グランドレオンと対たい峙じする聖哉の瞳の色は未だ赤い！　聖哉は剣を盾にして爪撃を受け止めると、左爪での四撃目も体を後方に反らせて、かわした！　不安定な体勢ながら薙なぎ払はらったプラチナソードが、グランドレオンの鼻先を掠かすめる！　今度は逆にグランドレオンの方が聖哉から離れ、距離を取った。

　──ま、まだフェイズ・セカンド第二段階が続いてる!?　どうして!?

　グランドレオンも私同様、意味が分からないようだ。腑ふに落おちない表情を見せている。

「おいおい。一体どういう理屈だ？　俺を欺く為にわざと短い時間しか出来ねえように見せかけてたってことか？　いや……俺の見切りは完かん璧ぺきだった。さっきまでテメーは、その状態を保つのに精一杯だった筈だ」

　聖哉は首を捻ひねって、こきりと音を鳴らす。

「フェイズ・セカンド第二段階の発動は心身に多大な負担を掛ける。一気にやると体も精神も崩壊する危険があった。故にお前との戦いで自分を追い込みながら、少しずつ調整していたのだが……うむ、」

　そして膨大なオーラを発散させつつ、紅の瞳をグランドレオンに向けた。

「……アカスタムドもう慣れた」

　ゲアブランデの戦帝と同じ台詞を吐く勇者に、私は心の底から戦せん慄りつしていた。

　──て、天才！　ステイトバーサーク・フェイズセカンド状態狂戦士・第二段階を難敵グランドレオンとの実戦の最中、ものにした！

「では、全力で行くとしよう」

　聖哉は腰の鞘さやから新たなプラチナソードを引き抜き、片方を上段、もう一方を中段に、二刀流の構えを取る。

「舐なめやがって……！　ドカスが……！」

　言い終わった刹那！　爆撃のような轟音と共に、両者がぶつかり合う！

　聖哉の攻撃は、いつもの二刀流連撃剣ではない。技もスキルもなく、ただ単純に手に持った双剣をグランドレオンに叩き付けているだけ。だが、その速度と威力は凄まじい！　おそらく一撃一撃が、天も地も裂く程の威力を秘めている筈！　剣と爪が織り成す衝撃波が遠く離れた私の髪を揺らす！

　聖哉の猛攻に、グランドレオンの防御が間に合わない！　頰が切れ、黒い血が垂れる！　身に着けている漆黒の鎧よろいに亀裂が生じる！　グランドレオンが僅かに後ずさりした。

　──凄すごい!!　流石、一億人に一人の逸材!!　いける!!　六芒星破邪がなくてもいけるじゃない!!　で、でも……待って!!　ならどうして、アデネラ様は聖哉がグランドレオンに勝てないと言ったの!?　イシスター様も、あんなに直接戦闘を避けるように言ったの!?

　そして、私の不安は現実のものとなる。

　気付けば、目の前に展開していたのは異様な光景。押している筈の聖哉の顔は苦しそうで、押されているグランドレオンは余裕の表情だった。

「どうした？　焦ってやがるな。テメーは用心深い野郎だ。考えてんだろ？　俺が本気を出す前に仕留めたい、と」

　──な!?　ぐ、グランドレオンの実力はまだ……!!

　荒い呼吸で絶え間なく攻撃を続ける聖哉に対し、グランドレオンは息も乱さずに言う。

「当たってるぜ、その勘。だが当たったところで、どうしようもねえ。ブノゲオスのとは違って、俺のは自動で発動する。反撃せずに敵の攻撃を一定量、喰らい続けることでな。テメーがいくら用心深くても関係ねえんだ」

　瞬間、聖哉が攻撃の手を緩める。だが、グランドレオンは嘲あざ笑わらう。

「もう遅せえよ、勇者」

　そしてグランドレオンの体は黒き光に包まれた。

「『ビースト・ハザード魔獣生態変異』……！」

　体から拡散された圧倒的な漆黒のオーラで聖哉が弾かれる！　オーラの光が収まった時、グランドレオンの体は変形していた！　背にはコウモリのような巨大な翼！　腰より下には意思を持ったように動く大蛇の尻尾しつぽ！　直立するキマイラとなったグランドレオンは、帯電しているかのように青白い光を全身から放っている！　そして聖哉に対して、突撃の体勢を取った！

　咄嗟に身の危険を感じ、グランドレオンから離れて距離を取る聖哉だったが、

「……『ヴォルト雷音疾走』！」

　稲妻のような青白い閃せん光こうが、瞬時に聖哉の隣を通過する。一瞬のうちに聖哉とグランドレオンの位置が入れ替わったように見えた。

　……聖哉が、がくりと膝ひざを突く。

　戦帝に片腕を落とされた時すら動じなかった勇者は、腹を押さえ、顔を苦しげに歪めていた。








第二十四章　この辛すぎる世界で






　獣人の王は体をバチバチと放電させながら、うずくまる聖哉を見下ろしていた。

「攻撃力は百万を超えた。魔王アルテマイオスを大幅に上回ったぜ」

　能力透視を発動する私の目に、グランドレオンのステータスが映る。





獣皇グランドレオン　状態：雷獣

Ｌｖ：99（ＭＡＸ）

ＨＰ：９５５９８９／１２０００４４　ＭＰ：０

攻撃力：１０２３９８７　防御力：９９８５９６　素早さ：９３８８５５　魔力：５８７５４　成長度：９９９（ＭＡＸ）

耐性：火・風・水・雷・氷・土・光・闇・毒・麻ま痺ひ・眠り・呪い・即死・状態異常

特殊スキル：邪神の加護（Ｌｖ：ＭＡＸ）　飛ひ翔しよう（Ｌｖ：ＭＡＸ）


特技：ジェットブラック・ネイル漆黒殺爪

　　　ヴォルト雷音疾走

　　　ヴォルト・スカイアクセル雷音直空撃



性格：凶悪






　……『絶望』なんて言葉では生ぬるいと思えた。もはやゲアブランデの時の比ではない。こんな怪物に勝てる人間など存在する筈がない。

　その時だった。

「あ、アンタ……？」

　隣にいたカーミラ王妃が震える手で私を指さしていた。

　そして……私は気付く。私の姿が魚人でなくなっていることを！

「アンタは一体……！」

　込み上げる思いをぐっと堪え、私は必要なことのみ、王妃に告げる。

「わ、私はリスタルテ。この世界を救う為にやって来た女神です。故あって、今まで魚人に化けていました」

「そういうことだったのかい……」

　王妃は神妙な顔で頷うなずいた。

「魚の女神……なんだね……？」

「!?　いいえ、魚の女神ではありません!!　と、とにかく詳しい話はまた後で!!」

　視線を戦いへと戻そうとした瞬間。私は、あることに気付き、総毛立った。

　──い、いや……どうして今、このタイミングで変化の術が解けたの!?

　自然界にある力を使う魔法──たとえば土魔法などは術者の魔力だけでなく、土壌そのものからもエネルギーを得ている。だから聖哉の力が無くとも土蛇は動くことが可能。しかし、変化の術はほぼ聖哉の力のみで発動している。そして、その変化の術が完全に解けたということは……

　──聖哉の受けたダメージが尋常ではないということ!!

　腹に手を当て、肩で息する聖哉を、まじまじと眺める。予想通り、切り裂かれた腹部からはドクドクと赤い血が零れ落ちていた。

「聖哉っ!!」

　傷を治しに走ろうとするが、

「……来るな」

　私の動向を察した聖哉が声を発した。同時にグランドレオンがこちらに視線を投げる。

「何だ、あの女は……？　ああ……アレが勇者と共に現れる別次元の女神か」

　大して興味もなさそうにグランドレオンが呟つぶやく。

「後でババアと一緒に殺してやる。だがその前に、まずはテメーだ」

　グランドレオンが聖哉に対し、ヴォルト雷音疾走の体勢を取った。聖哉はどうにか体を起こし、剣を構えて防御する。

「俺は人間が憎くて憎くてたまらねえ。魔王は世界を魔界にした後で俺を作った。ひょっとすりゃあ、俺の前世は人間に殺されたのかも知れねえな」

　言い終わると即座！　稲妻が聖哉の隣を通過する！　同時に私の耳には、肉の切り裂かれる音！

　離れた場所で土煙を上げ、停止しているグランドレオン。聖哉はヴォルト雷音疾走による攻撃をかわし損ねたのだろう。左頰がナイフで切られたようにパックリと裂けていた。

　グランドレオンは爪に付いた聖哉の血をペロリと舐めた後、またもヴォルト雷音疾走の構えを取る！　そして……稲光のような青白い軌跡が通過する！

　今度は激しい金属音がした。どうにか防御出来たようだが、そのせいで左手に持っていたプラチナソードが宙を舞っている。

　聖哉は、弾かれて地に落ちたプラチナソードによろよろと向かう。だが、グランドレオンはプラチナソードの前で既に仁王立ちしていた。プラチナソードへと無防備に伸ばした聖哉の腕を爪で搔かき切ろうとして──瞬間、攻撃を止める。

「……俺が気付いてねえとでも思ったか？」

　グランドレオンの脚が聖哉の腹にめり込む。鈍い音と共に聖哉の体が宙に浮いた。聖哉は地面に崩れ落ち、腹部の傷口から激しく出血した。

「テメーに出会った時から、とっくに気付いてんだよ。左腕が妙なオーラに包まれてることをな」

　グランドレオンの言葉に私は息を吞のむ。

　も、もしや、戦帝と戦った時に見せた破壊術式『カウンター・ブレイク等価反壊』!?　窮地に陥った時の為に、バーサーク前に発動させていた!?　そして自らの片腕と引き替えにグランドレオンの腕を落とし、一発逆転に賭かけた……!!

「それがテメーの最後の切り札か。残念だったな」




　慎重な勇者の策略は、だが、怪物に見抜かれていた。グランドレオンは低く笑いながら聖せい哉やの腹に蹴けりを与え続ける。

「この俺と出会ったことを後悔しろ！　テメーを殺し！　アルテマイオスを殺し！　全ての人間と魔物を獣人の支配下に置いてやる！」

　蹴られ、踏みにじられ……サンドバッグのように痛めつけられる聖哉を見て、私の目から涙が溢あふれた。

　──この逸材が……これ程の天才が……あんなにボロボロに……！　六芒星破邪が成功すれば、無理なく勝てる戦いだった……！　なのに、私のせいで……！

　グランドレオンが脚を引いて大きく蹴り上げると、聖哉は数メートル吹き飛んだ。

「聖哉ぁっ!!」

　居ても立ってもいられなかった。殺されようが構わない。私は聖哉に駆け寄った。

　腹部に手を当て、治癒魔法を発動しようとすると、

「……治さなくていい」

　聖哉が苦しげに言った。

　もはや治しても勝つのは無駄だと悟っているのだろうか。いや……自分をこんな目に遭わせた私の力など借りたくもないのかも知れない。

「ごめんなさい……！　本当に……ごめんなさい……！」

　謝ることしか出来ない私に、聖哉がゆっくりと語りかける。

「リスタ……お前の判断は正しい。六芒星破邪にこだわり、躊ちゆう躇ちよしていれば、お前の大切な者の命は無くなっていたのだから……」

　せ、聖哉が私にこんなことを言うなんて！　いや……言ってくれるなんて！　やだ……やだよ！　何だかまるで最後の言葉みたいじゃない！

　しかし。聖哉はプラチナソードを杖つえにして、ゆらりと立ち上がる。

「この激痛が……俺を狂気から引き戻してくれる。おそらく今ならば……発現可能だ」

　満まん身しん創そう痍いながら、力を宿している瞳ひとみ！　そして決意に満ちた声を聞き、私は直覚する！

　──ステイトバーサーク・フェイズサード状態狂戦士・第三段階をやるつもりなんだ!!　フェイズ・サード第三段階が発現すれば能力値は四倍!!　グランドレオンを上回る!!　確かにグランドレオンに勝つには、もう一か八かでやるしかない！　けど……だけど……!!




『人間には【超えられない壁】というものが存在するのであります！　人間がフェイズ・サード第三段階を発現させれば、確実に精神は崩壊！　バーサークの傷跡は魂にも刻まれ、元いた世界に戻れたとしても後遺症は残るのであります！』




　戦神ゼトがあんなに念を押していた！　途方もなくイヤな予感がする！　今回ばかりは天賦の才能や、強きよう靱じんな精神では乗り越えられない──そんな予感が！

　離れた位置で、聖哉と私を傍観していたグランドレオンだったが、

「別れの言葉は済んだか？　まぁ、お前の後で、すぐにソイツも殺してやる」

　くぐもった声でグランドレオンが笑った。

「いや……いっそ、先に殺すか」

　そして私の方を向くや、

「ヴォルト雷音疾走！」

　青白い閃光が私に向かう！　死を覚悟して本能的に目を瞑つぶった瞬間、何かが激しくぶつかる音がした。

　ゆっくりと目を開き……そこで私はとんでもないものを目の当たりにする。

　グランドレオンが片かた膝ひざを突いている！　そして、その口から垂れた黒い血がアゴを伝って、地に落ちた！

「テメー……！」

　憤怒の形相で目前の勇者を睨にらむグランドレオン。私も聖哉を見て、その異変に驚きよう愕がくする。

　オーラの量は先程と比べものにならない！　更に皮膚の色さえ赤みを増し、手の爪は赤黒く変色している！

　息を荒くしつつ、勇者が言う。

「どうにか……発現出来たな……」

「ま、まさか……それがフェイズ・サード第三段階!?」

　だが聖哉は首を横に振る。

「仮に……グランドレオンを倒せても……その先にはまだ魔王がいる。今は一か八かの賭けを打つ時ではない……」

「じゃ、じゃあ、その変化は!?」

「どうしても超えられない限界ならば……超える必要はない。ただ……その限界に歩み寄ればいい……」

　聖哉はゆっくりと呟く。

「ステイトバーサーク……フェイズ２．５……」

　──フェイズ２．５!!　フェイズ・セカンド第二段階は能力値を三倍にする!!　なら、フェイズ２．５は……三・五倍!!　フェイズ・セカンド第二段階からフェイズ・サード第三段階までの段階を調節することで、グランドレオンの能力値に並んだというの!?

「いや……まぁ……正確にはフェイズ２．４９１だがな……」

　こ……こまかい!!　いや……すごい!!　小数点三桁けたから調節するなんてっ!!

　グランドレオンは血の混じった唾つばを地面に吐き出した。

「それがテメーの本当の切り札か。構いやしねえ。ただ、ブッ潰つぶすのみだ」

　言うや、ヴォルト雷音疾走により帯電したグランドレオンが聖哉へと向かう！　だが赤黒いオーラに包まれた聖哉もまたグランドレオンへと突進！　両者は衝突する！

　凄すさまじい轟ごう音おんの後、私の目に聖哉の交差させた二刀流をグランドレオンが漆黒の爪で受け止めている光景が映る。聖哉の攻撃を封じ、にやりと笑うグランドレオン。だが、聖哉に押し負けるように、段々とグランドレオンの体が下がっていく！

「何だ、この力は……！　たかが人間が……！」

「今は人間を、やめているのでな」

「ふざけやがって……！　俺を誰だと思ってやがる！」

　激げき昂こうしたグランドレオンが片腕を大きく振りかぶる！　唸うなりを上げた漆黒の爪は聖哉の右手のプラチナソードの刀身を根本から粉砕した！

「どうやらテメーの力に、持ってる武器が追いついてねえようだな」

　グランドレオンの言う通り、プラチナソードは強力だが魔王クラスの敵相手に対応出来るような武器ではない。加えて、先程までの熾し烈れつな戦いで剣は徐々に消耗していたのだ。

　──そんな!!　せっかく能力値で追い付いたのに!!

　激しく落胆する私……だが！　即座に聖哉の足元が隆起！　何と、地中から新たな土蛇が鞘さやに入った剣をくわえて這はい出してくる！

「!!　土蛇!?　まだ残してたの!?」

「うむ。スペアの土蛇。そしてスペアのプラチナソードだ」

　聖哉は土蛇から鞘を受け取ると剣を抜いたが、

「左の剣も傷んできた。念の為に代えておこう」

　軽く足踏みすると、更に足下が隆起！　新たな土蛇がもう一つの鞘を持ってくる！

「スペアのスペアの土蛇。更にスペアのスペアのプラチナソードだ」

　──す、スペアだらけっ……!!

　用意周到な勇者に愕がく然ぜんとする私を余所に、聖哉は新しくなった双剣を構える。グランドレオンが歯は嚙がみした。

「ふざけた野郎だ……。奇術師か、テメーは……」

　そしてグランドレオンの両腕は、ゆっくりと弧を描く。

「もう容赦はしねえ……！　ヴォルト雷音疾走の力を両腕に宿す全力のジェットブラック・ネイル漆黒殺爪でテメーを粉々にしてやる……！」

　対して、聖哉は「ふぅー」と長く息を吐き出した後、呟く。

「ステイトバーサーク……フェイズ２．６……！」

　──ま、またフェイズ・サードに近付けた!!　大丈夫なの!?　いくら何でもこんな状態、長時間、耐えられる筈はずが……!!

　しかし、私は気付く。対するグランドレオンも歯を食い縛り、辛そうに肩で息をしているではないか！

　そうか!!　グランドレオンだって、ビースト・ハザードを延々と続けられる訳じゃあないんだ!!　つ、つまり……どちらが勝つにせよ負けるにせよ……この勝負、もうすぐ決着がつく!!




　……私の眼前。混こん沌とんとした赤黒いオーラと、放電する青白いオーラが対たい峙じしていた。

　勇者がゆっくりと双剣の先をグランドレオンに向ける。

「今より獣人の支配からラドラル大陸を解放する」

「調子に乗るなよ……人間……！」

　そしてグランドレオンは咆吼する。

「人間は玩がん具ぐ!!　人間は食料!!　この地ラドラルは獣人のものだ!!」

「それも今日、終わる」

「ほざけ……!!」

　ヴォルト雷音疾走の威力を載せた漆黒の爪が聖哉を切り裂こうと襲い掛かる！　第一撃を剣で受け流すが、その後も目にも止まらぬ連打を叩たたき込こまれる！　それでも聖哉の双剣はそれら全てをことごとく防御し、打ち払う！

　しかし……やがて軋きしむ音！　渾こん身しんの爪撃は、次の瞬間、代えたばかりの聖哉の右手のプラチナソードをガラス細工のように打ち砕く！

　にやりと笑うグランドレオン。だが、その頰から黒い血が零れる！　剣を壊されても構うことなく、もう片方の剣にて繰り出した聖哉の刺突がグランドレオンの頰を切り裂いていた！　獣人の王が低い唸り声を上げる。

　それでも片手剣となった聖哉を見逃すものかとグランドレオンは猛攻を続ける。聖哉にとっては不利な状況。だが、聖哉の足下が隆起し、土蛇が新たな鞘を出す。上半身はグランドレオンの攻撃を凌しのぎながら、聖哉は地中から差し出された鞘を足で弾く。空中で回転する鞘から、遠心力で剣が抜け──聖哉はそれを空いている手に取った。

「……スペアのスペアの、そのまたスペアだ」

　今度は聖哉が攻勢に転ずる！　バーサーク中はスキルは発動出来ない。だが、天性の才能か……通常攻撃ながら切り落とし、薙なぎ払はらい、刺突、様々な剣技を織り交ぜている！　聖哉の攻撃を捌さばききれず、グランドレオンの体には裂傷が刻まれる！

「この……ドカスが……！」

　攻撃の最中、またしても剣が折れた。それでもすぐさま土蛇が土中から聖哉にスペアを差し出す。聖哉は目で見ることさえせず、それを足で蹴けり上げて装備する。

　息もつかせぬ攻撃の応酬。だがその時、突然、グランドレオンの頭上から聖哉を襲う第三の攻撃──『尻尾しつぽの大蛇』！　通常の人間では対応し難い死角からの攻撃を、それでも聖哉は見透かしていたように剣で払いのけた！

　──す、凄すごい……!!　完全にグランドレオンを圧倒してる……!!

　そして、私の耳にまたも金属音。今度はプラチナソードが壊れた音ではなかった。見れば、グランドレオンの左手の爪が砕けている！

「お、俺の爪が……！」

　無限に交換出来るかのような聖哉のプラチナソードに比べ、グランドレオンの爪はどんどん消耗していたのだ。グランドレオンは聖哉から離れ、距離を取る。

　全力のジェットブラック・ネイル漆黒殺爪も尻尾による不意打ちも破られたグランドレオンは、牙きばを剝むき出し憤怒の形相で聖せい哉やを睨んでいた。

「アルテマイオスを超えた俺を更に上回るだと……！　こんなことがあっちゃあいけねえ……！　テメーはこの世界に存在しちゃあいけねえ……！」

　グランドレオンは背の黒い翼を大きく広げ、大空に飛び立った。私は聖哉に駆け寄る。

「に、逃げたの!?」

「いや……違う」

　遥はるか上空でピタリと停止したグランドレオンは、此処ここまで届く声で咆吼する。その大音声に辺り一面の空気が振動し、全身を覆う放電はその量を増していく。

「一体、何を？」

「俺を殺す為……持てる力を一点集中して、最後の大技を繰り出すつもりだろう」

　聖哉は諦あきらめたように剣を鞘に仕舞う。

「せ、聖哉!?」

「ステイト・バーサーク状態狂戦士中は魔法も特技も一切使えん。その短所を補うべく、準備はしてある。集中するのに時間が掛かるのが難点だが、今回のような敵の大技に対抗するのに、ちょうどいい」

「でも剣を鞘に仕舞ったら、攻撃出来ないよ!?」

「破壊術式は徐々に思い出している。破壊術式・其の七セブンス・ヴアルキユリエ『ブレイク・パーミッション破力転移』──自然の有形物にのみ、破壊エネルギーを付与するこの術式で、土を爆薬に変えてある……」

　聖哉はトントントンと三回、足踏みした。出てきた土蛇は布でくるまれた鞘を持っていた。

「特殊な細工を施した剣だ。中のプラチナソードを引き抜くと同時に鞘内部に仕込んだ破壊の土に摩擦力で引火。炎と合わさり、更なる威力を生み出す。そうして、生まれる膨大なエネルギーを対象に叩き付ける」

　聖哉が言い終わった時。上空のグランドレオンが静かにこちらを睨んでいた。グランドレオンの体から広がるように発散されていた巨大な放電は、静かにグランドレオン本体に吸収されるように収まっている。代わって、グランドレオンの体は眩まばゆい閃せん光こうに包まれていた。

「死ね……！　『ヴォルト・スカイアクセル雷音直空撃』……！」

　凄まじいオーラを秘めた全身がこちらに向かい降下してくる！　青白い閃光と相まって、まるで彗すい星せい！　あんなもの、まともに防御出来る訳がない！

「聖哉!!　なら早く、その技を!!」

「ダメだ。もっとギリギリまで引きつける」

「で、でも、このままじゃ!!」

「正真正銘、これが最後の切り札だ。外すと後がない」

　高速で迫り来るグランドレオン。それでも聖哉は剣を鞘に入れたまま、動かない。

　──も、もうダメ!!　やられるっ!!

　チェイン・ディストラクション連鎖魂破壊を宿した漆黒の爪を伸ばすグランドレオンの姿が私の網膜に映ったその時。剣のグリップ部分に当てていた聖哉の手がピクリと動いた。

「破壊の爆炎……『クリムゾン・ブーム爆轟焦破』……！」

　瞬速で鞘走る音は、剣を引き抜くと同時に前方で起きた大爆発の轟音に搔かき消けされる！　攻撃力百万を超える勇者の膂りよ力りよくによって居合い抜きされた剣の生じる爆ばく轟ごうが、彗星と化したグランドレオンを迎え撃つ！
















　超常的な二つの力が重なった時、目も眩くらむばかりの光と凄まじい衝撃波が発生して、私はその場から吹き飛ばされた。

「う、ううっ……」

　……倒れた上半身をゆっくりと起こせば、聖哉から離れた場所にグランドレオンが降り立っている。そして聖哉も振り抜いた剣をそのままに静止している。互いに背を向けて微動だにしない。

　だが刹せつ那な、亀裂が走る音！　持っていたプラチナソードが粉々に砕け、聖哉が前のめりに倒れる！

　対して、聖哉を振り返ったグランドレオンの胸元には、うっすらと一文字に切り傷があるだけ！

　──あ、浅い!!　クリムゾン・ブーム爆轟焦破はヴォルト・スカイアクセル雷音直空撃を相殺するので精一杯だったんだ……!!

　しかし、グランドレオンがトドメを刺すべく聖哉に歩み寄ろうとした次の瞬間。グランドレオンの胸がボコボコと膨張し、一文字の傷口から赤く輝く流動性の液体が噴出した！　同時にグランドレオンの上半身が発火！　体の内部から溢あふれる業火に、グランドレオンが絶叫する！

　体のあちこちで小爆発を繰り返すグランドレオンの断末魔の叫びは、私の全身を震わせた。

　──炎を帯びた破壊の砂が……グランドレオンの体内に入ったんだわ……!!

　ようやく炎が収まった時、グランドレオンは直立したまま、真っ黒な消し炭と化していた。

「聖哉っ!!」

　私は聖哉のもとに走り、倒れた体を抱え起こす。ステイト・バーサーク状態狂戦士が解除されたのだろう。髪は黒髪に戻っていた。苦しげに顔を歪ゆがめているが、意識はあるようだ。

　私に気付くと、体に鞭むち打うつようにすぐに立ち上がる。

「……グランドレオンは？」

「大丈夫！　クリムゾン・ブームで黒焦げになったわ！」

　安心して、と指さした方向に……グランドレオンはいなかった。

「テメーの勝ちだ……人間」

　ぎくりとして声の方を見る。消し炭のような体でグランドレオンは王妃の背後に忍び寄っていた。

「致命傷だ……もうじき俺は死ぬだろう。だがその前に……せめてもの仕返しだ」

　そして王妃の髪の毛をむんずと摑つかむ。

「人間がどうすれば一番苦しむのか……俺は、さっきそれが分かったんだぜ」

　そ、そんな!!　まさか王妃を!!

「それは……テメーの大事なものを……壊されることだ!!」

　私は王妃に向かい、走り出す。

　しかし、私が近付いてくるのを見て、グランドレオンは王妃の髪から手を放した。

「……そうだ。テメーだ」

　そして、最後の力を振り絞るように私に突進する！

　──ええっ!?　私っ!?　ど、どうして!?

　もはやグランドレオンに強大な力がないのは明白。それでも私程度を殺すには充分だろう。

　グランドレオンの爪が私に振り下ろされる直前──私の胸元から顔を覗のぞかせたものがあった。

　それは一匹の土蛇──聖哉が『念の為に』と残した護身用の土蛇だった。

　構わず、土蛇ごと私の心臓を爪で貫こうとしたグランドレオンが、

「ぐ……が……！」

　苦しげに唸うなった。見れば土蛇がいつの間にかグランドレオンの首に絡み付き、絞め上げている！

　グランドレオンは両手で土蛇の胴体を握り、引き千切ろうとするが、まとわりついた土蛇は離れない！

　聖哉が私の背後からボソリと呟つぶやく。

「その女を守っている土蛇は……現時点で俺が作り出せる最強の土蛇だ。弱ったお前の力では引き離せない……」

　グランドレオンは目を大きく開き、悪鬼の形相で聖哉を睨にらんだ。もはや土蛇から逃れることを諦め、聖哉を道連れにしようと足を向けるが、やがて、動きが止まる。土蛇を握っていた腕が力を無くして、だらんと垂れ下がり……そうしてグランドレオンは、力なくその場に両りよう膝ひざを突いた。

　聖哉が動かなくなったグランドレオンに向けて手を伸ばす。

「……エンドレス・フォール無限落下」

　土の魔法戦士に戻った聖哉が放つトドメのエンドレス・フォール無限落下は、いつものように対象に触れていない代わりに、土蛇が凄すさまじい力でグランドレオンを地中へと引きずり込んだ。

　グランドレオンと土蛇が私の視界から消えた時、遠く離れて様子を窺うかがっていた獣人達がざわざわと騒ぎ始めた。

「ぐ、グランドレオン様がやられた……！」

「邪神の力が消える！」

「終わりだ……！」

　強大なボスを失った獣人達は蜘蛛くもの子を散らすように逃げていった。その様子を見て安心したのか、聖哉が片かた膝ひざを突く。

　私はボロボロになった聖哉に駆け寄った。腹部に手を当て、傷を癒す。

「ごめん、ごめんね……！　私のせいで、こんなに……！」

　聖哉はジト目を私に向ける。

「泣くな。謝るな。鬱うつ陶とうしい」

「でも……！」

「勝てた。結果良し、だ。それに、」

　大きく息を吐き出してから聖哉は言う。

「神界で言ったろう。『レディ・パーフェクトリー』と」

「うん、うんっ！」

　私が傷の応急処置をすると、聖哉はフラフラと立ち上がる。

「ともかく王妃を安全なところへと……」

　勇者は、そこまで言った途端、力が抜けたようにパタリと倒れた。




　翌日。

　ターマインの町にあるカーミラ王妃の旧家に私はいた。

　内部は獣人達に荒らされていたが、調度品の殆ほとんどはそのまま置かれており、聖哉は寝室のベッドで眠っていた。

　傷は昨日、治癒魔法で全て治した。それでも熟睡している聖哉の額に冷えたタオルを当てた後、私は寝室を出る。

　隣の部屋では王妃が見たことのある男と話していた。

「ジョンデ。大変だったね」

「いいえ。私の苦労など、王妃に比べればたいしたことなどございません」

　感極まったように話す男の肌は土気色。忘れもしない。獣人にアンデッドにされ、入隊試験で私と聖哉と戦ったターマインの将軍ジョンデだった。

　王妃は私に気付くと将軍を紹介した。

「こちらはジョンデ。亡き王の右腕だった男です」

　ジョンデは恭しく頭を下げると苦笑いした。

「事情があって今はこのような半死人の状態ですが、ご勘弁ください」

「は、はい！　いえあの、全然！　オホホホホッ！」

　入隊試験で酷いことをしたせいで、私はジョンデの顔を直視出来なかった。私があの魚人だとバレれば殴られるに違いない。

「獣人達は全てターマインから逃げ出したようです。グランドレオンが倒れたことで邪神の力がなくなり、奴らの能力は十分の一程度に下がってしまった。我らの逆襲を恐れたのでしょうな」

　邪神の加護で人間の何倍もの力を得ていた慢心からか、獣人達の人間に対する扱いは適当だった。反乱などが起きても、いつでも対処出来ると思い、特に厳重に監禁したり、監視したりしていなかったのだ。それが幸いし、囚われていた人々は続々と町に出てきているらしかった。

　王妃がジョンデに微笑む。

「それにしても、昔から『不死身の将軍』と言われていたが……お前は本当に死んでも死なないんだねえ」

　冗談を言いながらも王妃の顔は慈愛に満ちていた。ジョンデの落おち窪くぼんだ目に涙が浮かぶ。根っからの戦士なのだろう。涙を見せたくないらしく王妃から顔を背ける。

「ま、まだ食料や玩がん具ぐ用に地下に閉じこめられている者も多数いる筈はず！　自由に動ける兵士達に捕虜を解放するよう、指示して参ります！」

　ジョンデは私達に一礼すると、扉を閉めて部屋から出て行った。出て行く前に扉の向こうにいる衛兵に、王妃を守ることを指示することも忘れない。アンデッドと化しているが立派な将軍だ。

「……勇者様の傍にいなくて大丈夫なんですか？」

　二人きりになった時、王妃にそう聞かれて、ふと、私の口から本音が漏れた。

「え……と。もう正直、どんな態度であの勇者に接したらいいのか、よく分からなくて」

　不思議そうな顔の王妃に、私は笑う。

「わ、私って、ダメな女神なんです！　バカやってばっかり！　いっつも足を引っ張って！　それで聖せい哉やは人間なのに、私よりずっとしっかりしていて賢くて強くって！　正直、私なんかいなくても一人で充分、」

「……女神様」

　喋しやべっている途中、王妃が私の言葉を遮った。

「獣人達はね、私のことを痛みを感じない鉄のような女だと思っていたよ。だが実際は、娘が死んだことすら認められない心の弱い人間だ」

　王妃は聖哉が寝ている寝室の扉に目を向ける。

「あの子だって人間だ。人の痛みを感じない訳じゃない。きっと本当はすごく辛い筈さ」

「辛い？　聖哉が？　で、でも聖哉は過去の記憶は全て失ってます！　それに他人に何を言われても全然、気にしなくて、逆にげんこつなんかしちゃうくらいで、」

「いくらそうでも、この世界の現状が過去の自分によって引き起こされた事実を考えない訳じゃあるまいよ。『後悔』『罪悪感』──そんな感情がふとした時に渦巻く筈さ。だが、その感情が世界を救う為に無意味だと分かっているから、心の底に押し込めているんだ」

　王妃は悲しげな顔をした。

「そして……それは凄すごく辛いことだ」

　表情を緩めた後、私にニコリと微笑む。

「傍にいるだけでいい。この辛すぎる世界でアンタが傍に付いていてあげな。バカやってドジやって、それが知らず知らずのうちにあの子を救ってる」

「で、でも……聖哉は私なんて……」

　すると王妃は呆あきれた顔をした。

「グランドレオンでさえ気付いてたのに、分からないのかね……」

「えっ？」

　言葉の意味が理解出来ず、王妃の顔を覗き込む。途端、王妃はハッと口に手を当てた。

「わ、私ったら、さっきから何だかすごく失礼なことを言っちゃってるね！　女神様に対して！」

「い、いえ。それは別に」

「なんでだろ。アンタといると安心するんだ。きっと女神様が魚人だった時、お世話して貰もらったせいだね」

「そう……ですね」

　二人で笑い合った後、私はすっくと立ち上がる。

「私……聖哉の様子を見てきます！」

「ああ、それがいい」

　部屋を出て行く時。

「……ありがとう。お母さん」

　私は王妃に聞こえない小声でそう言った。




　寝室の扉を開けて驚いた。聖哉が既に起き上がっていたからだ。

「聖哉!!　起きてたの!?　って、まだ寝てた方が、」

「おい。俺はどのくらい眠っていた？」

「ええっと、一晩中だけど」

「何という失態だ……」

　聖哉は厳しい顔で歯を食い縛った。

「グランドレオンが倒れたと知れば、魔王の配下達がターマインに大挙して攻めてくるかも知れん」

　鎧よろいをまとい、鞘さやを手に取ると、すぐに扉を開ける。

「ちょ、ちょっと！」

　聖哉は屋敷を出ると、庭の土に手を当てた。

「町中に土蛇を放っておく」

　手を当てた土壌がボコボコと隆起している。きっと何十匹、いや聖哉のことだから何百匹と土蛇を生み出しているのだろう。

「……目が覚めたのか」

　ふと気付くと、聖哉の背後にジョンデ。さらに私の隣にはカーミラ王妃がいた。

　ジョンデが聖哉に言う。

「グランドレオンを倒し、ターマインを救ってくれたことには礼を言う。だがな。そもそもお前が一年前、魔王を倒していればこんな窮状には陥らなかった……」

　ジョンデは土に手を当てる聖哉の首根っこを摑む。王妃が顔色を変えた。

「ジョンデ！　およし！」

「いいえ！　コイツには一言、言ってやらねばなりません！」

　ジョンデは聖哉を振り向かせると、鬼の形相で睨む。

「どうして……どうして……ティアナ姫を守れなかった!!」

「ジョンデ……!!」

　王妃も、そして私も動きを止め、固まった。

　……重苦しい空気が流れる。だが、聖哉はジョンデの肩に手を当てた。

　次の瞬間、

　ボッコ[image: ][image: ]ン!!

　ジョンデの足が膝ひざまで地中に埋まった！

「はおおおおおおおっ!?」

　そして聖哉はジョンデに背を向けると、もくもくと土蛇の作成に戻った。

「な、何しやがる!!」

　土魔法で足の自由を奪われたジョンデだったが、

「なんのこれしき!!」

　無理矢理、足を地中から引き抜いた。

「ほう」

　聖哉は感心した声を出したが、すぐさまジョンデに再タッチ。

　ボコボッコ──ン!!

「ふっおおおおおおおお!?」

　今度は腰まで埋めた。

「こ、この野郎……!!」

　もう流石に出られないと思ったのだが、

「舐なめるなよ、小童こわつぱがああああああ!!」

　それでもジョンデは体を地中から引き抜いた。

「ほう、ほう」

　勢い勇んで突進してくるジョンデの頭に聖哉が手を当てる。

　ボコボコボッコ───────────────ン!!

　一際大きい音がして、凄すさまじい勢いでジョンデの全身は地中に埋まった！　い、いや、よく見ると、おでこだけ地上に出ている！

「せ、聖哉!!　ジョンデさん、おでこしか出てないよ!?」

「コイツはアンデッドだ。構わん。放っておけ」

「で、でも可哀想だよ!!　引き抜いてあげてよ!!」

　しばらくした後、面倒くさそうに聖哉が髪の毛を摑つかんで引き抜くと、不死身の将軍ジョンデは泣きべそをかいていた。

「うううっ……！　く、苦しかった……！　真っ暗で息も出来ないし……！」

　聖哉が不思議そうな顔を向ける。

「お前はアンデッドだろうが？」

「アンデッドでも息が出来なきゃあ苦しいんだよ!!」

「念の為、おでこを出しておいた筈だが？」

「!?　バカか、お前!!　デコじゃあ呼吸出来ねえんだよ!!」

　激怒するジョンデをスルーして土蛇を作り続ける聖哉に、王妃は白い目を向けていた。

「女神様……。さっき私が言ったことは間違ってたのかも知れない。どうやらこの子は普通の物差しじゃあ測れないようだね……」

「ええええええええ……」

　もう埋められないように聖哉から離れてジョンデが叫ぶ。

「大体そんな蛇など、いくら作ってもダメだ！　グランドレオンが倒されたのを知れば、機皇オクセリオ率いる機皇兵団がターマインに攻めてくるぞ！」

「機皇……オクセリオ？　機皇兵団って？」

　私が尋ねると、王妃が説明してくれる。

「機皇オクセリオは北の大地バラクダ大陸を支配する魔物だよ。そして機皇兵団は魔王が作った強力な魔導兵器『キリング・マシン』で構成されている。一体で屈強な獣人以上の能力を持つと言われ、その数は数万を超えるとも言われてるんだ」

　す、数万を超える魔導兵器!?

　私の狼ろう狽ばいとは逆に、聖哉はまるで取り乱していなかった。

「ターマインに潜伏していた時、獣人達から既に情報は得ている。そして、その敵に対抗する手段も考えてある」

「だから、そんな土蛇で機皇兵団に敵う筈がないだろうが！」

「誰が土蛇を仕掛けると言った。これは単に偵察と監視の為だ」

　土蛇を予定数、完成させたのだろう。聖哉はジョンデから私へと視線を向けた。

「リスタ。門を出せ。今すぐ神界に戻り、機皇兵団に対抗する準備を整える」








あとがき






　皆様こんにちは。『土日月』と書いて『つちひらいと』です。今更ですが、なかなかのキラキラネームだと思います。だけど後悔はしていません。

　この度は『この勇ゆう者しやが俺おれＴＵＥＥＥくせに慎しん重ちようすぎる』三巻を手にして頂いてありがとうございます。ＷＥＢ小説投稿サイト『カクヨム』にて始まったこの作品も、応援してくださる皆様のおかげで遂に三巻の刊行と相成りました。一巻二巻を買ってくださった方々には本当に感謝のしようもありません。

　三巻の内容に軽く触れますと、まず前巻で異世界ゲアブランデを救った慎重な勇者、竜りゆう宮ぐう院いん聖せい哉やが続けて登場します。駄女神リスタも勿論出てきて、同じように夫婦漫才的な掛け合いを繰り広げるのですが……表紙を見て頂ければお分かりのように、聖哉の様子が前と違います。『滅多に笑わない』というか『ビックリするほど全然笑わない』、いやむしろ『笑いという感情を母親の腹の中に置いてきたような男』が、どうしてこうも爽やかに微笑んでいるのでしょう？　宝くじでも当たったのでしょうか。おいしい物でも食べたのでしょうか。彼女でも出来たのでしょうか。答えは是非、この三巻をお読み頂いて、読者様ご自身の目で確かめて頂きたく思います。

　今回も笑い、そしてちょっぴりの感動を添えて、ボリューム満点な内容に仕上げたつもりです。実際、一巻二巻と比べてページ数が多くなっており、お得感もあると思います。中盤から後半にかけての展開には、作者的にちょっぴり自信があります。最後まで読まれた方は、きっと楽しんで頂けたのではないか、なんて思っております（何その強気）

　それでは残りのページの都合上、簡単になりますが今回も謝辞を述べさせてください。

　慎重勇者を共に育ててくださる担当様。作者の想像以上に素敵なイラストを描いて下さるイラストレーターのとよた瑣さ織おり様。そしてもちろん慎重勇者を応援し、書籍を買ってくださる皆様方。本当に本当にありがとうございます。皆様が支えてくださった結果として、作者はこの物語を書き続けることが出来ています。

　まだまだ未熟者の作者ですが、応援してくださる方々の為にも、もっと面白く、そして感動出来るものを書けるように精進していきたいと思います。そして読まれた方が「読んでよかった」、「買ってよかった」と感じて下さる作品を生み出し続けることで、せめてもの恩返しになればいいな、などと少し生意気なことを考えております。

　最後に、皆様方の幸せと健康を祈念しつつ、そしてまた、次巻でお会い出来ることを心待ちにしながら、三巻のあとがきを終わりたいと思います。


土日　月










土日月

LIGHT TUCHIHI

愛知県在住。昭和生まれ。牡牛座。ＷＥＢ小説投稿サイト『カクヨム』に投稿していた本作でデビュー。デビュー前も今も変わらない目標は、『読者に楽しんで貰える物語を作ること』。お笑いが好き。悲しいだけのお話は苦手。最近は気に入ったゲーム実況者の動画をエンドレスで観ている。家にいる三匹のハムスターの世話をしている時が幸せ。



















カバー・口絵・本文イラスト／とよた瑣織

デザイン／木村デザイン・ラボ












この勇ゆう者しやが俺おれＴＵＥＥＥくせに慎しん重ちようすぎる３








土つち日ひ 月らいと
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